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福間市は大陸に近いという地理的条件から、文化の流入拠点、大陸との貿易基地として古くからの

歴史を有しています。現在は歴史的、地理的に関係の深いアジアとのつながりを重視し、「アジアの

交流拠点都市」を目指し、アジアの様々な地域との交流や学術．文化などの交流を行っています。

現在、九州大学は「時代の変化に応じて自立的に変革し、活力を維持し続ける開かれた研究大学の構

築」をコンセプトに箱崎地区、六本松地区、原町地区のキャンパスを統合移転し、世界的レベルでの

研究．教育拠点を創造するために福岡市西区元岡．桑原地区、前原市、志摩町にまたがる新キャンパ

スを建設する事業を進めています。

本市は九州大学統合移転事業の円滑な促進のための協力支援を行うとともに、多核連携型都市構造

の形成に向けて、箱崎．六本松．地区の移転跡地や西部地域におけるまちづくりなど、長期的．広域的

な視点から対応を行っております。移転用地内の埋蔵文化財の発掘調査もこの一環として平成7年度

から教育委員会が取り組んでおります。

本書は九州大学統合移転事業に伴い、実施した元問．桑原遺跡群第20次調査の成果を報告するもの

です。この調査では大賓元年（701）の紀年銘木簡を初めとして、多数の木簡も発見されましたが、

それ以前の古墳時代には多数の住居が造られており、この地域の拠点的集落であることがわかりまし

た。本書が文化財保護のより一層のご理解の一助となり、学術研究の資料として活用いただければ幸

いです。

最後に調査を委託された福岡市土地開発公社、調査にご協力いただいた九州大学及び都市整備局大

学移転対策部、並びに元岡地区、桑原地区の地元の方々をはじめとする関係各位に厚くお礼申し上げ

ます。

平成20年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　山田裕嗣



例言

1．本書は九州大学統合移転事業に伴い、福岡市教育委員会が2000～2003年度に行った元間．桑原遺

跡群第20次調査の報告である。昨年度は古代の遺構、遺物を中心に報告したが、今回の報告では古

墳時代の遺構、遺物を中心に報告し、それ以外のものは整理途中であるため、後目報告する予定で

ある。

2．九州大学統合移転用地内埋蔵文化財発掘調査報告書は「元固．桑原遺跡群1－第2次調査の報告－」

（市報告書722集　2（氾2）、「元岡．桑原遺跡群　2－桑原石ケ元古墳の報告－」（市報告書744集　2003）、

「元岡．桑原遺跡群　3－第3、4、8、11次調査の報告－」（市報告書829集　2004）、「元間．桑原遺跡

群　4－第12、15、24次調査－」（市報第860集、2005）、「元岡．桑原遺跡群　5－第13、17、25、29、

罰次調査」（市報第駈1集　3力5）、「元岡・桑原遺跡群　6－第2、2、2、勤次調査」（市報第！櫛集　2鵬）、

「元岡・桑原遺跡群　8－第20次調査」（市報第962集　2（氾7）「元岡．桑原遺跡群　9－第26次調査」（市

報第962集　2007）が刊行されている。今年度は同シリーズ11～13が刊行され、本書は「13」になる。

この事業に関わる調査報告書はこの書名で継続して刊行される予定である。

3．本書で報告する元間．桑原遺跡群は縄文時代～中世にかけての複合遺跡で遺跡略号はMOTとし

ている。遺跡群には多数の群集境や前方後円墳等も含まれ、それぞれに名称が付けられているが、

今回の調査では古墳の調査についても遺跡略号は「MOT」で統一している°

4．本書に使用した遺構実測図は菅波正人、西村直人、小杉山大輔、水崎るり、石橋忠治が、遺物実

測図は林田恵三、濱石正子、撫養久美子、山崎加代子、鳥飼裕太、菅波が行った。トレースは濱石、

撫養、山崎、菅波が行った。

5．本書に使用した写真は菅波が撮影した。空中写真については株式会社写測エンジニアリング、朝

日航洋株式会社、有限会社空中写真企画に撮影を委託した。

6．本書に使用した座標は国土座標第Ⅱ系を使用し、本書に使用した方位は座標北である。

7・本書の執筆．編集は菅波正人が行った。

8．今回報告する出土遺物および遺構、遺物の記録類は福岡市埋蔵文化財センターにおいて収蔵．管

理される予定である。
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（東から） 174
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PL．52　2　H－14区SX044建築部材出土状況

（東から）

PL．531H－14区SX044建築部材出土状況
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Ⅰ　はじめに

1．調査に至る経緯

平成6年2月、九州大学から福間市に新キャンパス大学移転用地の取得の依頼があり、同3月、福岡市、

九州大学、福岡市土地開発公社（以下公社とする）は用地取得について覚書の締結がなされた°事業

用地は公社が福岡市に代わり先行取得し、新キャンパス建設のための造成工事を行うこととなった。

造成工事に先立ち、平成7年2月九州大学から福岡市に対して事業用地内埋蔵文化財の事前調査の依頼

があったことから、公社と福岡市で委託契約を締結して事業用地内の埋蔵文化財の踏査を実施した。

平成7年12月、用地の275haの跨査が終了した。平成8年3月、九州大学、福岡市、公社間で「造成に関

する覚書」が締結され、その中で公社は「事業用地の造成に関して埋蔵文化財調査等を行うものとす

る」との一項が盛り込まれたことから以後、埋蔵文化財の調査に関しては公社と福岡市との間で委託

契約を締結して事業を進めることとなった。

2・調査の組織

調査委託　福岡市土地開発公社

調査主体　福岡市教育委員会

教育長　　　　山田裕嗣　植木とみ子　生田征生　町田英俊　西意一郎（前任）

文化財部長　　　矢野三津夫　後藤直　平塚克則　柳田純孝　堺徹　山崎純男（前任）

調査庶務　文化財管理課

文化財整備課長　榎本芳治　　上村忠明　平原義行（前任）

管理係長　　　　粟須ひろ子　市坪敏郎　井上和光（前任）

管理係　　　　　鳥越由紀子　鈴木由喜　岩屋淳美　中岳圭（前任）

調査担当　埋蔵文化財第二課（旧　大規模事業等担当）

課長　　　　　力武卓治　山崎純男　二宮忠司（前任）

調査第2係　　　常松幹雄　池崎譲二　松村遺博　濱石哲也　米倉秀紀（前任）

池田祐司　小林義彦　書留秀敏　菅波正人　屋山洋

久住猛雄　星野恵美　松浦一之介　上角智希　木下博文（前任）

調査補助　石橋忠治　小杉山大輔　西村直人　濱石正子　水崎るり　撫養久美子

調査調整　都市整備局大学移転対策部

調査
番号

調査次数 担当者 所在地 分布地図番号 調査期間 調査面積 遺跡の時代

000 1 第20次 菅波、屋山 大字桑原字戸山 桑原129 H 1 2．4 ．5／－H 15．5．23 2 0，00 0 ㎡ 古墳集落、古代建物



3．これまでの調査経過

九州大学統合移転地では平成6年の用地の取得後、埋蔵文化財の踏査、試掘調査を行い、平成8年後

半から始まった発掘調査は平成19年度で47ヶ所目（Tab．1参照）となった。これまでの調査経過及

び平成14年度までの調査（第30次調査）の概要については概報1（市報第693集　2001）、2（市報第

743集　2003）に述べられている。また、第2次調査（市報告書722集　2002）、桑原石ケ元古墳群（市

報告書744集　2003）、第3、4、8、11次調査（市報第829集　2∝岨）、第12、15、24次調査（市報第860集、

2005）、第13、17、25、29、36次調査（市報第861集　2005）、第20次調査（市報第962集）、第26次調

査（市報第963集）、の報告書が刊行されている。平成18年度は2箇所の調査を行った。このうち、42

次調査は九州大学の再取得部分である°事業地の西端の九州大学再取得部分にあたる42次調査は2004

年度から継続中の調査で、谷の包含層から弥生時代後期～古墳時代初頭の土器が多量に出土しており、

最終的には一万箱を超えるものと考えられる。この包含層からは他にも、小銅鐸、銅製鋤先、貨泉等

の遺物も出土しており、遺跡の性格が注目される。

元固．桑原遺跡群ではこれまで旧石器時代から中世にわたる幅広い時期の遺構、遺物が発見されて

いる。旧石器時代では、第3次、20次調査等で、ナイフ形石器、剥片尖頭器、細石核等が出土している。

縄文時代では、第3次調査で早期前半の石姐炉が20数基発見され、北九州では類例の少ない炉穴も検

出された。第3次調査以外では明確な遺構の検出例は少ないが、縄文時代の各時期の遺物が散見され

ることや周囲には桑原飛櫛員塚や元岡瓜尾員塚等があり、他の時期の遺跡の存在が予想される。

弥生時代では、調査例は少ないが、遺跡群の南西端にある、第42次調査では弥生時代後期～古墳時

代初頭の土器や青銅製品等が多量に出土している。それらの遺物の中には楽浪系土器や朝鮮半島系土器、

国内の搬入土器等も見られ、対外交渉において当該地は重要な役割を担っていたことを窺うことがで

きる。弥生時代終末から古墳時代にかけては42次調査を除くと多くないが、徐々に遺構、遺物が見ら

れるようになり、集落が継続的に営まれていたと考えられる。第20次、27次調査で100軒以上の竪穴

住居址が発見され、周囲には金尿古墳、経塚古墳、石ケ原古墳等の前方後円墳、大型円墳が分布して

おり、この地域の拠点と考えられる。

古墳では前方後円墳は7基、大型円墳が1基発見されている。周辺にある前原市御道具古墳、泊大塚

古墳を含めて、4世紀～6世紀にかけての首長墓の系譜を追うことができる。その内、桑原金床古墳、

元岡E1号噴、元間石ケ原古墳、経塚古墳の調査が行われている。群集境は70基あまりが分布し、大

半の調査が行われた。群集境で最も多く分布する桑原石ケ元古墳群では金銅装単鳳環頭太刀や馬具、

鍛冶道具等の豊富な副葬品が出土している。特に鍛冶道具は桑原古墳群A群でも出土しており、製鉄．

工人集団の存在が注目される。

古代では多数の製鉄遺跡が確認されており、これまで50基程の製鉄炉が発見されている。そのうち、

第12次調査で27基、第24次調査で7基の製鉄炉が検出され、8000箱以上の製鉄関連遺物（炉壁、稀羽口、

鉄津等）が出土した。遺跡群で見つかった製鉄遺構は大半が8世紀に位置付けられ、8世紀中頃の対新

羅政策に関連する鉄の生産との指摘もある。この他、多くの文字資料が注目される。第7次調査では「壬

辰年韓載□□」と記された荷札状の木簡、第15次調査では古代の「解除（祓）」に関連する木簡、第

20次調査では「太賓元年」や「延暦四年」、「鴫都赤敷里」等の志麻郡内の郷名を記したものがある。

このように本遺跡は多岐に及ぶ複合遺跡であるが、特に古墳時代から古代にかけての遺跡は律令体

制成立期の様相を考える上で非常に重要な成果を提供するものである。
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九州大学統合移転地内（元岡．桑原遺跡群）発掘調査一覧

調 査

番 号
遺 跡 名 所在 地 調査 年 月日

調査 面積

又 は古墳 基 数
検 出遺 構 調 査後 の 処置 備 考

（確 認 調 査）

965 6 桑 原 石ケ元 古 墳群 大字桑原 字石ケ元 H8．11．11～H1 0．10．31 1 9基 円 墳 保 存

965 7 桑 原 金屋 古 墳 大 字桑 原 字金 屋 H8．8．2。～H8．11．29 1基 前 方後 円 墳 保 存 平成 17 年度 報告 第 90g稟

96 5 8 元 岡 石ケ原 古 墳 大字元岡 字石ケ原 H8．8．27～H8．11．29 1基 前 方後 円 墳 平成 17 年度 報告 第 90g稟

（発 掘 調 査）

96。2 元 岡 ．桑 原 遺跡 群 大 字元 岡 字 H．8．3．11一一H 8．9．30 試 掘

96 5 6 桑 原 石ケ元 古 墳群 大字桑原 字石ケ元 H9．12．1～H 10．10．31 1 1基 円 墳 調 査後 造 成 平成 14 年度 報告 第 743稟

96 5 6 第 2次 大字桑原 字柿ケ元 H8．11．11～H9．3．25 3，00 7㎡ 古 墳 時代 ～古 代 溝、土 坑、水 田 調 査後 造 成 平成 13 年度 報告 第 722稟

97 6 3 第 3次 大 字元 岡 字瓜 尾 H9．11．19～H1 1．2．22 3，50。㎡、古墳 1基 親 文 時代 石 組炉 、弥生 時代 住 居 址 、円 墳 調 査後 造 成 平成 15 年度 報告 第 82g稟

97 6 4 第 4次 大字桑原 字石ケ元 H9．12．1～H 10．3．31 1，21 9㎡ 古 代～ 中 世掘 立柱 建 物 ．溝 調 査後 造 成 平成 15 年度 報告 第 82g稟

98 1 1 第 5次 大字桑原 字石ケ元 H10 ．4．27～H1 0．6．23 2，50。㎡ 古 代土 壌 ．包含 層 調 査後 造 成 楓報 1、第 69 3集

98 1 2 第 6次 大字桑原 字石ケ元 H10 ．5．30～H1 0．8．28 2，80。㎡ 古 墳 時代 包含 層 調 査後 造 成 楓報 1、第 69 3集

98 1 3 第 7次 大字元岡 字池ノ涌 H10 ．5．6～H 11．6．11 7，50。㎡ 古墳時代～古代住居址．掘建撞建物、池状遺構、製鉄炉 調 査後 造 成 平成 19 年度 第 1。12集

98 2 9 第 8次 （元岡古墳群M 群） 大 字元 岡 字大 坂 H10 ．9．16～H1 0．12．25 古 墳 1基 円 墳 調 査後 造 成 平成 15 年度 報告 第 82g稟

98 5 1 第 9次 大字元岡 字池ノ涌 H10 ．11．2～H1 0．12．10 1 9 0㎡ 弥 生 時代 住居 址 調 査後 造 成 楓報 1、第 69 3集

98 5 4 第 1。次 大字桑原 字柳 ヶ浦 H11．1．6～H 11．3．31 1，33 6㎡ 古 代～ 中 世包 含 層 調 査後 造 成 楓報 1、第 69 3集

98 5 5 第 11次 大字桑原 字柳 ヶ浦 H11．1．6～H 11．3．20 1，65。㎡ 古 墳 時代 ～古 代 土壌 、包含 層 調 査後 造 成 平成 15 年度 報告 第 82g稟

99。2 第 12次 大 字桑 原 字屈 形 H11．4．1～H 12．3．28 5，50。㎡ 古 代製 鉄 炉 保 存 平成 16 年度 報告 第 860稟

99。3 第 13次 （元岡古墳群E群） 大 字元 岡 字小 阪 H11．4．12～H1 1．9．28 古 墳3基 前 方後 円 墳 1基、円墳2基 調 査後 造 成 平成 16 年度 報告 第 861稟

99。4 第 14次 大字桑原 字柳 ヶ浦 H11．4．22／～H1 1．7．22 1，20。㎡ 古 代包 含 層 調 査後 造 成 楓報 1、第 69 3集

99 2 3 第 15次 大 字桑 原 字屈 形 H11．5．11．～H 11．9．28 3，50。㎡ 古 代包 含 層 、中世水 田 調 査後 造 成 平成 16 年度 報告 第 860稟

99 3 3 第 16次 大 字桑 原 字牛 初 H11．．8．2一一H 1 1．11．10 2，50。㎡ 古 代包 含 層 調 査後 造 成 楓報 1、第 69 3集

99 3 4 第 17次 （元岡古墳群B群） 大字元岡 字池の浦 H11．9．10～H1 1．12．8 古 墳2基 円 墳 調 査後 造 成 平成 16 年度 報告 第 861稟

99 4 6 第 18次 大 字桑 原 字別 府 H11．10．15．～H1 4．2．20 1 6，8。0㎡、古 墳2基 古墳時代～古代住居址、欄立柱建物、池状遺構、製鉄炉、円墳 調 査後 造 成

994 7 第 19次 大 字桑 原 字牛 初 H11．11．18～H1 1．12．24 3，00。㎡ 古 代包 含 層 調 査後 造 成 楓報 2 、第 74 3集

0。。1 第 2。次 大 字桑 原 字戸 山 H12 ．4．5～H 15．5．23 2 0，13 0㎡ 古 墳 時代 住居 址 、古代 掘立 桂 建 物 、製 鉄炉
内、15．。00㎡分
を保存予定

平成 18年度報 告第962集 、

平成 19年度報 告第 1。13集

0。。2 第 21次 大字桑原 字石ケ元 H12 ．4．4～H 12．10．20 2，90。㎡、古墳 3基 石 ケ元 古墳 群 円墳 3基 、 調 査後 造 成

0。33 第 22次 大 字桑 原 字生 坂 H12 ．4．13～ H 12．10 3，89。㎡ 古 代掘 立 桂 建物 、製鉄 関連 遺 構 調査後造成予定 平成 17 年度 報告 第 90g稟

0。19 第 23次 大 字元 岡 ．桑 原 H12 ．5．5～ H 12．12．25 9，10 6㎡ 確 認調 査
7那 0㎡は緑地
保全地区 （保存）

0。34 第 24次 大 字桑 原 字金 屋 H12 ．8．21～H1 5．3．20 5，50。㎡ 古 墳 時代 住居 址 、古代 製鉄 炉 調 査後 造 成 平成 16 年度 報告 第 860稟

0。52 第 25次 （桑原古墳群A群） 大字桑原 字石ケ原 H12 ．12．11～H13．11．30 古 墳7基 円 墳 調査後造成予定 平成 16 年度 報告 第 861集

01 1 0 第 26次 大 字桑 原 字戸 山 H13 ．4．6～H 13．11．30 5，4 8 7㎡、古墳 1基 古 墳 時代 住居 址 、円墳 、古代 掘 立柱 建 物 保 存3 ，44 2 ㎡ 平成 18 年度 報告 第 963集

01 5 3 第 27次 大 字桑 原 字戸 山 H13 ．12．1～H1 4．8．29 4，4 9 5㎡ 古 墳 時代 住居 址 建物位置の変更に
よる保存、1．∞0㎡

平成 17 年度 報告 第 90g集

01 5 4 第 28次 大字元岡 字池ノ涌 H14 ．2．1～H 14．7．4 2，20。㎡ 古 代～ 中 世包 含 層 調 査後 造 成 平成 17 年度 報告 第 90g集

02。2 第 29次 （元岡古墳群N群） 大字元岡 字石ケ原 H14 ．4．5～H 15．9．30 古 墳9基 円 墳 調 査後 造 成 平成 16 年度 報告 第 861集

02 4 0 第 3。次 大 字桑 原 字牛 初 H14 ．8．1～H 14．9．30 2，4 5。㎡ 古 代包 含 層 調 査後 造 成

024 2 第 31次 大字元岡 字蜂ほか H14 ．10．1～H1 8．1．13 1 2，0。0㎡ 古 代瓦 だまり、掘 立柱 建 物 、鍛 冶炉 ほか 調 査後 造 成

025 5 第 32次 大 字元 岡 字宮 革 H15 ．1．20～H1 5．3．31 1，70。㎡ 調 査後 造 成

03。3 第 33次 大 字桑 原 字平 川 H15 ．4．7～H 15．5．19 古 墳 1基 円 墳 調 査後 造 成

031 0 第 34次 （元岡古墳群J群） 大字元岡 字石ケ原 H15 ．4．1～H 15．8．12 古 墳3基 円 墳 調 査後 造 成 平成 17 年度 報告 第 90g集

03 4 0 第 35次 （石 ケ原 古墳 ） 大字元岡 字石ケ原 H15 ．5．20～H1 7．1．12 古 墳 1基 前 方後 円 墳 調 査後 造 成 平成 17 年度 報告 第 90g集

03 4 1 第 36次 （経 塚 古墳 ） 大字桑原字深田ほか H15 ．9．1～H 17．3．31 古 墳 1基 、2，2 0 0㎡ 大 型 円墳 調 査後 造 成 平成 19 年度 第 1。11集

03 6 5 第 37次 大字元岡 字石ケ原 H15 ．10．20～H1 6．2．26 古 墳4基 円 墳 調 査後 造 成 平成 16 年度 報告 第 861集

03 7 1 第 38次 大字元岡 字大久保 H16 ．3．8～H 17．1．17 7 0 0 0 ㎡ 中 世 山城 調 査後 造 成

041 0 第 4。次 大 字桑 原 字深 田 H16 ．4．7～H 15．4．30 2 0 0 0 ㎡ 包含 層 調 査後 造 成

043 5 第 41次 H16 ．5．7～H 15．10．1 1 5 7 0 ㎡ 古 代包 含 層 、製 鉄 関連 遺構 調 査後 造 成

045 2 第 42次 H16 ．10．1～ 80 0 0 ㎡ 鍋 文 時代 晩 期～ 古墳 時 代初 頭 自然 流 路 調 査 中

052 3 第 44次 H1 7．6．1～H 17．12．2 1 1 8 9 ㎡ 古 墳～ 古 代集 落 調 査後 造 成

053 5 第 45次 （桑原古墳群A群） H1 7．7．20～H1 7．11．21 古 墳3基 、11 2 8 ㎡ 円 墳 調 査後 造 成

061 1 第 49次 大 字桑 原 字金 屋 H18 ．4．1～H 19．3．22 2 7 2 3 ㎡ 古 墳～ 古 代集 落 調 査後 造 成
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4．遺跡の位置と環境

元岡．桑原遺跡群は九州大学統合移転事業に伴って発見された遺跡である。遺跡群は旧石器～近世

にわたる複合遺跡である。縄文～古代にかけての集落関連遺構、古代の官衛関連遺構、製鉄等の生産

関連遺構、70基余りの後期群集境や7基の前方後円墳等が認められる。遺跡群の位置は福間市の西端

にあたり、玄界灘に突出する糸島半島の東側基部の丘陵地帯にある。丘陵は小河川により樹枝状に浸

食された狭い谷が無数に入りこむ°遺跡は丘陵上や枝分かれした谷部に立地する。行政的には福岡市

西区元岡、桑原に所在する。遺跡の立地する糸島半島の基部付近は近世以前、東側の今津湾と西側の

加布里湾から泡状に湾が入り組み、志摩町泊地区から前原市志登地区にかけて陸橋状に繋がっていた

と想定されている。

日本書紀には西暦602年（推古10）、来日皇子が新羅を討つため撃新羅将軍に任命され、二万五千人

の軍を嶋郡（現在の志摩町、福岡市西区の一部）に駐屯したと記している。駐屯の実態は不明である

が、律令期の鴫郡に見られる久末の地名もその記事との関連を示すものと考えられる。律令期では当

該地域は志麻（嶋）都に属し、都内は登志、川辺、韓良、明敷、久末、加夜、志麻、鶏永等の郷が存

在した。文献では正倉院に現存する最古（大宝二年）の戸籍の筑前国鴫部川辺里戸籍がある。戸籍には

鴫都の大領である肥君猪手が居住していた川辺里の比定地は諸説あり、現在の志摩町馬場付近を中心

とした地域という説等あるが、確定していない。

この地域では海岸で良好な砂鉄が得られることから製鉄遺跡が多く分布する。元岡．桑原遺跡群の

北側約2kmに位置する福岡市西区大原A遺跡第1次調査では8世紀前半から後半にかけての製鉄炉が3

基検出されている。いずれも両側排淳の箱型炉である。この調査地点ではこの他に鍛冶炉、炭窯と考

えられる焼土坑等も検出されており、一連の製造過程をうかがえる状況である。この調査地点の更に

北側500mにある大原D遺跡でも多くの製鉄関連遺構が検出されている。1～3次調査では形態が明確

ではないが、奈良時代から平安時代にかけての時期の製鉄炉が3基検出されている。鍛冶炉、焼土坑

等も検出されており、大原A遺跡と同様の様相を示している。4次調査では9世紀代と考えられる製鉄

炉が1基検出されている°周辺では覆い屋をもつ鍛冶炉や焼土坑が検出されている。この他、5、6次

調査では製鉄炉は検出されていないが、鍛冶炉、焼土坑などが検出され、鉄淳、羽言などが出土して

いる。ここで出土した鉄浮や羽言の分析から荒鉄から不純物を除く精錬鍛冶や鉄器製作のための鍛錬

鍛冶が行われていたことが分かり、鍛冶を中心とした場所であったと推定されている。このように大

原A遺跡、D遺跡は8世紀～9世紀にかけての製鉄に関わる遺構が集中する地域で、元固．桑原遺跡同

様、当時の拠点のひとつと考えられる。この他、糸島半島に志摩町人熊製鉄遺跡では8世紀後半に位

置づけられる製鉄炉が7基検出されている。ここでは切り合いながら炉が密集して造られている。ま

た、炉壁、鉄津の他、土製の送風管等も多数検出されている。製鉄に関連する遺構としては藤原遺跡

では横言式の炭窯が見つかっている。このタイプの炭窯の検出例は少なく、炭の生産体制は今度の検

討課題と言える。これまで見つかった糸島半島の製鉄炉を概観すると、遺構の時期は8世紀～9世紀の

ものが大半である。特に本遺跡群で見られる多数の8世紀代の製鉄遺構は8世紀半ばの新羅との関係の

悪化等による大宰府の武器の整備等と関連させ、集中した鉄の生産が行われたという説も示されてい

る。

文献や一連の製鉄遺跡が存在から、当該地域は古墳時代から古代にかけて、半島との対外関係から

軍事的拠点のひとつとしての役割を担っていたと考えられる。本遺跡の調査成果はそのことを考える

上での重要な資料を提示するものと言えよう。
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田

．は前方後円墳、書製鉄関連遺跡

Fig．2　元岡．桑原遺跡群位置図（1／50，000）
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Ⅱ　調査の記録

1．調査の概要

調査地点は事業地の東側（B．2）にあたり、戸山の東側に位置し、北東方向に開口する、幅約50m

の谷部に当たる。この谷部は旧大原川に合流する。西側に位置する丘陵上には中世山城の戸山城が築

かれる。東側の丘陵上には4世紀未の前方後円墳である、金尿古墳が築造される。また、調査地点の

北東の隣接地には第27次調査地点、南西隣接地には第26次調査地点がある。調査開始時は荒地であっ

たが、以前は水田として利用されていた。

調査は試掘の結果を基に谷頭の南側から順次、重機で厚さ約50～80cmの旧耕作土を除去しながら、

遺構検出を行った。調査区南東隅から北東にかけての谷部で古代～中世前半の遺物を含む包含層を検

出した。西側の丘陵斜面から谷部にかけては桂穴、土坑等を検出した。調査区は地形に谷の開放方向

に沿って、公共座標から45。東に振った軸でグリッドを設定し、掘り下げを行い、遺物を取り上げた。

グリッドは10m四方で、東西方向に東からA、B、Cの順でZまで、南北方向に南から1、2、3の順

で付けた。調査区が当初予想より南側に拡張したため、南方向には0、00、000と番号をつけた。調査

は平成12年4月5日から実施し、平成15年5月23日まで行い、稔調査面積約20，000㎡となる。

調査は3ヶ年の期間を要したが、多数の古代の木簡等が出土したことから、この調査以前に確認さ

れた大規模な製鉄遺跡との関連や木簡の性格等、非常に多くの問題を提示することになった。大学構

内の遺跡はこれまでに石ケ元古墳群、第12次調査地点の製鉄遺構等が保存されたこともあり、遺跡の

取り扱いがより慎重になった。幸いなことに地元の方々、福間市土地公社、九州大学の関係各位のご

尽力により、遺跡は保存されることになった。記して、感謝したい。

今回の報告では整理の関係から、昨年度報告できなかった古墳時代の遺構（竪穴住居跡、池状遺構）．

遺物を中心に報告し、それ以外は後目報告とする。ここでは検出遺構、遺物の概略を記す。

主な遺構は古墳時代の竪穴住居跡70軒＋α、掘立柱建物、溜池状遺構、土坑他、古代（奈良時代～

平安時代）の掘立柱建物32棟＋α、竪穴住居跡、池状遺構、製鉄炉、鍛冶炉、土坑他となる。遺物は

各遺構から須恵器、土師器等の土器類、中国産の輸入陶磁器、国産の緑軸陶器、灰粕陶器、池状遺構

から木簡をはじめとする木製品、銑鉄、刀子等の鉄製品などが多量に出土した。また、それ以前の遺

物としては弥生土器の他、押型文土器や阿高式土器等の縄文土器、石斧、石鉄、磨製石斧、また、ナ

イフ形石器や細石核等、旧石器時代の遺物も出土しており、幅広い時期にわたる土地の利用が行なわ

れていたことがわかる。遺物の総量はコンテナ約2000箱程度になる。

古墳時代の遺構・遺物

古墳時代の遺構は西側の丘陵斜面から谷部にかけて、竪穴住居跡を70軒あまり検出した。古代の整

地層の下層にも遺構が確認でき、更に20～30軒の竪穴住居跡が予想される。竪穴住居跡は5世紀前後の

時期から見られ、7世紀までの長期にわたる集落であることが分かった。奈良時代になると、それま

での集落域には竪穴住居跡は見られなくなり、集落域は別の場所に移ったと考えられる。また、調査

区北側中央で幅20m、長さ50mを超える池状遺構SX044を検出した。SX044からは古墳時代前期～後

期の各時期の土器、木器（農耕具、建築部材等）が多量に出土した。この遺構は堆積状況から常に水

が溜まっていたと考えられ、南から延びてくる谷部から枝分かれした狭い谷の下流を堰きとめた、溜

池状の遺構と考えられる。また、ここからは完形の土器（土師器の小型丸底壷、須恵器杯）や子持ち

勾玉、滑石製の小玉、太刀等が出土しており、各時期の水場の祭祀も行われていたと考えられる。

7



1．．．．．口、
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2・竪穴住居跡（SC）

竪穴住居跡は、周溝の一部が残るも含め、70軒余りを検出した。一部、8世紀代と考えられるもの

もあるが、大半は古墳時代に位置づけられる。竪穴住居跡は方形プランで、造り付けの竃があるもの

が大半である。竪穴住居跡の分布をみると、古代の池状遺構SX001より北側に分布する。掘立柱建物

が分布する6～8区では竪穴住居跡は見られないが、この部分は建物が建てられている整地層があるた

めで、整地層の下層には竪穴住居跡が分布すると考えられる。整地層が削平されている11区以北では

竪穴住居跡は多く見られる。特に、池状遺構SX044周辺では南側と西側を中心に竪穴住居跡の分布が

見られる。SX044の東側は南側から延びてくる谷部に挟まれる部分で、竪穴住居跡の分布は少ない。

また、調査区西側のF～G－1～7区にあたる、丘陵斜面を造成した部分に、竪穴住居跡が若干見られる。

SC040（Fig．6、PL．9、10）出土遺物（Fig．24－1～5）　E8区で検出した。SC043を切る。方形プラ

ンで、遺構の規模（長軸×短軸）は3．9×3．9mを測る。遺構は壁溝が残る程度である。竃は遺存して

いないが、遺構の北側壁際に立石があり、竃の支脚と考えられる。主柱は四本柱である。遺構の南東

隅から溝が延びる。遺物は埋土、壁溝、柱穴から須恵器杯蓋、杯身、土師器杯等が出土した。遺構の

時期は6世紀代に位置づけられる。

SC043（Fig．6、PL．9、10）　E8区で検出した。SB045、SC040に切られる。方形プランで、残存す

る遺構の規模は5．8×3．8mを測る。遺構の道春状況が悪く、壁溝が残るのみである。遺構の切り合い

のため、竃の存否は不明である。主柱は四本柱である。遺物は須恵器、土師器片等が出土した。

SCO47（Fig．7、PL．11、12）出土遺物（Fig．24－6、7）Ⅰ10区で検出した。SCO48、049を切る。

方形プランで、遺構の規模は3．7×3．7mを測る°壁の立ち上がりが若干残る。遺構の北側には黄色粘土、

焼土が残っており、竃の痕跡と考えられる。また、竃の対面の壁際にも焼土が見られる。主柱は四本

柱である。遺物は須恵器片、土師器嚢等が出土した。6は土師器嚢で、外面は平行叩き後にカキ目、

内面は当て具痕が残る。遺構の時期は6～7世紀代に位置づけられる。

SCO48（Fig．7、PL．11～13）出土遺物（Fig．24－8、9）　Ⅱ10区で検出した。SCO49を切り、SC047

に切られる。方形プランで、遺構の規模は4．8×4．6mを測る。遺構の西側に黄色粘土が残っており、

竃と考えられる。主柱は四本柱である。遺物は須恵器杯蓋、土師器嚢等が出土した。遺構の時期は6

～7世紀代に位置づけられる。

SC049（Fig・8、PL．13、14）Ⅰ10区で検出した。SC047、048に切られる。長方形プランで、遺構

の規模は4．6×3．6mを測る。遺構の北側には黄色粘土が残っており、竃の痕跡と考えられる。主柱穴

は2個確認できた。遺物は須恵器片、土師器片等が出土した。

SCO50（Fig．8、PL．14～17）出土遺物（Fig．24－10～14）　H10区で検出した。SCO52、053を切る。

方形プランで、遺構の規模は4．9×4．3mを測る。遺構の南側に黄色粘土が残っており、竃と考えられる。

主柱は四本柱である。遺物は主柱穴から土師器高杯、小型丸底壷が出土したほか、竜周辺や壁際で土

師器高杯、壷が出土した。遺構の時期は5世紀後半代に位置づ－けられる。

SC051（Fig．11）出土遺物（Fig．24－15～18）J12区で検出した。SCO59に切られる。主柱穴、竃

は確認できなかった。遺物は須恵器杯、土師器杯、嚢等が出土した。遺構の時期は6世紀代に位置づ

けられる。

SCO52（Fig．8、PL．14、17、18）　H10区で検出した。SCO53を切り、SCO50に切られる。遺構は
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元岡．桑原遺跡群第20次調査地点遺構一覧

遺構番号 遺構種 類 地 区

00 1 油状遺構 C ～E－0 00～4

00 2 溝状遺構 C ～E－5～7

00 3 溝状遺構 F lO

00 4 竪穴状遺構 F 10

00 5 溝状遺構 F3

00 6 溝状遺構 F3

00 7 土坑 F6

00 8 溝状遺構 F7

00 9 土器だまり D 7

0 10 土坑 F7

0 11 鉄津だまり E 7

0 12 柱穴 E6

0 13 柱穴 E6

0 14 柱穴 E6

0 15 掘立櫨建物 E6

0 16 桂穴 E6

0 17 柱穴 E6

0 18 柱穴 E6

0 19 掘立櫨建物 E6

02 0 柱穴 D 6

02 1 土坑 E5

02 2 焼土坑 G 10

02 3 土坑 G 10

02 4 土坑 G 10

02 5 鉄洋だまり D－0 0・～。00

02 6 掘立櫨建物 E2

02 7 掘立櫨建物 F5

02 8 掘立櫨建物 F5

02 9 掘立櫨建物 G 5

03 0 掘立柱建物 G 7

03 1 掘立柱建物 G 7

03 2 掘立櫨建物 G 7

03 3 掘立柱建物 G 7

03 4 掘立櫨建物 G 7

03 5 掘立柱建物 F7

03 6 掘立櫨建物 F7

03 7 掘立柱建物 E6

03 8 掘立櫨建物 G 8

03 9 掘立桂建物 G 8

04 0 竪穴住居 E8

04 1 掘立桂建物 E 7

04 2 掘立櫨建物 E 7

04 3 竪穴住居 E8

04 4 溝状遺構 G ll／－

04 5 掘立柱建物 E8

04 6 掘立櫨建物 E8

04 7 竪穴住居 －10

04 8 竪穴住居 llO

04 9 竪穴住居 －10

05 0 竪穴住居 H 1 0

05 1 竪穴住居 J 12

05 2 竪穴住居 H 1 0

05 3 竪穴住居 H l O

05 4 竪穴住居 J 14

05 5 竪穴住居 J lO

05 6 竪穴住居 J 10

05 7 竪穴住居 J 13

遺構番号 遺構種類 地 区

05 8 竪穴住居 J 13

05 9 竪穴住居 J 12

06 0 竪穴住居 －1 4

06 1 竪穴状遺構 H 1 0

06 2 竪穴住居 G 13

06 3 竪穴住居 J 13

06 4 竪穴住居 H 14

06 5 竪穴住居 l1 4

06 6 竪穴住居 －1 4

06 7 竪穴住居 l1 3

06 8 竪穴住居 －1 3

06 9 竪穴住居 K 12

07 0 竪穴住居 －1 3

07 1 掘立柱建物 H 1 0

07 2 擁立柱建物 H 1 0

07 3 土坑 －1 3

07 4 竪穴住居 G 11

07 5 竪穴住居 G ll

07 6 土坑 l1 3

07 7 土坑 E lO

07 8 竪穴住居 l1 4

07 9 竪穴住居 G 13

08 0 掘立柱建物 H 9

08 1 竪穴住居 F 11

08 2 竪穴住居 l1 4

08 3 竪穴住居 －1 4

08 4 竪穴住居 l1 4

08 5 掘立柱建物 H 9

08 6 掘立柱建物 H 9

08 7 竪穴住居 F 11

08 8 土抗 F 12

08 9 竪穴住居 －1 4

09 0 土坑 H 14

09 1 掘立柱建物 G 11

09 2 掘立柱建物 ll l

09 3 擁立柱建物 J 11

09 4 掘立柱建物 －1 2

09 5 梅立柱建物 J 14

09 6 竪穴住居 J 16

09 7 竪穴住居 －1 5

09 8 竪穴住居 －1 6

09 9 掘立柱建物 J 16

10 0 掘立柱建物 G lO

10 1 掘立柱建物 F l

10 2 竪穴住居 FO

10 3 竪穴住居 F l

10 4 竪穴住居 G l

10 5 竪穴住居 G 2

10 6 竪穴住居 G 3

10 7 土抗 G 5

10 8 竪穴住居 G 5

10 9 竪穴住居 H 5

1 10 竪穴住居 G 4

1 11 竪穴住居 G 4

1 12 製鉄炉 N 7

1 13 焼土坑 N 7

1 14 竪穴住居 K 8

11

遺構番号 遺構種類 地区

115 竪穴住居 K9

116 土坑 K8

117 竪穴住居 －8

118 製鉄炉

119 竪穴住居 G2

120 竪穴住居 Fl

121 竪穴住居 G2

122 竪穴住居 L10

123 土坑 －8

124 竪穴住居 G2

125 土坑 FO

126 竪穴住居 －8

127 竪穴住居 Fl

128 竪穴住居 L10

129 竪穴住居 G2

130 竪穴住居 G3

131 竪穴住居 G3

132 竪穴住居 G4

133 竪穴住居 G3

134 竪穴住居 G4

135 竪穴住居 G5

136 竪穴住居 H8

137 竪穴住居 H8

138 焼土坑 G4

139 掘立柱建物 F3

140 掘立柱建物 F3

141 掘立柱建物 Fl

142 竪穴住居 F4

143 竪穴住居 F4

144 竪穴住居 F4

145 鍛冶炉 E。0

146 鍛冶炉 G4

147 掘立柱建物 G6

148 掘立柱建物 G4

149 掘立柱建物 G4

150 掘立柱建物 G6

151 掘立柱建物 E7

152 掘立柱建物 F7

153 掘立柱建物 F7

154 掘立柱建物 F7

155 掘立柱建物 F6

156 掘立柱建物 E5

157 竪穴住居 G6

158 掘立柱建物 E5

159 掘立柱建物 55

160 掘立柱建物 C6

161 堰 F23

162 貯木遺構 D22

163 石敷遺構 DlO～

164 竪穴住居 F12

205 竪穴住居 K8

206 竪穴住居 L10

211 竪穴住居

216 竪穴住居 J9

217 竪穴住居 JlO

218 竪穴住居 K10

221 竪穴住居 JlO



壁溝が遺存するのみである。方形プランで、残存する遺構の規模は3．9×3．7mを測る。遺構の南側に

焼土があり、竃であった可能性がある。主柱は四本柱である。遺物は土師器、須恵器片が出土した。

SCO53（Fig．8、PL．14、18）出土遺物（Fig．24－19）　H10区で検出した。SC050、052に切られる°

遺構は、壁溝が遺存するのみである。方形プランで、遺構の規模は4．3×4．3mを測る。主柱穴は不明。

遺物は土師器鉢が出土した。

SC054（Fig．9、PL．19、20）出土遺物（Fig・24－20）J14区で検出した。遺構の全体が暗渠によ

る撹乱をうけている。方形プランで、遺構の規模は5．2×5．2mを測る。遺構の西側に竃の裾部が残り、

焚口には焼土が見られる。主柱は四本柱である。遺物は須恵器杯、土師器嚢等が出土した。遺構の時

期は6～7世紀代に位置づけられる。

SCO55（Fig．9）J10区で検出した。主柱穴と竃の一部が遺存する。方形プランと考えられ、残存

する遺構の規模は3．2×3．2mを測る。遺構の北側に竜の黄色粘土が遺存する。主柱は四本柱である。

遺物は出土していない。

SCO56（Fig．10）J10区で検出した。主柱穴が遺存するのみである。主柱は四本柱である。遺物

は土師器片が出土した。

SCO57（Fig．10、PL．20）J13区で検出した。遺構は壁溝と主柱穴が遺存する。方形プランで、遺

構の規模は4．7×4．5mを測る。主柱は四本柱である。遺物は壁溝から土師器片が出土した。

SC058（Fig．11、PL．21）出土遺物（Fig．24－21～23）J13区で検出した°遺構は壁溝と主柱穴が

遺存する。方形プランで、遺構の規模は　5．1×4．9mを測る。遺構の東側には焼土が見られ、竜の可

能性がある。主柱は四本柱である。遺物は壁溝から須恵器杯、土師器嚢等が出土した。遺構の時期は

6世紀代に位置づけられる。

SCO59（Fig．11）J12区で検出した。SCO51を切る。壁の立ち上がりの一部と竜、主柱穴が遺存

する。方形プランで、残存する遺構の規模は4．9×4mを測る°遺構の北側に竃の黄色粘土が遺存する。

主柱は四本柱である。遺物は出土していない。

SC060（Fig．12、PL．21）出土遺物（Fig．24－24）Ⅰ14区で検出した。壁溝と柱穴が遺存する。方

形プランで、遺構の規模4．5×4．0mを測る。主柱は四本柱である。遺物は須恵器杯、土師器嚢が出土

した。遺構の時期は7世紀代に位置づけられる。

SCO62（Fig．12、PL．21、22）出土遺物（Fig．24－25～29）　G13区で検出した。壁溝と主柱穴、竃

の一部が遺存する。方形プランで、残存する遺構の規模は4．3×3．3mを測る。遺構の西側に竃の黄色

粘土が遺存する。主柱は四本柱である。遺物は床面や竃内から須恵器杯、土師器嚢等が出土した。8

世紀代の遺物も出土しているが、遺構の時期は6世紀代に位置づ－けられる。

SC064（Fig．13、PL．23）出土遺物（Fig．24－30～32）　H14区で検出した。SC067を切る。壁溝と

主柱穴が遺存する。隅丸長方形プランで、遺構の規模は4．9×3．3mを測る。遺構の北側に焼土があり、

竃の可能性がある。主柱は四本柱である。遺物は埋土から須恵器杯、土師器片が出土した。遺構の時

期は6－世紀代に位置づけられる。

SC065（Fig．13）Ⅰ14区で検出した。SC060、082、083に切られる。壁溝の一部と主柱穴が遺存

するのみである。主柱穴は3個検出した。遺物は壁溝から須恵器、土師器片が出土した。

SC066（Fig．14）出土遺物（Fig．24－33～34）Ⅰ14区で検出した。SCO60、098に切られる。壁溝

のコーナー部分が遺存するのみである。遺物は埋土から須恵器杯、土師器鉢等が出土した。遺構の時

期は7世紀代に位置づけられる。

SCO67（Fig．14、PL．23）出土遺物（Fig．24－35～40）Ⅰ13区で検出した。SC064に切られる。周
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溝と主柱穴が遺存する。方形プランで、遺構の規模は3．9×3．8mを測る。北側には焼土が見られ、竜

があったと考えられる。また、その外側に壁溝があり、建て替えの可能性がある。主柱は四本柱である。

遺物は須恵器杯、土師器鉢、壷等が出土した。遺構の時期は6世紀代に位置づけられる。

SCO68（Fig．14、PL．23）出土遺物（Fig．24－41）Ⅰ13区で検出した°SCO67に切られる。壁溝の

一部が遺存する。主柱穴は不明。遺物は土師器杯等が出土した。

SCO69（Fig．15、PL・24、25）出土遺物（Fig・25－42～50）　K12区で検出した。遺構の北側が削平

されている。方形プランで、遺構の規模は4．0×4．0mを測る。遺構の北側には竜の基部が遺存する。

竃の上面で土師器甑、杯が出土した。竃祭祀に関わる遺物と考えられる。主柱は四本柱である。遺物

は陶質土器嚢、土師器甑、杯等が出土した。42は陶質土器の嚢で、口縁は欠損しており、体部に窪み

が見られる。体部外面には平行叩き後、カキ目を施す。内面には無文の当て具の痕跡がある。韓国栄

山江流域に見られるものに類似し、遺跡群の中でも石ケ元古墳群で出土例がある。遺構の時期は6世

紀前半代に位置づけられる。

SC074（Fig．15、PL．26）G11区で検出した。SCO75を切る。壁溝の一部が遺存するのみである。残

存する遺構の規模は2．9×3．0mを測る。遺物は須恵器、土師器片が出土した。

SC075（Fig．15、PL．26）G11区で検出した。SCO75に切られる°壁溝の一部と主柱穴が遺存する。

方形プランで、残存する遺構の規模は4．0×3．0mを測る。主柱は四本柱である。遺物は須恵器、土師

器片が出土した。

SCO78（Fig．16、PL．27）出土遺物（Fig．25－51）Ⅰ14区で検出した。隅丸長方形プランで、遺構

の規模は4．2×4．1mを測る。遺構の南側に焼土が見られた。主柱は四本柱である。遺物は須恵器杯等

が出土した。遺構の時期は6世紀代に位置づけられる。

SCO83（Fig．16、PL．28）出土遺物（Fig．25－53）Ⅰ14区で検出した。壁溝と主柱穴が遺存する。

方形プランで、遺構の規模は4．2×4．0mを測る。主柱は四本柱である。遺物は壁溝から須恵器高杯等

が出土した。遺構の時期は7世紀代に位置づけられる°

SCO87（Fig．17）　F11区で検出した。壁溝と主柱穴の一部が遺存するのみである。方形プランで、

遺構の規模は4．1×3．9mを測る。主柱穴は2個検出した。遺物は出土していない。

SCO96（Fig．17、PL28）J16区で検出した。コーナーの一部が削平されている。隅丸方形プランで、

遺構の規模は5．0×4．6mを測る。主柱は四本柱である。遺物は出土していない。

SCO97（Fig．18）Ⅰ15区で検出した。壁溝と主柱穴が遺存する°方形プランで、遺構の規模は3．7

×3．6mを測る。主柱は四本柱である。遺物は須恵器、土師器片が出土した。

SCO98（Fig．18、PL．29）出土遺物（Fig．25－54～60）Ⅰ16区で検出した。方形プランで、遺構の

4．0×3．6mを測る。遺構の北西側の壁際に焼土があり、竃があった可能性がある。主柱は四本柱である。

遺物は壁溝の東側コーナーで須恵器杯が重なった状態で出土した。遺構の時期は6世紀後半代に位置

づけられる。

SC104（Fig．18、PL．32）　Gl区で検出した。東側は削平されており、壁の立ち上がりが若干遺存

する。方形プランで、残存する遺構の規模は4．0×3．0mを測る。遺物は須恵器、土師器片が出土した°

SC105（Fig．19、PL．33）　G2区で検出した。東側は削平されているが、竜、主柱穴が遺存する。

方形プランで、残存する遺構の規模は5．0×4．0mを測る。遺構の西側に竜が造られる。主柱穴は3個検

出した。遺物は土師器杯、嚢等が出土した。

SClO8（Fig．19、PL．38）　G5区で検出した。遺構の東側は削平されるが、竃、主柱穴は遺存する。

残存する遺構の規模は5．8×3．8mを測る。遺構の西側に竃の基部が遺存する。主柱穴は3個検出
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した。遺物は須恵器、土師器片が出土した。

SCllO（Fig．20）　G4区で検出した。SClllに切られる。隅丸方形プランで、残存する遺構の規模

は3．6×2．5mを測る。主柱穴は不明。遺物は須恵器、土師器片が出土した。

SC111（Fig．20、PL．34）　G4区で検出した。SC110を切る。隅丸方形プランで、遺構の規模は4．3

×3．3mを測る。遺構の西側に竜の基部が残る。主柱穴は不明である。遺物は須恵器杯等が出土した。

遺構の時期は7世紀代に位置づけられる。

SC114（Fig．20、PL．35）K8区で検出した。方形プランで、遺構の規模は4．2×4．0mを測る。遺構の

西側に黄色粘土があり、竃の痕跡と考えられる。遺物は土師器杯等が出土した。遺構の時期は6世紀

代に位置づけられる。

SC115（Fig．20）　K9区で検出した。隅丸長方形プランで、遺構の規模は4．2×3．3mを測る。遺構

の北側に竃の基部が遺存する。焚言には支脚の石が残る。遺物は須恵器、土師器片が出土した。

SC129（Fig．21、PL．37）G2区で検出した。壁溝の一部が残るのみである。

SC135（Fig．21、PL．37）　G5区で検出した。遺構の東側が削平されている。残存する遺構の規模は

4．2×2．0mを測る。遺構の西側で竜の黄色粘土を検出した。遺物は須恵器、土師器片が出土した。

SC142（Fig．21、PL．38）出土遺物（Fig．25－84）　F4区で検出した。遺構の北側が削平されている。

残存する遺構の規模は4．1×3．9mを測る。遺構の東側で竃の黄色粘土を検出した。主柱穴は3個検出した。

遺物は須恵器杯等が出土した。遺構の時期は6世紀代に位置づけられる。

SC164（Fig．21、PL．39、40）　F12区で検出した。壁溝と竜が遺存する。隅丸方形プランで、遺構

の規模は4．1×3．7mを測る。遺構の北側に竜の裾部が残り、焚言に焼土が見られる。主柱は不明である。

遺物は須恵器、土師器片が出土した。

SC205（Fig．22、PL．41）K8区で検出した。長方形プランで、遺構の規模は4．8×3．8mを測る。遺構

の北側に竃の焚口の焼土を検出した。主柱穴は不明。遺物は須恵器、土師器片が出土した。

SC206（Fig．22、PL．）LlO区で検出した。遺構の北側は削平されており、残存する遺構の規模は

4・0×2．0mを測る。主柱穴は不明。遺物は須恵器、土師器片が出土した。

SC216（Fig．22、PL．42）J9区で検出した。遺構の東側が大きく削平されている。遺構の西側に

は竃の基部が遺存する。主柱穴は不明。遺物は須恵器、土師器片が出土した。

SC217（Fig．22、PL．43）JlO区で検出した。遺構は大きく削平され、コーナーの一部が遺存するの

みである。主柱穴は不明。遺物は須恵器、土師器片が出土した。

SC218（Fig．22、PL．44）KlO区で検出した。遺構の東側が大きく削平されている。主柱穴は不明。

遺物は須恵器、土師器片が出土した。

SC221（Fig．22）J10区で検出した。遺構の東側が大きく削平されている。主柱穴は不明。遺物

は須恵器、土師器片が出土した。
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元岡．桑原遺跡群第20次調査地点竪穴住居跡一覧

挿 図 （F ig ．） 図 版 （P L ．） 遺 構 番 号 地 区 時 期 法 量 （長 軸 × 短 軸 m ） 出 土 遺 物 備 考

6 9 、1。 04 0 E 8 6 世 紀 代 3 ．9 × 3 ．9 1 ／～5 竃 仲 、四 本 柱

6 9 、10 04 3 E 8 5 ．8 × 3 ．8 ．土α 竃 ？、四 本 柱

7 1 1、12 04 7 l10 6 ～ 7 世 紀 代 3 ．7 × 3 ．7 6 、7 寵 仲 、四 本 柱

7 1 1／〉13 04 8 ll。 6 ～ 7 世 紀 代 4 ．8 × 4 ．6 8 、9 竃 仲 、四 本 柱

8 13 、14 04 9 －10 4 ．6 × 3 ．6 竃 仲 、四 本 柱

8 14 ／－17 05 0 H 1 0 5 世 紀 後 半 4 ．9 × 4 ．3 10 ／－ 14 寵 仲 、四 本 柱

1 1 05 1 J 12 6 世 紀 代 15 ・〉18

8 14 、17 、18 05 2 H 1 0 3 ．9 × 3 ．7 ．土α 四 本 柱

8 14 、18 05 3 H 1 0 4 ．3 × 4 ．3 19

9 19 、2 0 05 4 J 14 6 ～ 7 世 紀 代 5 ．2 × 5 ．2 20 竃 仲 、四 本 柱

9 05 5 J 10 3 ．2 ．土α×3 ．2 ．土α 竃 仲 、四 本 柱

1。 05 6 J 10 四 本 柱

1。 20 05 7 J 13 4 ．7 × 4 ．5 四 本 柱

1 1 2 1 05 8 J 13 6 世 紀 代 5 ．1× 4 ．9 2 1～ 2 3 竃 ？、四 本 柱

1 1 05 9 」12 4 ．9 × 4 ＋ α 寵 仲 、四 本 柱

12 2 1 06 0 l14 7 世 紀 代 4 ．5 × 4 ．0 24 四 本 柱

12 22 06 2 G 13 6 世 紀 代 4 ．3 × 3 ．3 ．土α 25 ～ 2 9 竃 仲 、四 本 柱

06 3 J 13 4 ．9 × 3 ．3

13 23 06 4 H 14 6 世 紀 代 4 ．9 × 3 ．3 30 ・〉3 2 四 本 柱

13 06 5 －14 四 本 柱 ？

14 06 6 l14 7 世 紀 代 5 ．3 × 4 ．2 33 、3 4

14 23 06 7 l13 6 世 紀 代 3 ．9 × 3 ．8 35 ・〉4 0 竃 ？、四 本 柱

23 06 8 －13 4 1

15 24 、2 5 06 9 K 12 6 世 紀 前 半 4 ．0 × 4 ．0 42 ／－5 0 寵 仲 、四 本 柱

07 0 l13

15 26 07 4 G 11 2 ．9 ．土α×3 ．0 ．土α

15 26 07 5 G 11 4 ．0 ＋ α×3 ．0 ．土α 四 本 柱

16 2 7 07 8 l14 6 世 紀 代 4 ．2 × 4 ．1 5 1 四 本 柱

07 9 G 13 4 ．2 × 4 ．0

08 1 F 11

13 08 2 l14 52

16 28 08 3 －14 7 世 紀 代 4 ．2 × 4 ．0 53 四 本 柱

28 08 4 l14

1 7 08 7 F 11 4 ．1× 3 ．9

13 08 9 －14

1 7 28 09 6 J 16 5 ．0 × 4 ．6 四 本 柱

18 09 7 l15 3 ．7 × 3 ．6 四 本 柱

18 29 09 8 －16 6 世 紀 後 半 4 ．0 × 3 ．6 54 ～ 6 0 竃 ？、四 本 柱

30 、3 1 10 2 F0 6 1

10 3 F l

18 32 10 4 G l 4 ．0 × 3 ．0 ．土α

19 33 10 5 G 2 5 ．0 × 4 ．0 ．土α 62 、6 3 寵 仲 、四 本 柱 ？

34 10 6 G 3 64

19 38 10 8 G 5 5 ．8 × 3 ．8 ．土α 竃 仲 、四 本 柱 ？

10 9 H 5

2。 1 10 G 4 3 ．6 × 2 ．5 ．土α 65 、6 6

20 34 1 11 G 4 7 世 紀 代 4 ．3 × 3 ．3 竃 仲

2。 35 1 14 K 8 6 世 紀 代 4 ．2 × 4 ．0 67 、6 8 寵 仲

2。 1 15 K 9 4 ．2 × 3 ．3 竃 仲

1 17 l8 67 ．6 8

1 19 G 2

12 0 Fl

12 1 G 2 69 ～ 7 3

12 2 L lO 74 ／－7 8

12 4 G 2

36 12 6 l8 79 ～ 8 3

12 7 Fl

12 8 L l。

2 1 3 7 12 9 G 2

13 0 G 3

13 1 G 3

3 7 13 2 G 4

13 3 G 3

13 4 G 4

2 1 3 7 13 5 G 5 4 ．2 × 2 ．0 ．土α 竃 仲

13 6 H 8

13 7 H 8

2 1 38 14 2 F4 6 世 紀 代 4 ．1× 3 ．9 ．土α 84 竃 仲 、四 本 柱 ？

14 3 F4

14 4 F4

15 7 G 6

2 1 39 、4 0 16 4 F 12 4 ．1× 3 ．7 寵 仲 、四 本 柱

22 4 1 20 5 K 8 4 ．8 × 3 ．8 竃 仲

22 20 6 Ll O 4 ．0 × 2 ．0 ．土α

2 11

22 42 2 16 J 9 竃 仲

22 43 2 17 J 10

22 44 2 18 K 10

22 22 1 J 10
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Fig．5　竪穴住居跡遺構配置図（1／1，000）
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Fig．6　竪穴住居跡遺構実測図1（1／60）
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Fig．7　竪穴住居跡遺構実測図2（1／60）
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Fig．8　竪穴住居跡遺構実測図3（1／60）
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Fig．9竪穴住居跡遺構実測図4（1／60）

－20－

0

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m



056

A　◎ ◎旦

一◎　B．

9．5m
－

‾

B＼l一一ノ／一一一一一一ll－／一一し」「B．

Fig．10　竪穴住居跡遺構実測図5（1／60）
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Fig．11竪穴住居跡遺構実測図6（1／60）
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Fig．12　竪穴住居跡遺構実測図7（1／60）
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Fig．13　竪穴住居跡遺構実測図8（1／60）
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Fig114　竪穴住居跡遺構実測図9（1／60）
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Fig．15　竪穴住居跡遺構実測図10（1／60）
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Fig．16　竪穴住居跡遺構実測図11（1／60）

－27－



／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

l

1

l

1

1

／

／

／

／

／

／

／

1

◎
1

1

1

／

／
≡

‡三

Aヽノー‾一一「」一一一一一一一

Fig．17　竪穴住居跡遺構実測図12（1／60）
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Fig．18　竪穴住居跡遺構実測図13（1／60）
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Fig．19　竪穴住居跡遺構実測図14（1／60）
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Fig．20　竪穴住居跡遺構実測図15（1／60）
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Fig．21竪穴住居跡遺構実測図16（1／60）
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Fig．22　竪穴住居跡遺構実測図17（1／60）
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Fig．23　竪穴住居跡遺構実測図18（1／60）

－34－



一一l≡≡箋

－
－

2－

＝ll云「l
二二l二／二，

ll－．千l＋l
∈千一二糞。

15冒7
：一一一千　／≫

′

七三…≡」遺ヨゴ′25

＼5壷′
26

＼竜≡±≡♂
27

∈車

．ごl．三．

誓÷・・

蚕「等
Fig．24　竪穴住居跡出土土器実測図1（1／4）
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Fig．25　竪穴住居跡出土土器実測図2（1／4）
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Fig．26　竪穴住居跡出土土器実測図3（1／4）
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3．池状遺構（SX044）（Fig．27、28、出土遺物Fig．29～77、84、85）

池状遺構SXO44は調査区北西のG～H－11～18区で検出した。本調査地点では調査区東側に南から

続く谷部SDO02があり、これはSXO44の東側で西側に折れる。SXO44はこの谷部に合流する狭長な谷で、

G～H－11区で谷頭となり、長さ約65m、幅約10～15mを測る。SD002との合流部のH－18区で、東

西方向の杭列としがらみを検出した。このことからSX044はSD002との合流部を堰き止めた溜め池状

の遺構であることが分かった。遺構の深さは100～120cmで、底面のレベルは谷頭の12区で約6．6m、

中央の15区で約5．2m、堰の手前の17区で約4．9mを測る。

遺構の掘り下げは20mごとに土層観察用のベルト（セクション1～3）を残し、10m四方で設定し

た調査区グリッドごとで、土層の堆積状態を観察ながら、検出面から任意の深さで掘り下げを行った。

したがって、取り上げた遺物は堆積層ごとではなく、前後の時期の遺物が含まれている。また、遺構

の検出面は南北で約1mの比高差があることから、検出面からの深さが必ずしも同一の堆積層を示す

ものではない。土層の堆積状態は流水があったような状況ではない。出土遺物をみると、弥生時代終

末～8世紀代の幅広い時期の遺物が出土しているが、主体は4世紀～6世紀代のもので、池として機

能していた時期は概ねこの時期と考えられる。池の埋没後は8世紀には整地されたと考えられる。層

ごとに取り上げた遺物を時期ごとに整理すると、以下の①～（⑥層に分けられる。

①層　池埋没後の整地層、7～8世紀代の遺物を含む。

（多層　池がかなり埋没した後の堆積層、7世紀代の遺物を含む。

（彰層　池の堆積層、6世紀代の遺物、木製品なども含む。

④層　池の堆積層、5世紀代の遺物、木製品等を含む。

⑤層　池の堆積層、4～5世紀代の遺物、木製品等を含む。

⑥層　池が造られる前の堆積、弥生終末～古墳初頭の遺物を含む。

また、各グリッドの層の対応関係を整理すると以下のようになる。

11、12区（①GL－20C皿まで

（⑨GL－60cmまで

（彰GL－80cmまで

⑤GL－100cmまで

⑥GL－120cmまで

13、14区　①GL－20c皿まで

（塾GL－60C皿まで

（①GL－80cmまで

（池埋没後の整地層、7～8世紀の遺物を含む）

（池がかなり埋没した後の堆積層、7世紀代の遺物を含む）

（池の堆積層、6世紀代の遺物、木製品なども含む）

（池の堆積層、4～5世紀代の遺物、木製品を含む）

（池が造られる前の堆積、弥生終末～古墳初頭の遺物を含む）

（池埋没後の整地層、7～8世紀代の遺物を含む）

（池がかなり埋没した後の堆積層、7世紀代の遺物を含む）

（東岸土器だまり、西岸土器だまりを含む層、池の堆積層、6世紀代

の遺物、木製品なども含む）

④GL－100cmまで（建築部材を含む層、池の堆積層、5世紀代の遺物、木製品等を含む）

⑤GL－120cmまで（池の堆積層、4～5世紀代の遺物、木製品等を含む）

⑥床面（池が造られる前の堆積、弥生終末～古墳初頭の遺物を含む）

15、16区（彰GL－40C皿まで（池の堆積層、6～7世紀代の遺物を含む）

（彰～⑤GL－70cmまで（池の堆積層、4～5世紀代の遺物、木製品等も含む）

④～⑤GL－80cmまで（池の堆積層、4～5世紀代の遺物、木製品等を含む）

17、18区　③GL－60cmまで（池の堆積層、6世紀代の遺物を含む）

⑤GL－80cmまで（池の堆積層、4～5世紀代の遺物、木製品等を含む）
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Fig．27　SX044遺構実測図（1／400）
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セクション1
束

セクション2

束　セクション3

2m

セクション1土居注記（12区）

1淡赤褐色粘質土（粗砂を多く含む）

2　灰白色粗砂

3　赤褐色粘質土（鉄分沈着）

4　灰白色粗砂

5　赤褐色粘質土（租砂を含まない）

6　赤褐色粘質土（粗砂を含む、鉄分沈着）

7　青灰色粘質土（鉄分沈着）

8　青灰色粗砂

9　青灰色粘質土

10青灰色租砂

11暗青灰色粘質土（土器を多く含む）

12暗灰色租砂

13暗褐色粘黄土

（炭、粗砂を少し含む、土器を多く含む）

14時灰褐色粘質土（土器を多く含む）

15青灰色粘質土まじりの暗灰色粘質土

16暗灰色粘質土

17暗灰色粗砂

18暗灰色粘黄土（租砂を多く含む）

19暗褐色粘質土

20時灰色粘質土

21黒色粘質土

22灰白色租砂

23青灰色粘質土

24黄灰色粘黄土（地山）

25線灰色粘質土（地山）

セクション2土層注記（15区）

1灰褐色粘質土

2　時灰褐色粘質土

3　暗灰白色粘質土

（1cm程の炭粒子を多量に含む、粗砂まじり）

4　暗灰白色粘質土

（炭粒子を少量に含む、整地層）

5　暗灰白色粘質土（炭粒子を少量に含む）

6　時灰白色粘質土（炭粒子を少量に含む）

7　やや暗い灰白色粘質土（炭粒子は含まない）

8　黒色粘質土（木製品を含む）

9　灰褐色粘質土（鉄分沈着）

10時灰白色粘質土

11暗灰白色粘質土

12責灰色粘質土

13黒色粘質土

14黒色粘質土

15暗茶褐色粘質土

16時灰白色粘質土

17黄灰色粘黄土＋灰褐色粘質土

18暗灰褐色粘質土（炭を少し含む）

19時黄灰色粘質土

2。暗青灰色粘質土

21暗茶褐色砂質土

22灰白色粗砂

23青灰色粘黄土（地山）

Fig．28　SX044土層実測図（1／80）
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セクション3土層注記（17区）

11日耕作土

2　暗渠（竹が入る）

3　暗灰色粘質土（水田土壌か）

4　褐灰色粘黄土

（粗砂を多く含む、水田土壌か）

5　時灰褐色粘質土（租砂を多く含む）

6　暗灰色粘質土

（炭を多く含む、粗砂も多く含む）

7　暗褐色粘質土（土器を多く含む）

8　黒色粘質土

9　暗茶褐色粘質土

10時灰色粗砂（木を多く含む）
11灰白色粗砂（木を多く含む）

12暗青灰色粘質土

13時青灰色粘質土

14灰白色粗砂＋砂礫



各区の遺物の出土状況を見ていくと、11区では②層から子持ち勾玉が1点出土した。12区では④層

で線刻のある土師器壷が出土した。13、14区では遺構の東岸の（彰、（彰層で、完形の須恵器杯がのまと

まって出土した。また、この層の西岸では、数個体の破砕された須恵器大喪を含む土器溜まりを検出

した。この土器溜まりの周辺では、鉄刀、馬の歯、滑石製有孔円盤、白玉等も検出した。これらは一

連の祭祀行為に伴う遺物の可能性が考えられる。④層では柱材等の建築部材が出土した。（9層では土

師器嚢、小型丸底壷、手づくね土器等が多数出土した。⑥層では弥生終末期～古墳初頭の嚢、壷等が

出土した。15～17区では西岸の（診層で長さ約12mの大木を検出した。樹種は不明であるが、直径1m

を超えるものである。この大木は他の場所から持ち込まれたものなのか、この場所にあったものが倒

れたものなのかは特定できないが、後者の可能性が高い。周辺では土師器嚢、高杯、小型丸底壷、手

づくね土器が多数出土しており、この場所で祭祀が行われたと考えられる。また、梯子等の建築部材

や三叉鍬等の農具が出土した。

以上を整理すると、SX044は4世紀後半から5世紀の時期に下流を堰き止め、池として利用された

と考えられる。土層の堆積状況から湧き水や天水を溜めた池と考えられる。池からは最下層で弥生終

末～古墳初頭の土器が出土していることからも、池以前には浅い谷であったと考えられる。池は6～

7世紀頃までは利用され、8世紀には整地されたと考えられる。池が存続した4世紀後半から7世紀

にかけては、周囲に竪穴住居が造られており、この他を囲むように集落が営まれていたと考えられる。

池からは高杯や小型丸底壷、手づくね土器、須恵器杯、嚢類が多量に出土し、子持ち勾玉や滑石製有

孔円盤、臼玉等の祭祀遺物も出土していることからも池の周囲で祭祀が行われていたと考えられる。

また、池からは建築部材などが多数出土しており、貯木場としても利用されていたと考えられる。

出土遺物（Fig．29～77－1～792）

遺物は須恵器、土師器、弥生土器等の土器類の他、陶質土器、滑石製の玉類、建築部材や農具等の

木製品、鉄刀等が出土した。特にH－13～16区の⑤層からは土師器の小型丸底壷、手づくね土器が多

く出土した。

1～23はG．H－11区で出土したもので、1～8は（①層、9～13は（塾層、14～23は（①層に含まれる。

1は擬格子叩きを施した須恵器模倣の土師器嚢である。言縁は玉縁状を呈する。22は嚢で、胴部上位

に焼成後の穿孔がある。

24～160はG～H－12区で出土したもので、24～45は試掘トレンチを拡張して掘り下げた遺物である。

46～50は（①層、51～74は（多層、75～93は③層、94～136は④層、137～160は⑤層に含まれる。39は胴

部下半が剥離している。68、69は同一個体と考えられる須恵器嚢である。外面は格子叩き、内面はナ

デある。言縁外面には断面三角形の突帯が付く。鹿部は平底を呈する。あ。74は擬格子叩きで、内面

は細かい当て具痕跡がある。75はハソウで、胴部の穿孔部分は欠損している。102は土師器壷で、体

部外面の上位に腺刻が見られる。腺．亥＝ま弧線を組み合わせたものであるが、何を表現したものかは判

断できない。143～145は二重口縁壷である。鹿部は丸みを帯びた平底で、頚部の付け根には突帯が巡る。

143は口縁の屈曲部に刻目を、144は二重口縁の外側に櫛描き波状文が施される°

161～369はG～H－13区で出土したもので、161～172は①層、173～184は（多層、185～232は（彰層、

233～267は④層、268～362は⑤層、362～369は（む層に含まれる。184は外面に赤色顔料が塗布されて

いる。192～195は（①層の東岸でまとまって出土した須恵器であるが、この層の他の遺物と比べ、時期

の下るものである。195は焼成がやや軟質で、色調は黄褐色を呈する。口縁外面にはヘラ記号がある。

239は須恵器高杯で、口縁と脚部の一部を欠いている。杯部の下半に櫛描き波状文が施される。また、

その位置に2つの小さな取手が付く。脚部の透かしは台形に三方開けられる。杯部の内面に自然粕が
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かかる。271～291、318～328は（9層で出土した土師器嚢である。時期の下るもの、遡るものが若干含

まれるが、体部は球形を呈し、言縁は直線的もしくはやや内湾気味に立ち上がりるものが主体である。

328は口縁はくの字形に折れ、体部は横方向の叩き後、縦方向のパケ目、内面はヘラ削りを施す。鹿

部は小さな平底となる。339～348は⑤層で出土した小型丸底壷で、いずれも頚部の立ち上がりは器高

の1／2以下である。365は⑥層で出土した二重言縁壷で、二重言縁はやや内湾気味に立ち上がる。頚

部の付け根には断面三角形の突帯が、胴部の下半には二条の三角突帯が付く。366は大型の壷で、言

縁端部にハケ目原体による斜線文が施される。頸部の頚部の付け根には三角突帯が付く。

370～507はG～H－14区で出土したもので、370～392は（彰層の東岸、393～405は（彰層の西側、406

～444は④層、445～496は⑤層、497～507は⑥層に含まれる。370～372、375～382は（釘層の東岸でま

とまって出土した須恵器杯蓋、杯身である。蓋は口径11．6～14．0cmを測る。身は口径11．6～13．6cmを測る。

376は見込みに同心円文の当て具痕が見られる。393～410は③層の西岸で出土した、須恵器である。

いずれも破砕された状態で出土した。これらの土器群には杯身、短頸壷、掟瓶、横瓶、嚢等がある。

401はこの土器群の中でもっとも大きい嚢で、現存高は70cmを超える。頚部には有軸羽状文が施される。

体部は平行叩きを施す。416は（り層で出土した甑で、鹿部は欠損しているが、五つの孔であったと考

えられる。434～444は④層出土の建築部材の下部で出土したものである。444は土師器高杯の脚部で、

外面にヘラ描きの弧線と直線の組み合わせ文様が見られる。文様の線は非常に細いものである。透か

しは三孔施される。

508～590はG～H－15区で出土したもので、508～513は（多層、514～552は（彰層、553～590は⑤層に

含まれる。514～523、525～533、535～539は④層の東岸で出土した。535、536は内面黒色の土師器杯

である。内外面とも横方向のヘラミガキが施される。541～552は④層の西岸で出土した。550は甑で、

鹿部に六つの孔がある。564～575は（9層で出土した小型丸底壷で、頸部の立ち上がりは器高の1／2

以下である。577は鹿部に焼成前の小孔が開けられる。

591～757はG～H－16区で出土したもので、591～605は（多層、606～722は（む～（9層、723～757は④

～（診層に含まれる。594は陶質土器嚢で、外面には縦方向の平行叩き後、沈線が施される。内面は無

文の当て具の痕跡がある。606～629は④層の西岸の大木周辺で出土した土器である。大木周辺の土器

はこの層の他の土器と比べると、古い様相をもつものが多い。嚢、高杯、小型丸底壷等が出土している。

608、609は外面に荒い平行叩きが施される。616～619は鉢で、外面に荒い平行叩きが施される。616

は鹿部に焼成前の円形の孔が開けられる。649～652も同様に外面に荒い平行叩きが施される。鹿部は

小さな平底となる。658～661は甑の鹿部で、五孔もしくは六孔と考えられる。688は二重言縁壷で、

言縁は直立し、屈曲部には刻目が施される。頚部の付け根と体部下位に三角突帯が付く。鹿部は丸底

である。

758～792はG～H－17区で出土したもので、758～779は（彰層、780～792は（9層に含まれる。758、

759は陶質土器の嚢である。758の言縁は緩やかに外反し、体部はなで肩である。外面はナデ、内面は

無文の当て具痕が見られる。色調は赤灰色を呈し、表面は若干、銀化している。759の口縁は緩やか

に外反し、肩の張った器形である。外面は縦方向の平行叩き、内面は無文の当て具痕が見られる。色

調は灰白色を呈する。760は須恵器高杯で、杯の取手部分が残る。外面には櫛描きの波状文が施される。

767は大型の壷の鹿部付近で、外面には荒い平行叩きが施される。鹿部は小さな平底である。
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Fig．29　SXO44出土土器実測図1（1／4）
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Fig．30　SXO44出土土器実測図2（1／4）
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Fig．31SXO44出土土器実測図3（1／4）
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Fig．32　SXO44出土土器実測図4（1／4）

－46－



Fig．33　SXO44出土土器実測図5（1／4）
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Fig．34　SXO44出土土器実測図6（1／4）
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Fig．35　SXO44出土土器実測図7（1／4）
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Fig．36　SXO44出土土器実測図8（1／4）
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Fig．38　SX044出土土器実測図10（1／4）
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Fig．39　SX044出土土器実測図11（1／4）
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Fig．40　SXO44出土土器実測図12（1／4）
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Fig．41SXO44出土土器実測図13（1／4）
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Fig．42　SXO44出土土器実測図14＼（1／4）
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Fig．43　SXO44出土土器実測図15（1／4）
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Fig．44　SXO44出土土器実測図16（1／4）
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Fig．45　SXO44出土土器実測図17（1／4）
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Fig．46　SXO44出土土器実測図18（1／4）
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Fig．47　SX044出土土器実測図19（1／4）
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Fig．48　SXO44出土土器実測図20（1／4）
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Fig．49　SXO44出土土器実測図21（1／4）
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Fig．51SXO44出土土器実測図23（1／4）
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Fig．52　SXO44出土土器実測図24（1／4）
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Fig．53　SXO44出土土器実測図25（1／4）
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Fig．54　SXO44出土土器実測図26（1／4）
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Fig．55　SXO44出土土器実測図27（1／6）
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Fig．56　SXO44出土土器実測図28（1／4・1／6）
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Fig．57　SXO44出土土器実測図29（1／4）
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Fig．58　SXO44出土土器実測図30（1／4）
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Fig．59　SX044出土土器実測図31（1／4）
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Fig．60　SXO44出土土器実測図32（1／4）

－74－



∴＿‾「llll「

Fig．61SXO44出土土器実測図33（1／4）

－75－



G～H－15区

Fig．62　SXO44出土土器実測図34（1／4）
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Fig．63　SXO44出土土器実測図35（1／4・1／6）
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Fig．64　SXO44出土土器実測図36（1／4）
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Fig．65　SX044出土土器実測図37（1／4）
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Fig．66　SXO44出土土器実測図38（1／4）
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Fig．67　SXO44出土土器実測図39（1／4）
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Fig．68　SXO44出土土器実測図40（1／4）
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Fig．70　SXO44出土土器実測図42（1／4）
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Fig．71SXO44出土土器実測図43（1／4）
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Fig．72　SXO44出土土器実測図44（1／4）
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Fig．73　SXO44出土土器実測図45（1／4）
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Fig．74　SXO44出土土器実測図46（1／4）
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Fig．75　SX044出土土器実測図47（1／4）
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Fig．76　SXO44出土土器実測図48（1／4）
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Fig．77　SXO44出土土器実測図49（1／4）
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4．貯木遺構（SX162）（Fig．79、80、出土遺物Fig．81、82）

貯木遺構SX162は調査区北端のD－23区で検出した。この場所は調査区南端から続く谷部SDO02の

延長部にあたり、SX162はそれに合流する狭長な窪みである。長さ約18m、幅約9mを測る。谷頭部

分には杭列があるが、合流部分には杭列は見られない。深さ約50cmを測り、床面は平坦である。こ

こからは？や？穴が造られた柱材やネズミ返し等の建築部材が多数出土した。埋土の状態からこれらは

水につかっていたと考えられる。この他、遺物は須恵器、土師器等の土器類も出土した。遺構の時期

は6世紀後半代に位置づけられる。

出土遺物（Fig・81、82－1～55）

1～37は建築部材周辺で、1～12は中央の土層ベルトより南側で、13～37は北側で出土した。38～

55は谷との合流部付近で出土したものである。1～3は須恵器杯蓋で、口径12．8～13．6cmを測る。4

～8は須恵器杯身で、口径10・6～13．0cmを測る。8は赤焼土器である。9は土師器賓で、外面は擬格

子目文叩きが施される。12は甑で、鹿部に長方形の孔が2個開けられる。13～17は須恵器杯蓋で、口

径13．0～14．8cmを測る。17は内面に同心円文の当て具痕が残る。18～20は杯身で、口径11．2～12．2cm

を測る。24～27は土師器嚢で、やや長胴気味である。31は長頸壷で、口縁と鹿部を欠いている。器面

は外面と口頚部の内側に磨きが施される。体部の上面には粘土の積み上げの痕跡がある。内外面とも

黒色を呈する。特に、外面と言頚部は光沢をもっている。胎土は精緻で、砂粒はほとんど含まれない。

38～42は須恵器杯蓋で、口径13・2～14．6cmを測る。43～48は須恵器杯身で、口径11．4～12．4cⅢを測る。

55は取手付きの鉢で、言縁は緩やかに外反し、体部はナデ肩である。外面は横方向のヘラミガキ、内

面はヘラケズリが施される。

5．その他の遺物（Fig．83～86）

ここでは前項で触れなかった遺構、包含層の遺物について述べていく。

Fig．83－1～7はD－7区の谷部SDO02で検出した土器だまりの遺物である。須恵器杯蓋、杯身が

重なった状態で出土した。1～3は杯蓋で、口径15．8～16．0cmを測る。3は天井部にヘラ記号がある。

4～7は杯身で、口径13．6～14．2cmを測る。8はD－2区SX001で出土した土師器嚢である。言縁は

くの字形に折れ、端部は上端が平坦になる。9は須恵器模倣の土師器高杯である。杯の口縁部分は欠

損している。杯部と脚部の外面にカキ目が施される。脚部には円形の透かし孔がある。10はD－3区

SX001で出土した須恵器壷の肩部である。頚部の付け根に二列の列点文が施される。11はE－4区

SX001の西側整地層で出土した土師器の取手付きの手づくね土器である。12～21はE－4区の遺構面

で検出した遺物である。この部分は古代の整地層がある部分であるが、これらの遺物は整地層の下層

にある、竪穴住居等の遺構に伴うものと考えられる。15は土師器蛸壷である。口縁はやや窄まり、上

位に円形の孔がある。19は須恵器模倣の土師器で、外面は擬格子目文を施す。20は甑である。取手部

分は欠損している。

Fig．84－1～8は鉄製品である。1はH－14区SXO44の西岸の土器だまりの周辺で出土した鉄刀で

ある。欠損しているが、現存長約62cm、幅2．7cm、身の厚さ0．8cmを測る。2、3はG－16区SXO44で

出土した鞘入りの鉄剣である。鞘尻金具は残っていないが、金具をはめ込むように段がつけられている。

現存長20．1cm、幅3．5cm、厚さ1．2cmを測る。3は断面形から剣と判断したが、遺存状況が悪く、形

状は不明である。現存長22．6cm、幅3．0cm、厚さ0．4cmを測る。4はSXOOlで出土した鋳造鉄斧である。
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Fig．78　SX162遺構配置実測図（1／400）
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Fig．79　SX162遺構実測図（1／60）
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Fig．80　SX162出土土器実測図1（1／4）
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Fig．81SX162出土土器実測図2（1／4）
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時期は特定できないが、出土層位から6世紀以前に位置づけられる。袋部が欠損しているが、道春状

態は非常に良好である。平面形は長方形を呈し、断面は五角形を呈する。刃部は使用により、丸みを

帯びている。先端には使用による刃こぼれや条腺も見られる。側面には孔が見られる。現存長14．0cm、

幅4．9cm、厚さ2．2cmを測る。5はE－7区遺構面で出土した輩である。時期は特定できないが、古代

の整地層以前に位置づけられる。基部は片側につぶれている。断面は長方形を呈する。長さ10．7c皿、

基部幅3．8cⅢ、基部の厚さ2．8cmを測る。6はD－7区遺構面で出土した金槌である。時期は特定でき

ないが、6世紀代のものと考えられる。頭部はつぶれ、片側はくさび状を呈する。柄を入れる穴には

くさびが残る。長さ10．7cm、幅3．4cm、厚さ3．7cmを測る。7はH－15区遺構面で出土した豊である。時

期は特定できないが、古墳時代のものと考えられる。片刃で、長さ15．8cm、幅1．9cm、厚さ1．2cmを測る。

8はD－7区SDO02で出土した鉄刀である。時期は特定できないが、古代のものと考えられる。現存

長27．8cm、刃の長さ21．0cm、幅2．5cmを測る。目釘孔が見られる。

9はE－4区SX001で出土した布巻き具と考えられる。時期は出土層位から古墳時代に位置づけら

れる。両端が突起状を呈し、下側縁は尖り、上側縁はわずかに段を持つ。現存長67．4cm、幅4．7cm、厚

さ1．3cmを測る。9に関しては東村純子氏の御教示による。

Fig．85－1～13はSXO44から出土した土製品、石製晶である。1はH－13区で出土したもので、鏡

の土製模造品と考えられる。時期は6－世紀代に位置づけられる。平面形は楕円形を呈し、背面をつま

みだして、紐を形成する。紐には円形の孔をあける。長さ3．8cm、幅3．0cm、高さ2．2cmを測る。2～5

はH－14区で出土した滑石製勾玉である。この場所からは白玉も500個以上が出土している。勾玉は

非常に小さく、長さ0．7cm、幅0．3cm、厚さ0．2cmを測る。6、7はH－14区で出土した滑石製の有孔円

盤である。径約2．1、2．6cm、幅0．3cmを測る。8～10は石製の勾玉である。8はH－16区で出土し、現

存長3．0cm、幅1．0cm、厚さ0・9cmを測る。9はH－15区で出土し、滑石製勾玉の未製品と考えられる。

孔は開けられていない。現存長2．6cm、幅0．7cm、厚さ0．3cmを測る。10はH－15区で出土した蛇紋岩製

の勾玉で、現存長0．9cm、幅0．6cm、厚さ0．4cmを測る。11はG－15区で出土した滑石製品で、子持ち勾

玉と考えられる。一端が欠損しているが、もう片側には円形の小孔が開けられる。両側面には溝状の

切り込みがある。現存長6．8cm、幅5．4cm、厚さ1．2cmを測る。12はH－12区で出土した滑石製の子持ち

勾玉である。発掘時の傷が片面に付くが、完形晶である。鹿部に1、背部に4、右側面に3、左側面

に4個の小型の勾玉が付く。断面形は丸みを帯びている。現存長10．4cm、幅6．2cm、厚さ2．6cmを測る。

13はH－18区で出土した水晶製の玉である。穿孔は片側から行われている。長さ2．0cm、幅1．0cmを測る。

14はC－3区SX001で出土したメノウ製の玉である。径約1．4cm、厚さ1．1cmを測る。

Fig．86－1はE－3～7区で出土した平瓦で、8世紀に位置づけられるものであるが、前回報告で

きなかったので、ここに掲載する。凸面には縦方向の縄目叩きが施される。凹面は布目を擦り消す。

端面はナデ、側面はナデと凹面側に面取りがなされている。厚さは3．5～6cmを測り、色調は暗灰色

を呈する。胎土には長石、石英、雲母を含む。砂粒は2～5mm程の大きさのものを含む。形態的な

特徴から前原市胎土城出土の瓦に類似する。

古墳時代の遺物はこれら以外に多量の木製品があり、木製品には建築部材、農具、工具、容器等が、

SX044、162を中心に出土している。また、石錘や土錘等も多数出土しているが、これらの遺物は次

刊で報告する予定である。
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遺物観察表

挿図
（FlG ．）

図版
（PL．）

番号 地区 ．層位 ．遺構 遺物の
種猥

器形 法量
（器討口勧直径（cm））

特徴 備考

24 78 1 E 8区　　 04 0　 壁溝 須恵器 杯蓋 3．8／12．6／． 3／4残存、色調灰色

24 2 E 8区　　 。40　 壁溝 須恵器 杯身 ．／11．5／． 色調灰褐色

24 3 E 8区　　 04 0　 壁溝 須恵器 杯身 ．／13．。／． 色調灰色

24 4 E 8区　　 。40　 P l 土師器 杯 5．5／15．。／． 色調橙相島

24 5 E 8区　　 04 0　 上面 土師器 竃 ．／．／． 色調橙褐色

24 6 H lO区　　 04 7　 カマド前面粘土 土師器 痩 ．／15．0／． 色調黄褐色

24 7 l10区　　 04 7　 1、2区、理土 土師器 婁 ．／24．8／． 色調橙褐色

24 8 l9区　　　 048　 4区、址土 須恵器 杯蓋 ．／．／． 色調灰色

24 9 l9区　　　 048　 4区、埋土 須恵器 書 ．／22．0／． 色調黄褐色 赤焼土器

24 10 H lO区　　 05 0　 カマド周辺 土師器 杯 4．1／8．1／3．6 2／3残存、色調茶色

24 11 H ll区　 。50　　 Pl 土師器 高杯 ．／．／． 色調褐色

24 12 H ll区　　 05 0　 床面 土師器 高杯 ．／．／12．4 色調赤褐色

24 78 13 H ll区　　 05 0　　 P 2 土師器 小凱 底童 8．4／8．7／． ほぼ完形、色調茶色

24 14 H ll区　　 05 0　 壁際 土師器 壷 13．0／11．5／． 4／5残存、色調橙色

24 15 J 12区　 。51 須恵器 杯蓋 ．／15．。／． 色調灰色

24 16 」12区　　 05 1　 上面 須恵器 杯身 －／12．4／－ 色調灰色

24 17 J 12区　　 05 1 土師器 杯 ．／15．0／． 色調赤褐色

24 18 」12区　　 05 1 土師器 婁 ．／13．2／． 色調黄褐色

24 19 H ll区　　 053　 床面 土師器 鉢 ．／．／． 色調暗褐色

24 2 0 」14区　 。54　 床面直上 須恵器 杯身 ．／12．2／． 色調灰色

24 2 1 J 13区　　 058　 壁溝 須恵器 坪蓋 4．2／14．2／． 3／4残存、色調灰色

24 2 2 J 13区　 。58　 壁溝 須恵器 杯身 ．／12．9／． 色調灰色

24 2 3 J 13区　　 058　 壁溝 土師器 妻 ．／19．8／． 色調黄褐色

24 24 l14区　　 06 0　 壁溝 須恵器 杯蓋 ．／．／． 色調灰色

24 2 5 F 13区　　 062　 床面 須恵器 杯身 ．／．／9．0 色調灰色

24 2 6 F 13区　 。62　 床面 須恵器 杯身 ．／．／1。．4 色調灰色

24 2 7 F 13区　　 062　 床面 須恵器 杯身 －／－／10．2 色調灰色

24 2 8 F 13区　　 062　 壁中 須恵器 杯身 ．／．／6．9 色調灰色

24 2 9 F 13区　　 062　 壁中 須恵器 杯身 ．／12．8／． 色調灰色

24 3 0 H 14区　　 064　 理土 須恵器 杯身 ．／．／10．3 色調灰色

24 3 1 H 14区　 。64　 理土 須恵器 杯蓋 ．／13．9／． 色調灰色

24 3 2 H 14区　　 064　 理土 須恵器 杯身 ．／．／． 色調灰色

24 3 3 l13区　　 。66　 上面 須恵器 杯身 ．／11．1／． 色調灰色

24 78 34 l14区　　 06 6　 上面 土師器 鉢 11．8／12．6／． 3／4残存、色調明茶色

24 3 5 l13区　　 。67　 壁溝 須恵器 杯身 ．／15．9／． 色調灰色

24 3 6 l13区　　 06 7　 壁溝 土師器 鉢 ．／12．8／． 色調明橙色

24 3 7 l13区　　 。67　 壁溝 土師器 鉢 ．／．／． 色調黄褐色

24 3 8 l13区　　 06 7　 壁溝 土師器 鉢 ．／．／． 色調明橙色

24 3 9 l13区　　 06 7　 壁溝 土師器 痩 ．／．／． 色調橙褐色

24 4 0 l13区　　 06 7　 西壁溝 土師器 鉢 ．／．／4．4 色調明茶色

24 4 1 l13区　　 068　 北壁溝 土師器 杯 ．／12．1／． 色調明橙色

25 78 4 2 K 12区　 。69　 上面 陶質土器 奮 ．／．／． 色調灰色

25 4 3 J 12区　　 069　 カマド上面土器　　　　　 NO ．2 4 土師器 妻 ．／16．4／． 色調明橙色

25 44 J 12区　 。69　 カマド上面土器 土師器 ∃亘 ．／．／． 色調橙褐色

25 78 4 5 J 12区　　 069　 カマド上面土器　　　　　 NO ．11～3 1 土師器 甑 25．3／2 6．9／1 1．9 ほぼ完形、色調橙褐色

25 4 6 J 12区　 。69　 カマド上面土器　　　　　 NO ．1 土師器 杯 6．3／12．3／． 5／6残存、色調橙相島
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遺物観察表

挿図
（FlG ．）

図版
（P L．）

番号 地区 ．層位 ．遺構 遺物の
種類

器形 法量
（愚詠口勧哀径（cm））

特徴 備考

25 7 8 47 J 12区　　 069　 カマド．上面土器　　　　　 NO ．03 土師器 坪 5．9／13．7／． ほぼ完形、色調明橙色

25 7 8 48 J 12区　　 069　 カマド．上面土器　　　　　 NO ．04 土師器 杯 6．0／13．1／． 3／4残存、色調明橙色

25 7 8 49 J 12区　　 069　 カマド上面土器　　　　　 NO ．6，N 。．7 土師器 杯 6．2／13．。／． 5／6残存、色調橙色

25 7 8 5。 J 12区　 。69　 カマド．上面土器　　　　　 N0 ．1。 土師器 杯 5．8／12．。／． ほぼ完形、色調橙色

25 5 1 l14区　　 078　 壁溝 須恵器 坪身 4．7／6．3／．
描 禦 濾 畢灰色・

25 52 l14区　　 082　 壁溝 土師器 翌 ．／12．6／． 色調黄褐色

25 7 8 53 l14区　　 083　 壁溝 須恵器 高杯 ．／12．0／． 色調灰色

25 7 8 54 l16区　　 098　 土器集積　　　　　　　　 NO ．1 須恵器 坪蓋 4．3／13．2／． 5／6残存、色調赤橙色

25 7 8 55 l16区　　 098　 土器集積　　　　　　　 NO ．6 須恵器 杯蓋 4．3／13．1／． 3／4残存、色調灰色

25 56 l16区　　 098　　　　　　　　　　　　　　 NO ．8 須恵器 坪蓋 4．5／14．4／． 1／2残存、色調灰色

25 7 8 57 l16区　　 098　 土器集積　　　　　　　　 NO ．7 須恵器 杯身 4．3／10．7／． ほぼ完形、色調橙褐色

25 58 l16区　 。98　 土器集積　　　　　　　 NO ．2 須恵器 杯身 ．／．／． 色調灰色

25 59 l16区　　 098　 土器集積　　　　　　　　 NO ．5 土師器 杯 ．／12．0／． 色調橙褐色

25 60 l16区　　 098 土師器 書 ．／15．8／． 色調灰褐色

25 6 1 F0区　　 1。2　 上層 須恵器 痩 ．／19．5／． 色調灰色

26 62 G 2区　 105　 南遺構面 土師器 寮 －／－／19．5 色調黄褐色

26 7 8 63 G 2区　　 105　 上層 土師器 杯 5．2／13．5／． 3／4残存、色調橙色

26 7 8 64 G 3区　 106　 北、上層 須恵器 杯蓋 1．4／15．1／． ほぼ完形、色調灰色

26 65 G 4区　 11 1　 埋土 須恵器 杯身 ．／11．9／． 色調灰色

26 66 G 4区　　 11 1　 理土 須恵器 杯身 ．／．／． 色調灰色

26 67 l8区　　 117　 下層 須恵器 坪蓋 ．／．／． 色調灰色

26 68 l8区　　 117　 下層 須恵器 杯身 5．6／13．4／． 色調黄褐色

26 7 8 69 G 2区　 12 1　 東側 須恵器 杯蓋 2．2／12．4／． ほぼ完形、色調灰色

26 7。 G 3区　 12 1　 東側 須恵器 杯身 5．0／14．6／． 色調灰色

26 7 1 G 3区　　 12 1　 下層 須恵器 坪身 ．／．／． 色調灰色

26 72 G 3区　　 12 1 須恵器 杯身 3．9／1 1．7／． 色調灰色

26 73 G 3区　　 12 1 土師器 婁 －／27．2／－ 色調橙褐色

26 7 8 74 L1 0区　 122　 埋土中 土師器 杯 5．3／14．7／． ほぼ完形、色調明橙色

26 7 8 75 L1 6区　 122　 理土中 土師器 杯 7．0／13．3／． ほぼ完形、色調橙色

26 7 8 76 L1 0区　 122　 埋土中 土師器 坪 4．7／12．8／． 口縁一部欠損、色調橙褐色

26 7 8 77 L1 0区　 122　 理土中 土師器 高杯 13．3／13．3／10．5 4／5残存、色調明橙色

26 7 8 78 L1 0区　 122　 埋土中 土師器 小軌 底壷 11．3／12．3／． 3／4残存、色調明橙色

26 7 8 79 l8区　　 126　　　　　　　　　　　　　　 1、2 須恵器 杯身 5．1／12．3／． ロ線一部欠損、色調黄褐色

26 7 8 80 l8区　　 126　　　　　　　　　　　　　　 3 土師器 杯 5．7／12．4／． 5／6残存、色調橙色

26 7 8 8 1 l8区　　 126　　　　　　　　　　　　　　 5 土師器 鉢 7．4／13．5／． ほぼ完形、色調橙色

26 82 l8区　　 126　　　　　　　　　　　　　　 NO ．6 土師器 寮 ．／．／． 色調明橙色

26 83 l8区　　 126　 蛙土中 土師器 甑 ．／26．8／． 色調明褐色

26 84 F4区　　 142　 床面 須恵器 杯身 ．／13．2／． 色調灰白色

29 1 G ll区　　 044　 上面 土師器 療 ．／23．0／． 色調明褐色、擁格子叩き

29 2 竺芯 1 。44　 撹乱 土師器 書 ．／9．9／． 色調赤褐色

29 3 盟 追1 0 44　 損はL 土師器 凄 ．／22．6／． 色調明褐色

29 4 G ll区　　 044　 上面 弥生土器 奮 ．／20．2／． 色調橙褐色

29 5 G ll区　 。44　 上面、暗褐粘 土師器 憲 19．9／12．0／． 口縁一部欠損、色調黄褐色

29 6 H ll区　　 044　 G L－20 cm 土師器 呈E ．／．／． 色調淡褐色

29 7 H ll区　　 044　 G L－20 cm 土師器 手づくね土器 2．8／4．0／． ほぼ完形、色調褐色

29 8 H ll区　　 044　 G L－20 cm 土師器 小型壷 ．／11．0／． 色調相島
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遺物観察表

挿図
（FlG ．）

図版
（PL．）

番号 地区 ．層位 ．遺構 遺物の
種猥

器形 法量
（器討口勧直径（cm））

特徴 備考

29 9 H ll区　　 044　 G L－3 0c m 土師器 手づくね土着 ．／．／4．8 色調暗褐色

29 10 H ll区　　 044　 G L－3 0c m 弥生土器 ∃亘 ．／．／5．9 色調明茶色

29 11 H ll区　　 044　 G L－4 0c m 須恵器 杯蓋 4．8／12．8／．
3／4残存、色調灰色、
外面にヘラ吉己号

29 12 H ll区　　 044　 G L－4 0c m 土師器 高杯 ．／．／16．1 色調黄相島

29 13 H ll区　　 044　 G L－4 0c m 弥生土器 寮 ．／．／． 色調明褐色

30 14 H ll区　　 044　 G L－5 0～6 0c m 土師器 痩 ．／15．7／． 色調灰褐色

30 15 H ll区　　 044　 G L－5 0～6 0c m 土師器 婁 ．／17．2／． 色調灰褐色

30 16 H ll区　　 044　 G L－5 0～6 0c m 土師器 痩 ．／16．6／． 色調明褐色

30 17 H ll区　　 044　 G L－5 0／～6 0c m 土師器 鉢 8．3／14．8／． 5／6残存、色調明橙色

30 18 H ll区　　 044　 G L－5 0～6 0c m 土師器 鉢 ．／10．3／． 色調橙褐色

30 19 H ll区　 。44　 G L－5。～60c m 土師器 高杯 ．／．／． 色調褐色

30 2 0 H ll区　　 044　 G L－5 0～6 0c m 土師器 台付鉢 ．／．／13 ．8 色調橙褐色

3。 2 1 H ll区　　 044　 G L－5。～60c m 土師器 秦 ．／．／． 色調橙褐色

30 2 2 H ll区　　 044　 G L－5 0～6 0c m 弥生土器 書 ．／21．7／． 色調灰褐色

3。 2 3 H ll区　　 044　 G L－5。～60c m 弥生土器 奮 ．／38．8／． 色調淡相島

31 79 24 H 12区　　 044　 セクション中 須恵器 杯蓋 4．9／13．8／－ 2／3残存、色調灰色

31 2 5 H 12区　　 044　 トレンチ1、G L－6 0～80 cm 須恵器 翌 ．／19．8／． 色調褐色

31 2 6 H 12区　　 044　 トレンチ1、G L－6 0～80 cm 須恵器 婁 ．／29．1／． 色調赤褐色

31 2 7 G 12区　　 044　 トレンチ1、G L－4 0～60 cm 土師器 高杯 ．／．／11．8 色調黄褐色

31 2 8 H 12区　　 044　 トレンチl、G L－60～80 cm 土師器 書 ．／17．8／． 色調黄褐色

31 2 9 H 12区　　 044　 トレンチ1、G L－6 0～80 cm 土師器 鉢 4．7／6．2／． 1／2残存、色調暗褐色

31 3 0 H 12区　　 044　 トレンチl、G L－60～80 cm 土師器 鉢 7．0／1 0．6／2．3 3／4残存、色調黄褐色

31 3 1 H 12区　　 044　 トレンチ1、G L－8 0～10 0c m 須恵器 杯蓋 ．／14．5／． 色調灰色

31 3 2 H 12区　　 044　 トレンチ1、G L－8 0～10 0c m 土師器 器台 10．7／12．2／9．。 完形、色調灰褐色

31 3 3 H 12区　　 044　 トレンチ1、G L－8 0～10 0c m 土師器 書 ．／14．7／． 色調褐色

31 79 34 H 12区　 。44　 トレンチl、G L－10 0～11。cm 土師器 奮 ．／19．。／． 色調茶相島

31 79 3 5 H 12区　　 044　 トレンチl、G L－10 0c m 土師器 鉢 8．7／1 6．2／－ 完形、色調淡茶色

31 3 6 H 12区　　 044　 トレンチ1、G L－10 0c m 土師器 台付鉢 ．／．／13 ．6 色調暗褐色

31 3 7 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 、12 0cm 土師器 高杯 ．／16．8／． 色調明橙色

31 79 3 8 H 12区　　 044　 トレンチ1、壁中 土師器 療 21．0／14．0／． ほぼ完形、色調明褐色

31 3 9 H 12区　 。44　 トレンチ1、壁中 土師器 書 ．／．／． 色調黄橙色

31 4 0 H 12区　　 044　 トレンチ1、壁中 土師器 壷 ．／．／． 色調橙色

31 4 1 H 12区　 。44　 トレンチ1、壁中 土師器 小凱 底童 ．／．／． 色調灰褐色

31 79 4 2 H 12区　　 044　 トレンチ1、壁中 土師器 杯 5．1／12．0／． ほぼ完形、色調橙色

31 79 4 3 H 12区　 。44　 トレンチ1、壁中 土師器 杯 6．5／14．。／． 5／6残存、色調橙色

31 79 44 H 12区　　 044　 トレンチ1、壁中 土師器 杯 7．1／12．9／． 完形、色調橙色

31 79 4 5 H 12区　 。44　 トレンチ1、壁中 土師器 手づくね土書 4．0／5．6／2．8 完形、色調橙色

32 4 6 H 12区　　 044　 G L－2 0c m 須恵器 杯蓋 3．8／14．2／． 1／3残存、色調灰色

32 79 4 7 H 12区　　 044　 G L－2 0c m 須恵器 杯身 4．5／12．3／． ほぼ完形、色調灰色

32 79 4 8 H 12区　　 044　 G L－2 0c m 須恵器 杯身 4．4／1 1．2／．
ロ線一部欠損、色調灰色、
内面にヘラ記号

32 4 9 H 12区　　 044　 G L－2 0c m 土師器 鉢 11．8／11．9／． 3／4残存、色調暗褐色

32 79 5 0 H 12区　　 044　 G L－2 0c m 土師器 奮 ．／19．0／． 色調灰褐色

32 79 5 1 H 12区　　 044　 G L－3 0c m 須恵器 杯蓋 4．9／12．0／． 3／4残存、色調灰色

32 79 5 2 H 12区　　 044　 G L－3。c m 須恵器 杯身 3．0／1 1．1／． 1／2残存、色調暗灰色

32 5 3 H 12区　　 044　 G L－3 0c m 須恵器 高坪 ．／．／11．8 色調灰色

32 54 H 12区　　 044　 G L－3。c m 土師器 台付鉢 ．／．／14 ．3 色調橙相島

105



遺物観察表

挿図
（FlG ．）

図版
（P L．）

番号 地区 ．層位 ．遺構 遺物の
種類

器形 法量
（愚詠口勧哀径（cm））

特徴 備考

32 55 H 13区　　 044 須恵器 坪身 4．8／12．2／． 1／2残存、色調灰色

32 7 9 56 H 12区　　 044　 G L－40 cm 須恵器 杯身 3．4／1 1．5／．
2／3残存、色調灰色、
外面にヘラ記号

32 57 H 12区　　 044　 G L－20～4 0c m 須恵器 書 ．／22．5／． 色調灰色

32 58 H 12区　　 044　 G L－20～4 0c m 須恵器 痩 26．3／17．5／． 1／2残存、色調明褐色

32 7 9 59 H 12区　　 044　 G L－40 cm 土師器 杯 4．9／13．8／． 1／2残存、色調明橙色

32 60 H 12区　　 044　 G L－40 cm 土師器 坪 6．0／14．2／． 3／4残存、色調明橙色

32 7 9 6 1 H 12区　　 044　 G L－40 cm 土師器 鉢 7．7／1 1．7／． 3／4残存、色調黄相島

32 62 H 12区　　 044　 G L－40 cm 土師器 4咄 壷 8．9／9．9／． ほぼ完形、色調明褐色

32 63 H 12区　 。44　 西岸上面 土師器 台付鉢 11．8／2 1．7／12．9 ロ縁 1／4残存、色調黄相島

32 64 H 12区　　 044　 西側上面 土師器 坪 5．9／14．2／－ 1／2残存、色調赤褐色

32 65 G 12区　　 044　 上面 土師器 手づくね土器 ．／．／4．4 色調橙褐色

33 66 H 12区　　 044　 G L－30 cm 、5 0 cm 土師器 鉢 ．／．／5．7 色調灰褐色

33 7 9 67 H 12区　　 044　 G L－50 cm 土師器 台付坪 8．8／12．9／9．0 3／4残存、色調橙褐色

33 68 H 12区　　 044　 G L－40 cm 須恵器 妻 ．／15．5／． 色調灰色 6鑓同1 輪か

33 69 H 12区　　 044　 G L－60 cm 須恵器 書 ．／．／． 色調灰色

33 7 9 70 H 12区　　 044　 G L－60 cm 須恵器 取手付碗 5．5／7．4／． ほぼ完形、色調灰色

33 7 1 H 12区　　 044　 G L－60 cm 須恵器 短頸壷 7．4／10．0／． 1／2残存、色調暗灰色

33 7 9 72 H 12区　　 044　 G L－60 cm 土師器 坪 6．3／12．1／． ほぼ完形、色調明茶色

33 7 9 73 H 12区　　 044　 G L－60 cm 土師器 鉢 5．8／8．0／3．0 1／3残存、色調黄相島

33 74 G 12区　　 044　 トレンチ1、G L－4 0～6 0 cm 土師器 妻 ．／21．4／． 色調赤褐色、擬格子叩き

33 75 H 12区　　 044　 G L－70 cm 須恵器 ハソウ 15．3／11．0／． 3／4残存、色調灰色

33 76 H 12区　　 044　 G L－70 cm 土師器 婁 20．2／13．4／－ 色調明褐色

33 77 H 12区　　 044　 G L－70 cm 土師器 療 ．／18．8／． 色調赤褐色

33 78 H 12区　　 044　 G L－70 cm 土師器 壷 22．2／11．0／． 1／2残存、色調橙相島

33 79 H 12区　　 044　 G L－70 cm 土師器 坪 6．4／13．7／． 5／6残存、色調橙褐色

33 7 9 8。 H 12区　　 044　 G L－70 cm 土師器 杯 5．7／13．。／． ほぼ完形、色調明橙色

33 8 1 H 12区　　 044　 G L－70 cm 土師器 坪 6．0／16．0／． 5／6残存、色調橙褐色

34 82 H 12区　　 044　 G L－70 cm 土師器 高杯 10．8／15．2／10．8 1／2残存、色調明橙色

34 83 H 12区　　 044　 G L－70 cm 土師器 高杯 11．7／16．7／10．4 1／3残存、色調淡褐色

34 84 H 12区　　 044　 G L－70 cm 弥生土器 高坪 ．／19．0／． 色調褐色

34 85 H 12区　　 044　 G L－70 cm 土師器 小塾は壷 13．8／8．3／． ほぼ完形、色調明橙色

34 7 9 86 H 12区　　 044　 G L－70 cm 土師器 小劃旭壷 ．／．／． ほぼ完形、色調橙褐色

34 87 H 13区　 。44 土師器 手づくね土器 ．／．／3．5 色調橙相島

34 88 H 12区　　 044　 トレンチl、G L－6 0～80 cm 土師器 坪 6．2／13．7／－ 1／2残存、色調明橙色

34 89 H 12区　　 044　 トレンチl、G L－6 0～80 cm 土師器 杯 ．／18．2／． 色調灰褐色

34 8 0 90 H 12区　　 044　 トレンチ1、G L－6 0～8 0 cm 須恵器 婁 ．／15．2／． 色調灰褐色、擬格子叩き

34 9 1 H 12区　　 044　 トレンチl、G L－6 0～80 cm 土師器 妻 ．／．／． 色調橙褐色

34 92 H 12区　　 044　 G L－80 cm 弥生土器 秦 26．8／18．6／5．1 4／5残存、色調明橙色

34 93 H 12区　　 044　 G L－70 cm 、8 0 cm 土師器 書 ．／21．6／． 色調明褐色

35 8 0 94 H 12区　　 044　 G L－90 cm 須恵器 杯蓋 ．／．／． 色調灰色

35 95 H 12区　　 044　 トレンチ1、G L－8 0～10 0c m 須恵器 ハソウ ．／．／． 色調灰色

35 96 H 12区　　 044　 G L－90 cm 土師器 凄 ．／15．1／． 色調黄褐色

35 97 H 12区　　 044　 G L－80 cm 土師器 奮 ．／15．0／． 色調明褐色

35 98 G 12区　　 044　 トレンチ1、G L－2 0～4 0 cm 須恵器 妻 ．／23．6／． 色調灰色

35 8。 99 H 12区　　 044　 G L－10。c m 土師器 壷 ．／17．1／． 色調明橙色

35 10 0 H 12区　　 044　 G L－90 cm 土師器 婁 －／16．4／－ 色調黄褐色
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35 101 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 、10 0c m 土師器 妻 ．／17．0／． 色調明橙色

36 80 1。2 H 12区　　 044　 G L－9。c m 土師器 秦 ．／17．0／．
色調黄褐色、

ヘラ描書の文様あり

36 103 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 土師器 書 ．／19．4／． 色調褐色

36 80 104 H 12区　　 044　 G L－8 0c m 土師器 翌 18．6／12．6／． 1／2残存、色調黄褐色

36 105 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 土師器 書 ．／16．8／． 色調黄褐色

36 106 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 土師器 鉢 13．7／14．1／． 1／2残存、色調黄褐色

36 107 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 土師器 小勤は童 13．。／1。．8／． 3／4残存、色調橙褐色

36 108 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 土師器 4融 壷 10．3／9．7／． 3／4残存、色調明褐色

36 1。9 H 12区　　 044　 G L－9。c m 土師器 小凱 底童 9．1／9．4√ 1／2残存、色調橙相島

36 110 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 土師器 4蜘 壷 9．5／7．8／」 日録一部欠損、色調橙褐色

36 80 111 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 土師器 小靴 底童 ．／．／． 色調黄褐色

36 112 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 、10 0c m 土師器 高杯 ．／18．3／． 色調橙褐色

36 113 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 土師器 高坪 ．／．／13．6 色調明茶色

36 114 H 12区　　 044　 G L－9。c m 土師器 高杯 ．／19．2／． 色調橙褐色

36 115 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 、10 0c m 土師器 高坪 ．／19．6／． 色調茶褐色

36 116 H 12区　　 044　 トレンチ1、G L－8 0～10 0c m 土師器 高杯 ．／18．4／． 色調明茶色

36 117 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 土師器 高杯 ．／19．1／． 色調橙褐色

36 118 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 土師器 高坪 ．／19．0／． 色調黄褐色

36 119 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 土師器 台付鉢 ．／12．8／． 色調橙褐色

36 120 H 12区　　 044　 G L－9 0c m 土師器 手づ仏土昔 ．／．／． 色調明茶色

37 121 H 12区　　 044　 トレンチ1、G L－10。～12。cm 土師器 二重口絵童 38．4／17．4／． 3／4残存、色調褐色

37 122 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 土師器 婁 29．3／16．4／． 1／2残存、色調明褐色

37 123 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 土師器 痩 19．4／15．4／． 3／4残存、色調褐色

37 80 124 H 12区　　 044　 トレンチl、G L－10 0～110 cm 土師器 書 28．。／17．2／． 色調黄褐色

37 125 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 土師器 鉢 8．5／10．4／． 5／6残存、色調橙褐色

37 126 H 12区　　 044　 G L－1。O cm 土師器 鉢 9．1／13．2／． ほぼ完形、色調明橙色

37 80 127 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 土師器 壷 13．6／9．8／． ほぼ完形、色調橙褐色

37 80 128 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 土師器 翌 11．8／12．6／． 1／2残存、色調橙褐色

37 129 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 土師器 4哩丸底壷 ．／．／． 色調茶色

37 130 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 土師器 鉢 ．／．／． 色調橙褐色

37 131 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 土師器 手づくね土景 5．4／6．4／」 ほぼ需形、色調橙褐色

37 132 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 土師器 手づくh土昔 3．6／3．0／」 完形、色調褐色

37 133 H 12区　　 044　 G L－1。O cm 土師器 高杯 13．。／17．6／10．7 2／3残存、色調橙相島

37 134 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 土師器 高坪 13．2／2 0．8／12．8 7／8残存、色調明橙色

37 135 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 土師器 高杯 ．／15．2／． 色調明橙色

37 136 H 12区　　 044　 G L－8 0c m 、10 0c m 弥生土器 高杯 21．8／2 9．6／16．8 1／2残存、色調橙褐色

38 80 137 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 、11 0cm 土師器 妻 ．／16．4／． 色調明橙色

38 138 H 12区　　 044　 G L－1 10 cm 土師器 秦 ．／．／． 色調灰褐色

38 139 H 12区　　 044　 G L－1 10 cm 土師器 書 27．6／2 1．2／． 2／3残存、色調灰褐色

38 80 14 0 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 、11 0cm 弥生土器 痩 34．8／2 2．6／． 色調黄褐色

38 14 1 H 12区　　 044　 G L－1 10 cm 土師器 書 ．／22．1／． 色調褐色

38 14 2 H 12区　　 044　 G L－1 10 cm 土師器 凄 21．6／13．5／5．8 2／3残存、色調橙褐色

39 8。 14 3 H 12区　　 044　 G L－1 00～1 10c m 弥生土器 二重日録童 39．2／2 9．。／7．0 胴部1／3残存、色調黄褐色

39 80 14 4 H 12区　　 044　 G L－1 00 cm 、11 0cm 弥生土器 二重日蝕 42．2／2 7．9／7．0 3／4残存、色調黄褐色

39 14 5 H 12区　　 044　 G L－1 10 cm 弥生土器 二重口絵童 ．／26．7／． 色調明相島

39 14 6 H 12区　　 044　 時青灰粘 土師器 鉢 ．／17．4／． 色調灰褐色
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39 14 7 H 12区　　 044　 G L－1 10c m 土師器 坪 5．4／12．4／． 1／2残存、色調橙褐色

39 14 8 H 12区　　 044　 G L－1 1。c m 土師器 杯 6．3／13．7／． 2／3残存、色調橙褐色

39 14 9 H 12区　　 044　 G L－1 10c m 土師器 小敵底壷 ．／7．6／． 色調橙褐色

39 15 0 H 12区　　 044　 G L－1 10c m 土師器 小型丸底壷 8．4／8．7／． 1／2残存、色調灰褐色

40 15 1 H 12区　　 044　 G L－1 10c m 弥生土器 高杯 22．3／3 2．3／16．5 3／4残存、色調沸褐色

40 15 2 H 12区　　 044　 G L－1 10c m 弥生土器 高杯 23．0／3 0．1／16．2 ほぼ完形、色調橙褐色

40 15 3 H 12区　　 044　 G L－80～1 10 cm 弥生土器 吉杯 24．1／3 0．8／16．9 ほぼ完形、色調黄褐色

4。 15 4 G 12区　 0 44　 東岸最下層 土師器 高杯 ．／29．4／． 色調明橙色

4。 15 5 H 12区　　 044　 G L－1 1。c m 弥生土器 高杯 ．／．／16．5 色調相島

40 15 6 H 12区　　 044　 G L－1 10c m 土師器 高杯 －／－／14．4 色調茶褐色

40 15 7 H 12区　　 044　 G L－1 10c m 弥生土器 高杯 ．／．／14．3 色調橙褐色

40 15 8 H 12区　　 044　 G L－1 10c m 土師器 台付鉢 16．1／14．4／13．8 3／4残存、色調橙相島

40 15 9 H 12区　　 044　 G L－1 10c m 弥生土器 器台 11．2／7．0／13．8 ほぼ完形、色調灰褐色

40 16 0 H 12区　　 044　 G L－10。～1 1。c m 弥生土器 器台 21．3／15．6／18．7 4／5残存、色調黄褐色

41 16 1 H 13区　　 044　 G L－20 cm 須恵器 坪蓋 ．／．／． 色調灰色

41 16 2 H 13区　　 044　 G L－20 cm 須恵器 杯蓋 ．／14．9／． 色調灰色

41 16 3 H 13区　　 044　 G L－20 cm 須恵器 ハソウ ．／．／． 色調灰褐色

41 16 4 G 13区　　 044　 上面 土師器 凄 ．／19．2／． 色調黄褐色

41 16 5 G 13区　　 044　 上面 土師器 痍 ．／19．8／． 色調橙褐色

41 16 6 H 13区　　 044　 G L－30 cm 土師器 凄 ．／19．6／． 色調褐色

41 16 7 H 13区　　 044　 G L－30 cm 土師器 高杯 ．／．／16．4 色調明相島

41 16 8 F 13区　　 044　 トレンチ1、壁中 土師器 坪 5．9／14．9／－ 色調橙褐色

41 16 9 G 13区　　 044　 上面 土師器 杯 5．8／15．6／． 5／6残存、色調橙色

41 17 0 H 13区　　 044　 G L－20 cm 土師器 手づくお土器 ．／．／． 色調橙褐色

41 17 1 F 13区　　 044　 トレンチ1、壁中 土師器 手づくね土器 ．／6．1／． ほぼ完形、色調橙褐色

41 17 2 H 13区　 。44 土師器 手づ他土器 ．／5．7／． 色調淡褐色

41 17 3 H 13区　　 044　 G L－40 cm 須恵器 坪蓋 4．4／15．5／． 1／2残存、色調灰色

41 17 4 H 13区　　 044　 G L－60 cm 須恵器 杯身 3．3／1 1．6／．
1／2残存、色調暗灰色、
外面にヘラ記号

41 17 5 H 13区　　 044　 G L－40 cm 土師器 手づくお土器 4．2／6．7／． 1／4残存、色調明褐色

41 17 6 H 13区　　 044　 G L－60 cm 土師器 手づくね土器 5．0／7．2／3．0 2／3残存、色調明褐色

41 17 7 H 13区　　 044　 G L－50 cm 土師器 手づくね土器 3．9／4．4／3．9 1／2残存、色調沸褐色

41 17 8 H 13区　　 044　 G L－40 cm 土師器 手づくね土器 4．5／3．5／2．2 ほぼ完形、色調明褐色

41 17 9 H 13区　　 044　 G L－40 cm 土師器 手づくね土器 4．0／3．4／2．0 1／2残存、色調淡相島

41 18 0 H 13区　　 044　 G L－50 cm 土師器 手づくね土器 4．9／3．8／3．0 1／3残存、色調明褐色

41 18 1 H 13区　　 044　 G L－50 cm 土師器 手づくね土器 ．／．／3．6 色調淡褐色

41 18 2 H 13区　　 044　 G L－50 cm 土師器 手づくお土器 ．／．／3．8 色調瀬褐色

41 18 3 H 13区　　 044　 G L－50 cm 土師器 手づくね土器 ．／．／． 色調瀬褐色

41 18 4 H 13区　　 044　 G L－50 cm 土師器 手づ他土器 ．／．／7．。 色調淡褐色

41 8 1 18 5 H 13区　　 044　 G L－70 cm 須恵器 高杯 5．3／9．4／5．4 9／10残存、色調灰色

41 18 6 H 13区　　 044　 G L－70 cm 須恵器 鉢 7．5／17．3／． 1／2残存、色調灰色

41 18 7 H 13区　　 044　 G L－70 cm 須恵器 平瓶 ．／9．8／． 色調灰色

41 18 8 H 13区　　 044　 西岸、G L－70 cm 土師器 坪 6．0／13．6／． 3／4残存、色調明橙色

41 18 9 H 13区　 0 44　 G L－6。～80c m （トレンチ2） 土師器 杯 5．4／15．4／． 1／2残存、色調黄褐色

41 19 0 H 13区　　 044　 東岸、G L－70 cm 土師器 鉢 13．4／14．2／． 2／5残存、色調橙褐色

41 19 1 H 13区　　 044　 G L－70 cm 土師器 手づくね土器 4．1／4．1／3．3 1／4残存、色調褐色

42 8 1 19 2 H 13区　　 044　 東岸、G L－70 cm　　　　 NO ．1 須恵器 坪身 5．1／14．3／1 0．0 3／4残存、色調灰白色
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4 2 8 1 193 H 13 区　　 0 44　 東岸 、G L－ 70 cm　　　　 N O ．3 須恵器 高坪 8 ．5 ／1 6．0／1。．6 1／ 3 残存 、色調淡 灰色

4 2 8 1 194 H 13 区　 0 44　 東岸 、G L－ 70 cm　　　　 N O ．5 須恵器 鉢 7 ．4 ／14 ．7／． 2 ／ 3 残存 、色調淡 灰色

4 2 8 1 195 H 13 区　　 0 44　 東岸 、G L－ 70 cm　　　　 N O ．2 須恵器 鉢 8 ．5 ／14 ．4／8 ．0 1／ 2 残存 、色調黄 褐色

4 2 196 G 13 区　 0 44　 土器溜 まり 須恵器 杯蓋 4 ．1／14 ．2／． 1／ 3 残存 、色調灰 色

4 2 197 G 13 区　　 0 44　 土器溜 まり 須恵器 杯身 4 ．8／1 1．8／． 2 ／ 3 残存 、色調灰 色

4 2 198 G 13 区　 0 44　 東岸土 器溜 まり　　　　　 N O ．2 1 須恵器 凄 ．／17．4／． 色調 灰色

4 2 199 G 13 区　 。44　 土器溜 まり 土師器 療 ．／17．7／． 色調 橙褐 色、擬格 子叩 き

4 2 2 00 G 13 区　 0 44　 土器溜 まり 土師器 凄 3 5 ．9／2 5 ．3 ／9 ．6 1／ 3 残存 、色調橙 褐色

4 2 2 。1 G 13 区　 。44　 土器溜 まり 土師器 壷 ．／．／11 ．0 色調 橙相 島

4 2 2 02 G 13 区　 0 44　 東岸土 器溜 まり　　　　　 N O ．4 土師器 婁 ．／15．8 ／． 色調 茶褐 色

4 2 8 1 2 03 G 13 区　 0 44　 土器溜 まり、上 面 土師器 療 ．／15．。／． 色調 橙色

4 2 2 04 G 13 区　　 0 44　 土器溜 まり 土師器 療 ．／17．5／． 色調 橙色

4 2 2 05 G 13 区　 0 44　 土器溜 まり 土師器 甑 ．／2 7．0／． 色調 橙褐 色

4 3 2 。6 G 13 区　　 0 44　 土器だまり 土師器
∃互 16 ．。／1。．。／． 色調 黄褐 色

4 3 2 07 G 13 区　 0 44　 東岸土 器溜 まり　　　　　 N O ．3 土師器 壷 ．／11．0／． 色調 茶褐 色

4 3 8 1 2 08 G 13 区　 0 44　 土器溜 まり 土師器
竺巴 15 ．3／9．4／． 完 形、色 調橙褐色

4 3 2 09 G 13 区　　 0 44　 土器溜 まり 土師器 壷 ．／．／． 色調 明橙 色

4 3 2 10 H 13 区　　 0 44　 東岸 、G L－ 70 cm　　　　 N O ．4 土師器 ／腫 丸底壷 ．／11．3／． 色調 橙褐 色

4 3 8 1 2 11 G 13 区　 。44　 東岸土 器溜 まり　　　　　 N O ．18 土師器 小凱 底壷 9 ．9／1。．6／． ほぼ需 形、色 調橙褐 色

4 3 8 1 2 12 G 13 区　 0 44　 東岸土 器潜 まり 土師器 小軌 底壷 8 ．8／8 ．3 ／」 ほぼ完 形、色 調黄褐 色

4 3 8 1 2 13 G 13 区　 。44　 土器溜 まり　　　　　　　　 N O ．2 5 土師器 小型丸底壷 8 ．4 ／8 ．8 ／」 1／ 2 残存 、色調橙 相島

4 3 8 1 2 14 G 13 区　 0 44　 東岸土 器溜 まり 土師器 小敵 底壷 ．／．／． 色調 黄褐 色

4 3 8 1 2 15 G 13 区　 0 44　 土器溜 まり　　　　　　　 N O ．2 7 土師器 ／j哩丸底壷 10 ．3／15 ．0 ／． 完 形、色 調橙褐色

4 3 8 1 2 16 G 13 区　 。44　 土器溜 まり 土師器 小軌 底壷 ．／12．6／． 色調 茶褐 色

4 3 2 17 H 13 区　　 0 44　 東岸 、G L－ 7 0c m 土師器 小型丸底壷 ．／13．0／． 色調 暗褐 色

4 3 2 18 H 13 区　 0 44　 東岸 、G L－ 7 0c m 土師器 鉢 ．／13．5／． 色調 暗褐 色

4 3 8 1 2 19 H 13 区　　 0 44　 東岸土 器溜 まり 土師器 杯 6 ．2 ／12 ．8／． 1／ 2 残存 、色調橙 褐色

4 3 8 1 2 20 H 13 区　　 0 44　 東岸土 器溜 まり 土師器 杯 5 ．1／14 ．2／． ほぼ完 形、色 調明橙 色

4 3 8 1 2 21 H 12 区　　 0 44　 東岸土 器溜 まり 土師器 杯 5 ．9／13 ．8／． 1／ 2 残存 、色調赤 褐色

4 3 8 1 2 22 G 13 区　 0 44　 土器溜 まり　　　　　　　 N O ．2 5 土師器 器 台 ．／．／12 ．1 色調 橙褐 色

4 3 2 23 G 13 区　 。44　 土器溜 まり　　　　　　　　 N O ．2 5 土師器 高杯 ．／．／． 色調 橙褐 色

4 3 2 24 H 13 区　　 0 44　 G L－ 1 20 cm　　　　　　　 N O ．6 土師器 高杯 ．／．／10 ．0 色調 暗褐 色

4 3 2 25 G 13 区　 。44　 土器溜 まり 土師器 盟 ．／4 ．0／． 1／ 2 残存 、色調橙 色

4 3 8 1 2 26 G 13 区　 0 44　 東岸土 器溜 まり　　　　　 N O ．7 土師器 手づくね土器 3 ．1／4 ．5 ／3．3 2 ／ 3 残存 、色調黄 褐色

4 3 8 1 2 27 G 13 区　 0 44　 東岸土 器溜 まり　　　　　 N O ．6 土師器 手づくね土器 3 ．1／4 ．5 ／」 4 ／ 5 残存 、色調橙 褐色

4 3 2 28 G 13 区　 0 44　 東岸土 器溜 まり　　　　　 N O ．19 土師器 手づくね土器 4 ．7／6 ．0 ／」 色調 灰褐 色

4 3 8 1 2 29 G 13 区　 0 44　 東岸土 器溜 まり　　　　　 N O ．2 土師器 手づくね土器 5 ．6／7 ．1／． 3 ／ 5 残存 、色調 明橙色

4 3 2 30 G 13 区　 0 44　 東岸土 器溜 まり　　　　　 N O ．5 土師器 手づくね土器 4 ．8／6 ．6 ／3．4 ほぼ完形、色 調橙褐 色

4 3 8 1 2 31 G 13 区　 0 44　 土器溜 まり　　　　　　　 N O ．2 8 土師器 手づくね土器 5 ．7／6 ．3 ／」 ほぼ完 形、色 調茶褐 色

4 3 2 32 G 13 区　 0 44　 土器溜 まり　　　　　　　 N O ．2 3 土師器 手づ〈ね土器 5 ．5 ／8 ．7 ／3．2 ほぼ完 形、色 調橙相 島

4 3 8 2 2 33 H 13 区　　 0 44　 G L－ 9 0c m 須恵器 杯蓋 3 ．2 ／12 ．4／．
4 ／ 5 残存 、色調灰 色、

内面 にヘ ラ記号

4 3 2 34 H 13 区　　 0 44　 西岸 、G L－ 70 ～ 9 0c m 須恵器 杯蓋 4 ．6／13 ．2／． 1／ 3 残存 、色調灰 色

4 3

8 2

2 35 H 13 区　 。44　 G L－ 6 。～ 9 0c m 須恵器 杯蓋 5 ．2 ／14 ．6／． 5 ／ 6 残存 、色調灰 色

4 3 2 36 H 13 区　　 0 44　 G L－ 9 0c m 須恵器 杯身 3 ．5 ／1 1．7／． 2 ／ 3 残存 、色調灰 色

4 3 2 37 H 13 区　　 0 44　 G L－ 9 。c m 須恵器 杯身 4 ．5 ／1 1．9／．
3 ／ 5 残存 、色調灰 色、

内面 にヘ ラ記号

4 3 2 38 H 13 区　　 0 44　 G L－ 9 0c m 土師器 坪蓋 4 ．4 ／7 ．9 ／」 1／ 2 残存 、色調灰 色
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遺物観察表

挿図
（FlG ．）

図版
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特徴 備考

44 82 23 9 H 13区　　 044　 G L－90 cm 須恵器 高坪 11．7／16．3／10．2 口縁一部欠損、色調灰色

44 24 0 H 13区　　 044　 G L－10。c m 須恵器 ヨE ．／．／． 色調灰色

44 24 1 H 13区　　 044　 G L－10 0c m 須恵器 書 ．／23．8／． 色調灰色

44 24 2 H 13区　　 044　 G L－90 cm 土師器 痩 ．／18．1／． 色調淡褐色、擬格子叩き

44 82 24 3 H 13区　 0 44　 西岸、G L－80 cm 、黒色土 土師器 書 ．／16．3／． 色調橙褐色

44 82 24 4 H 13区　　 044　 G L－10 0c m 、育灰粘 土師器 凄 ．／14．6／． 色調橙褐色、擬格子叩き

44 24 5 H 13区　　 044　 G L－90 cm 土師器 望 ．／．／． 色調明褐色、擬格子叩き

44 24 6 H 13区　　 044　 西岸、G L－70～9 0c m 、黒色粘 土師器 妻 ．／15．5／． 色調明褐色

45 24 7 H 13区　　 044　 G L－90 cm 、黒色土 土師器 痩 ．／15．4／． 色調黄相島

45 24 8 H 13区　 0 44　 西岸、G L－80 cm 、黒色土 土師器 婁 －／14．4／－ 色調橙褐色

45 82 24 9 H 13区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 療 31．1／15．9／． ほぼ完形、色調橙褐色

45 25 0 H 13区　　 044　 G L－90 cm 、黒色土 弥生土器 婁 ．／16．0／． 色調黄灰色

45 25 1 H 13区　　 044　 G L－90 cm 、黒色土 土師器 小軌 底壷 ．／11．2／． 色調橙褐色

45 25 2 H 13区　　 044　 G L－80 cm 土師器 小数は壷 ．／．／． 色調明褐色

45 25 3 H 13区　　 044　 G L－10 0c m 土師器 4也姐壷 ．／9．8／． 色調橙褐色

45 25 4 H 13区　　 044　 G L－90 cm 、黒色土 土師器 小数 底壷 8．2／9．8／． 2／5残存、色調責灰色

45 82 25 5 H 13区　　 044　 G L－10 0c m 、青灰粘 土師器 4咄 壷 ．／．／． 色調灰褐色

45 25 6 H 13区　　 044　 G L－90 cm 、黒色土 土師器 台付鉢 ．／16．6／． 色調橙褐色

45 25 7 H 13区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 鉢 ．／19．7／． 色調黄褐色

45 25 8 H 13区　　 044　 G L－80 cm 土師器 杯 6．1／13．4／．
1／2残存、色調明褐色、
底敵 こヘラ記号

45 25 9 H 13区　　 044　 G L－80 cm 土師器 杯 6．1／13．4／． 1／2残存、色調明相島

45 26 0 H 13区　　 044　 G L－80 cm 土師器 坪 5．1／13．0／－ 1／4残存、色調明褐色

45 26 1 H 13区　　 044　 G L－80 cm 土師器 杯 6．1／13．7／． 2／3残存、色調明褐色

45 26 2 H 13区　　 044　 G L－10 0c m 、青灰著占 土師器 手づくね土器 ．／．／2．9 色調明褐色

45 82 26 3 H 13区　　 044　 G L－80 cm 土師器 手づくね土器 5．1／5．1／3．8 1／2残存、色調橙褐色

45 82 26 4 H 13区　　 044　 G L－80 cm 土師器 手づくね土器 3．8／4．7／3．2 3／4残存、色調橙褐色

45 26 5 H 13区　　 044　 G L－90 cm 土師器 手づくね土器 4．7／3．9／2．8 ほぼ完形、色調橙褐色

45 82 26 6 H 13区　　 044　 G L－80 cm 土師器 手づくね土器 3．4／3．6／． ほぼ完形、色調明茶色

45 26 7 H 13区　　 044　 G L－90 cm 土師器 手づくね土器 2．2／4．0／． 1／2残存、色調褐色

46 26 8 G 13区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色土 須恵器 坪身 4．5／12．2／． 1／2残存、色調灰色、
内面にヘラ記号

46 26 9 H 13区　　 044　 G L－1 10c m 、黒色土 須恵器 ハソウ ．／12．2／． 色調灰色

46 27 0 G 13区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色土 土師器 壷 ．／14．8／． 色調橙色、擬格子後カキ目

46 27 1 G 13区　 0 44　 G L－1 1。c m 、黒色土 土師器 ∃互 ．／14．3／． 色調橙相島

46 27 2 G 13区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色土 土師器 婁 －／18．0／－ 色調黄褐色

46 82 27 3 G 13区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色土 土師器 療 26．3／16．9／． 3／4残存、色調橙褐色

46 27 4 G 13区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色士 土師器 婁 ．／16．0／． 色調黄灰色

46 27 5 G 13区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色土 土師器 妻 27．5／18．7／． 7／8残存、色調橙褐色

46 27 6 G 13区　 0 44　 G L－1 1。c m 、黒色土 土師器 秦 ．／14．6／． 色調灰白色

46 82 27 7 G 13区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色土 土師器 書 ．／12．0／． 色調黄橙色

46 27 8 G 13区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色土 土師器 痩 ．／15．0／． 色調灰白色

46 27 9 H 13区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色士 土師器 書 ．／14．4／． 色調赤褐色

46 28 0 H 13区　　 044　 G L－1 10c m 、黒色土 土師器 凄 ．／15．0／． 色調灰褐色

47 28 1 G 13区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色土 土師器 奮 ．／15．4／． 色調橙色

47 28 2 G 13区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色土 土師器 妻 ．／17．0／． 色調黒色

47 28 3 G 13区　 0 44　 G L－1 1。c m 、黒色土 土師器 壷 ．／16．0／． 色調橙色

47 28 4 G 13区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色土 土師器 婁 －／14．0／－ 色調褐色
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47 2 85 H 13区　　 044　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 妻 ．／16．3／． 色調橙褐色

47 2 86 H 13区　　 044　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 秦 ．／14．3／． 色調褐色

47 8 2 2 87 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 書 28．7／17．8／． 色調減褐色

47 2 88 H 13区　　 044　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 痩 ．／14．4／． 色調橙褐色

47 2 89 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 書 ．／16．8／． 色調褐色

47 2 90 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 凄 ．／17．6／． 色調橙色

48 2 91 H 13区　　 044　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 奮 ．／17．9／． 色調黄褐色

48 2 92 H 13区　　 044　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 妻 ．／17．6／． 色調灰褐色

48 2 93 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 奮 ．／16．2／． 色調橙色

48 2 94 H 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 婁 ．／19．6／． 色調灰褐色

48 2 95 H 13区　　 044　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 痩 ．／．／11．4 色調灰褐色

48 2 96 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 甑 27．9／2 8．4／1 1．7 色調橙褐色

48 2 97 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 壷 ．／9．8／． 色調黄褐色

48 2 98 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 ヨ王 ．／15．0／． 色調橙褐色

48 2 99 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 壷 13．6／9．6／． 2／3残存、色調黄褐色

48 3 00 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 翌 ．／1。．6／． 色調灰褐色

48 3 01 H 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 4哩丸底壷 ．／1。．4／． 色調橙褐色

48 3 02 H 13区　　 044　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 小到底壷 7．5／10．6／． 2／5残存、色調橙褐色

48 8 2 3 03 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色粘 土師器 小勤は童 8．8／8．0／」 2／3残存、色調橙褐色

48 3 04 H 13区　　 044　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 鉢 8．2／13．8／． 1／2残存、色調黄褐色

48 3。5 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 杯 5．8／13．6／． 1／2残存、色調茶相島

48 3 06 G 13区　 0 44　 G L－1 11 cm 、黒色土 土師器 杯 ．／12．0／． 色調茶褐色

48 8 2 3 07 H 13区　　 044　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 鉢 7．8／15．2／． ほぼ完形、色調灰褐色

48 3 08 H 13区　　 044　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 鉢 6．8／1。．8／． 1／2残存、色調灰褐色

48 3 09 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 壷 ．／6．8／． 1／3残存、色調橙色

48 3 10 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 高杯 ．／18．0／． 色調黄橙色

48 3 11 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 高坪 ．／．／12 ．2 色調橙褐色

48 3 12 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 高杯 9．9／1 9．。／11．0 1／2残存、色調橙色

48 3 13 H 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 鉢 7．2／7．4／」 色調灰褐色

48 3 14 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 手づ〈ね土着 3．1／4．4／」 2／5残存、色調明橙色

48 8 2 3 15 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 手づくね土景 5．1／5．1／． ほぼ需形、色調茶褐色

48 8 2 3 16 G 13区　 0 44　 G L－1 10 cm 、黒色土 土師器 手づくh土昔 2．6／3．5／」 ほぼ完形、色調橙褐色

48 8 2 3 17 H 13区　　 044　 G L－1。O cm 弥生土器 手づくね土思 8．9／6．5／7．0 完形、色調黄相島

49 8 3 3 18 H 13区　 0 44　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 婁 ．／16．4／． 色調黄褐色

49 3 19 H 13区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 痩 ．／16．8／． 色調漉褐色

49 3 20 H 13区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 書 ．／16．6／． 色調茶褐色

49 3 21 H 13区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 妻 ．／18．9／． 色調茶褐色

49 3 22 H 13区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 秦 ．／15．0／． 色調橙褐色

49 3 23 H 13区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 書 ．／15．9／． 色調灰褐色

49 8 3 3 24 H 13区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 痩 ．／16．2／． 色調茶褐色

49 3 25 H 13区　 0 44　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 書 ．／17．0／． 色調橙褐色

49 3 26 H 13区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 凄 25．0／17．4／． 3／5残存、色調暗褐色

50 8 3 3 27 H 13区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 奮 28．8／19．6／． 2／3残存、色調明橙色

50 3 28 H 13区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 妻 22．4／16．6／2．6 1／2残存、色調黄褐色

5。 3 29 H 13区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土　　　 NO ．16 土師器 奮 ．／18．8／． 色調橙相島

50 3 30 H 13区　 0 44　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 婁 22．4／13．3／． 2／3残存、色調褐色
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50 83 33 1 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土　　　 NO ．07 土師器 壷 29．1／12．4／．
完形、色調淡黄褐色、
穿孔有り

50 33 2 H 13区　　 044　 G L－12。c m 、黒色土　　　 NO ．3 弥生土器 ヨE ．／48．0／． 色調褐色

50 33 3 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 弥生土器 壷 ．／34．0／． 色調灰褐色

50 33 4 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土　　　 NO ．1 弥生土器 翌 ．／．／． 色調灰褐色

50 33 5 H 13区　 0 44　 G L－12 0c m 、黒色士　　　 NO ．2 弥生土器 壷 ．／．／4．8 色調明褐色

50 33 6 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 弥生土器 壷 ．／．／． 色調黄褐色、外面丹塗り

51 33 7 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 望 17．2／13．8／． 鹿部一部欠損、色調灰褐色

51 33 8 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 壷 ．／14．0／． 色調橙褐色

51 83 33 9 H 13区　　 044　 G L－12。c m 、黒色土　　　 NO ．9 土師器 小醐應壷 13．4／11．8／． ロ縁一部欠損、色調茶褐色

51 83 34 0 H 13区　 0 44　 G L－12 0c m 、黒色土　　　 NO ．4 土師器 4也旭壷 13．2／9．9／－ ほぼ完形、色調黄褐色

51 34 1 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 小数 底壷 9．8／1 1．0／． 1／3残存、色調褐色

51 83 34 2 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色士　　　 NO ．13 土師器 4哩丸底壷 11．2／10．9／． 完形、色調茶相島

51 83 34 3 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土　　　 NO ．12 土師器 小軌 底壷 11．6／10．8／． ほぼ完形、色調黄褐色

51 83 34 4 H 13区　　 044　 G L－12。c m 、黒色土　　　 NO ．13 土師器 小数は壷 11．0／9．9／． ほぼ完形、色調黄褐色

51 34 5 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土　　　 NO ．10 土師器 4也姐壷 8．6／9．8／． 色調暗褐色

51 34 6 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 小数 底壷 8．1／1 1．1／． 1／2残存、色調暗褐色

51 34 7 H 13区　 0 44　 G L－12 0c m 、黒色士 土師器 4咄 壷 ．／9．8／． 色調灰褐色

51 34 8 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土　　　 NO ．5 土師器 小靴 底塵 ．／．／． 色調暗褐色

51 34 9 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 鉢 8．7／15．3／． 2／3残存、色調暗褐色

51 35 0 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 鉢 8．3／14．8／． 1／2残存、色調暗褐色

51 35 1 H 13区　　 044　 G L－12。c m 、黒色土 土師器 鉢 ．／14．1／． 色調灰相島

51 35 2 H 13区　 0 44　 G L－12 0c m 、黒色土　　　 NO ．14 土師器 台付鉢 －／－／－ 色調黄褐色

51 83 35 3 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 杯 ．／12．1／． 色調茶褐色

51 35 4 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色士 土師器 杯 6．4／13．0／． 1／2残存、色調灰相島

51 35 5 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 坪 6．0／13．4／． 色調褐色

51 35 6 H 13区　　 044　 G L－12。c m 、黒色土 土師器 鉢 7．9／13．6／． 2／3残存、色調暗褐色

51 35 7 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 鉢 8．4／8．2／． 1／2残存、色調黒褐色

51 35 8 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 手づくね土器 4．9／7．6／． 色調暗褐色

51 35 9 H 13区　 0 44　 G L－12 0c m 、黒色士 土師器 手づくね土器 3．0／3．0／． 完形、色調暗褐色

51 36 0 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 高坪 ．／17．3／． 色調明褐色

51 36 1 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土　　　 NO ．8 土師器 高杯 ．／5．9／． ほぼ完形、色調橙褐色

51 83 36 2 H 13区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 器台 ．／．／11．0 色調橙褐色

52 36 3 H 13区　 。44　 床面土器溜まり 土師器 壷 ．／12．8／． 色調暗相島

52 83 36 4 H 13区　　 044　 床面土器溜まり　　　　　 NO ．2－1 弥生土器 婁 －／16．2／－ 色調黄褐色

52 36 5 H 13区　　 044　 床面土器溜まり　　　　　 NO ．1－1 弥生土器 翌 ．／20．0／． 色調黄褐色

52 36 6 H 13区　　 044　 床面土器溜まり 土師器 壷 ．／45．4／． 色調灰褐色

52 36 7 H 13区　　 044　 床面土器だまり　　　　　 NO ．2．1 土師器 坪 5．9／14．7／． 1／3残存、色調明褐色

52 83 36 8 H 13区　　 044　 床面土器だまり　　　　　 NO ．1～5 土師器 鉢 8．4／13．6／． 2／3残存、色調橙褐色

52 36 9 H 13区　　 044　 床面土器だまり 弥生土器 器台 12．0／8．9／12．6 1／2残存、色調灰褐色

53 84 37 0 H 14区　　 044　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．4 須恵器 杯蓋 4．3／13．8／． 1／2残存、色調灰色

53 84 37 1 H 14区　　 044　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．7 須恵器 杯蓋 4．6／14．0／． 2／3残存、色調灰色

53 84 37 2 H 14区　　 044　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．8 須恵器 坪蓋 4．8／1 1．6／． 2／3残存、色調灰色

53 37 3 G 14区　　 044　 G L－40 cm 、土器溜まり 須恵器 杯蓋 5．6／14．8／． 1／2残存、色調灰色

53 37 4 H 14区　　 044　 東岸土器潜まり 須恵器 杯蓋 4．4／15．4／． 3／4残存、色調灰色

53 84 37 5 H 14区　 。44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．1 須恵器 杯身 3．9／1 1．。／． 2／3残存、色調灰色

53 84 37 6 H 14区　　 044　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．2 須恵器 坪身 4．8／1 1．6／－
完形、色調灰色、
内面に当て具痕
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53 8 4 3 77 H 14区　　 044　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．3 須恵器 杯身 5．1／12．0／． ほぼ完形、色調灰色

53 8 4 3 78 H 14区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．5 須恵器 杯身 4．4／12．2／． 1／2残存、色調灰色

53 8 4 3 79 H 14区　　 044　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．6 須恵器 杯身 4．1／12．4／． 3／4残存、色調灰色

53 8 4 3 80 H 14区　　 044　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．9 須恵器 杯身 5．1／12．4／． 3／4残存、色調灰色

53 8 4 3 81 H 14区　　 044　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．10 須恵器 杯身 5．4／1 1．4／． 1／2残存、色調黄褐色

53 3 82 H 14区　　 044　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．11 須恵器 杯身 5．0／13．6／． 4／5残存、色調灰色

53 8 4 3 83 G 14区　　 044　 G L－4 0c m 、土器溜まり 須恵器 杯身 5．1／12．6／． 1／4残存、色調灰色

53 3 84 G 14区　 0 44　 東岸土器潜まり　　　　　 NO ．14 須恵器 壷 ．／．／． 色調灰色

53 8 4 3 85 G 14区　 。44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．13 須恵器 平瓶 9．9／7．7／」 ロ線一部欠損、色調灰色

53 8 4 3 86 H 14区　　 044　 東岸土器溜まり 須恵器 婁 ．／51．2／． 色調灰白色

53 3 87 H 14区　　 044　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．12 土師器 甑 ．／．／． 色調赤褐色

53 3 88 G 14区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．2，7，9 須恵器 書 ．／23．6／． 色調灰白色 赤焼土器

53 3 89 G 14区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．6 土師器 高坪 ．／18．4／． 色調橙褐色

53 3 90 G 14区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．6 土師器 高杯 ．／18．5／． 色調橙褐色

53 8 4 3 91 G 14区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．1 土師器 4也鳩壷 6．7／6．7ん 完形、色調橙褐色

53 3 92 H 14区　　 044　 東岸土器溜まり 土師器 小数 底童 9．7／9．2方 1／2残存、色調橙褐色

54 8 4 3 93 H 14区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 杯身 4．8／12．0／． 9／10残存、色調橙褐色 赤焼土器

54 3 94 H 14区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 壷 ．／9．3／． 色調茶褐色 赤焼土器

54 3 95 H 14区　 。44　 西岸土器溜まり 須恵器 ∃亘 15．4／9．9／． 1／2残存、色調淡褐色

54 8 4 3 96 H 14区　　 044　 西岸土器潜まり 須恵器 妻 ．／17．8／． 色調灰色

54 3 97 H 14区　 。44　 西岸土器溜まり 須恵器 提瓶 24．7／10．4／． 色調暗灰色

54 8 4 3 98 H 14区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 横瓶 28．5／13．5／． ほぼ完形、色調灰色

54 8 4 3 99 H 14区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 横瓶 28．1／14．2／． ほぼ完形、色調暗灰色

55 8 5 4 00 H 14区　 。44　 西岸土器溜まり 須恵器 書 ．／48．2／． 色調暗灰色

55 8 5 4 01 H 14区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 妻 ．／47．4／． 色調暗灰色

56 8 5 4。2 H 14区　 0 44　 西岸土器溜まり 須恵器 秦 ．／25．0／． 色調明橙色 赤焼土器

56 8 5 4 03 H 14区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 書 ．／27．1／． 色調灰色

56 8 5 4 04 H 14区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 痩 ．／24．。／． 色調灰色

56 8 5 4 05 H 14区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 書 42．2／2 3．8／． 色調灰色

56 8 5 4 06 H 14区　　 044　 西岸、G L－80 cm 、青灰粘 須恵器 杯蓋 4．1／13．0／． 3／4残存、色調灰色

56 4 07 H 14区　　 044　 G L－8 0c m 、青灰粘 須恵器 杯身 3．5／12．0／． 3／4残存、色調灰色

57 4 08 H 14区　　 044　 床面土器潜まり 須恵器 杯身 4．1／1 1．7／13．9 3／5残存、色調灰色

57 4。9 H 14区　 。44　 床面土器溜まり 須恵器 提瓶 ．／．／． 色調灰色

57 8 5 4 10 H 14区　　 044　 床面土器溜まり 須恵器 婁 66／3 9．6／． 色調赤褐色

57 4 11 H 14区　　 044　 西岸、G L－10 0 cm 、育灰粘 須恵器 杯蓋 3．9／13．1／． 1／2残存、色調灰色

57 4 12 H 14区　　 044　 G L－1 00 cm 、青灰著占 須恵器 杯身 3．6／1 1．5／． 2／3残存、色調灰色

57 4 13 H 14区　　 044　 西岸、G L－10 0 cm 、青灰粘 須恵器 杯身 4．0／12．1／． 5／6残存、色調灰色

57 4 14 H 14区　 0 44　 西岸、G L－10 0 cm 、育灰粘 土師器 秦 ．／17．5／． 色調黄褐色

57 4 15 H 14区　　 044　 西岸、G L－10 0 cm 、青灰粘 土師器 書 ．／17．0／． 色調黄褐色

57 4 16 H 14区　　 044　 西岸、G L－10 0 cm 、育灰粘 土師器 甑 20．5／2 2．1／9．4 色調橙褐色

57 4 17 H 14区　　 044　 G L－1 00 cm 、青灰粘 土師器 壷 ．／17．8／． 色調明橙色

57 4 18 H 14区　　 044　 西岸、G L－10 0 cm 、育灰粘 土師器 壷 ．／10．1／． 色調明橙色

57 4 19 H 14区　 。44　 西岸、G L－10 0 cm 、青灰粘 土師器 杯 6．8／13．5／． 2／3残存、色調明橙色

57 4 20 H 14区　　 044　 西岸、G L－10 0 cm 、青灰粘 土師器 杯 5．6／13．4／． 3／4残存、色調黄褐色

57 4 21 H 14区　 0 44　 西岸、G L－10 0 cm 、育灰粘 土師器 杯 5．2／14．4／． 2／3残存、色調赤相島

57 4 22 H 14区　　 044　 西岸、G L－10 0 cm 、青灰粘 黒色土器 杯 5．6／12．2／． 2／3残存、色調黒色
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57 42 3 H 14区　　 044　 西岸、G L－10 0c m 、青灰粘 弥生土器 器台 10．8／6．6／1 1．5 1／2残存、色調灰褐色

57 42 4 H 14区　 0 44　 西岸、G L－10 0c m 、育灰粘 弥生土器 器台 ．／．／． 色調黄褐色

57 42 5 H 14区　　 044　 G L－10 0c m 、青灰粘 土師器 高坪 16．0／16．7 12．4 2／3残存、色調明茶色

57 42 6 H 14区　　 044　 西岸、G L－10 0c m 、育灰粘 土師器 高杯 ．／17．2／． 色調橙褐色

57 42 7 H 14区　　 044　 G L－10 0c m 、青灰粘 土師器 高杯 ．／13．3／． 色調橙褐色

57 42 8 H 14区　　 044　 G L－10 0c m 、黒色土 土師器 手づくね土器 7．8／5．8／． ほぼ完形、色調明橙色

57 42 9 H 14区　 0 44　 西岸、G L－10 0c m 、青灰粘 土師器 手づくね土器 5．1／6．2／3．9 5／6残存、色調黄褐色

57 43 0 H 14区　　 044　 G L－10 0c m 土師器 手づくh土器 3．6／4．0／． 3／5残存、色調黄褐色

57 43 1 H 14区　　 044　 G L－10。c m 土師器 手づくね土器 3．3／3．3／1．6 1／2残存、色調黄相島

57 43 2 H 14区　　 044　 西岸、G L－10 0c m 、青灰粘 土師器 手づくね土器 3．a 8 ．7／－ 7／8残存、色調橙褐色

57 43 3 H 14区　　 044　 西岸、G L－10 0c m 土師器 手づくね土器 2．0／4．6／． 1／2残存、色調明茶色

58 86 43 4 H 14区　 0 44　 部材周辺土器 須恵器 ハソウ ．／．／． 色調灰色

58 43 5 H 14区　　 044　 部材下部土器 土師器 妻 ．／17．2／． 色調橙褐色

58 43 6 H 14区　 。44　 部材下部土器 土師器 妻 ．／15．2． 色調茶褐色

58 43 7 H 14区　　 044　 部材下部土器 土師器 書 ．／13．0／． 色調瀬褐色

58 43 8 H 14区　 0 44　 部材下部土器 土師器 翌 ．／．／． 色調黄褐色

58 86 43 9 H 14区　　 044　 部材下部土器 土師器 4咄 壷 ．／．／． 色調明橙色

58 86 44 0 H 14区　　 044　 部材下部土器 土師器 鉢 6．3／13．1／6．6 ほぼ完形、色調灰褐色

58 86 44 1 H 14区　 0 44　 部材下部土器 土師器 杯 4．9／1 1．2／． 3／4残存、色調黄相島

58 44 2 H 14区　　 044　 部材下部土器 土師器 杯 5．2／13．4／． ほぼ完形、色調茶色

58 86 44 3 H 14区　 。44　 部材下部土器 土師器 杯 5．7／13．3／． 色調灰相島

58 86 44 4 H 14区　　 044　 部材下部土器 土師器 高坪 －／－／－ 色調瀬橙色、

ヘラ描書の文様あり

58 86 小15 H 14区　　 044　 西岸、G L－1 10c m 、黒色土 土師器 療 ．／17．0／． 色調黄褐色

58 44 6 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色士 土師器 婁 ．／16．5／． 色調赤褐色

58 44 7 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 妻 ．／16．2／． 色調灰褐色

58 小18 H 14区　　 044　 G L－12。c m 、黒色土 土師器 妻 ．／16．0／． 色調茶褐色

58 86 44 9 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 書 ．／16．0／． 色調黄褐色

59 86 45 0 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 翌 30．7／14．3／． 1／2残存、色調灰褐色

59 45 1 H 14区　 0 44　 G L－12 0c m 、黒色士 土師器 壷 ．／15．8／． 色調灰褐色

59 45 2 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 壷 ．／16．5／． 色調橙褐色

59 45 3 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 望 ．／14．3／． 色調橙褐色

59 45 4 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 壷 ．／15．4／． 色調黄褐色

59 45 5 H 14区　　 044　 G L－12。c m 、黒色土 土師器 ∃互 ．／13．1／． 色調灰相島

59 45 6 H 14区　 0 44　 G L－1 10c m 、黒色土 土師器 壷 －／14．6／－ 色調黄褐色

59 45 7 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 翌 ．／12．0／． 色調灰褐色

59 45 8 H 14区　 0 44　 部材下部、G L－12 0c m 、砂質土 土師器 壷 ．／12．0／． 色調灰褐色

59 86 45 9 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 小軌 底壷 11．5／9．5／． 9／1。残存、色調黄褐色

59 46 0 H 14区　　 044　 G L－12。c m 、黒色土 土師器 小数は壷 11．5／11．4／． 1／2残存、色調黄褐色

59 86 46 1 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 4也姐壷 9．5／9．0／． 色調黄褐色

59 46 2 H 14区　　 044　 西岸、G L－12 0c m 土師器 小数 底壷 ．／9．0／． 色調黄褐色

59 46 3 H 14区　 0 44　 G L－12 0c m 、黒色士 土師器 4蜘 壷 12．5／9．0／． 色調黄褐色

59 46 4 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 小靴 底塵 9．6／9．6／． 3／5残存、色調橙褐色

59 46 5 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 小塾は壷 8．1／7．6／． 2／5残存、色調灰褐色

59 86 46 6 H 14区　　 044　 G L－12 0c m 、黒色土 土師器 4也旭壷 7．9／8．0／． ほぼ完形、色調黄褐色

59 46 7 H 14区　　 044　 G L－12。c m 、黒色土 土師器 小醐慮壷 ．／．／． 色調黄相島

59 46 8 H 14区　　 044　 西岸、G L－12 0c m 土師器 4也旭壷 －／－／－ 色調灰褐色

114



遺物観察表

挿図
（FlG ．）

図版
（PL．）

番号 地区 ．層位 ．遺構 遺物の
種猥

器形 法量
（器討口勧直径（cm））

特徴 備考

59 4 69 H 14区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 4也 應壷 11．0／8．1／． 完形、色調灰褐色

59 4 70 H 14区　 0 44　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 鉢 ．／14．0／． 色調明橙色

59 4 71 H 14区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 杯 ．／13．6／． 色調茶褐色

59 8 6 4 72 H 14区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 杯 6．1／13．7／． 1／4残存、色調黄褐色

60 4 73 H 14区　 0 44　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 杯 5．0／1 1．1／6．8 2／3残存、色調橙褐色

60 4 74 H 14区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 鉢 6．8／13．2／． 1／3残存、色調黄褐色

60 4 75 H 14区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 鉢 ．／13．7／． 色調灰褐色

6。 4 76 H 14区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 鉢 ．／13．4／． 色調灰褐色

6。 8 7 4 77 H 14区　　 044　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 高杯 14．1／17．。／13．2 2／3残存、色調赤相島

60 8 7 4 78 H 14区　　 044　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 高坪 14．1／17．。／11．6 1／2残存、色調赤褐色

60 8 7 4 79 H 14区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 高杯 14．0／18．1／1 1．6 ほぼ完形、色調茶褐色

60 4 80 H 14区　 0 44　 部材下部、G L－12 0c m 、砂質士 土師器 高杯 ．／．／16．2 色調赤褐色

60 4 81 H 14区　　 044　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 高坪 ．／15．5／． 色調橙褐色

6。 4 82 H 14区　 0 44　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 高杯 ．／17．2／． 色調橙褐色

60 4 83 H 14区　　 044　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 高坪 ．／17．8／． 色調灰褐色

60 4 84 H 14区　　 044　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 高杯 ．／17．1／． 色調茶褐色

60 4 85 H 14区　 0 44　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 高杯 ．／18．0／． 色調灰褐色

60 4 86 H 14区　　 044　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 高坪 ．／17．8／． 色調明橙色

60 4 87 H 14区　 。44　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 高杯 ．／18．5／． 色調灰褐色

6。 4 88 H 14区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 高杯 ．／19．0／． 色調黄褐色

6。 4 89 H 14区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 高杯 ．／25．3／． 色調黄相島

60 8 7 4 90 H 14区　　 044　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 高坪 ．／19．6． 色調灰褐色

60 4 91 H 14区　　 044　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 台付杯 ．／8．8／． 色調灰褐色

60 8 7 4 92 H 14区　 。44　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 手づくね土景 2．9／4．3／」 色調茶色

60 4 93 H 14区　　 044　 西岸、G L－12 0 cm 土師器 手づくね土着 ．／．／4．8 色調茶褐色

6。 8 7 4 94 H 14区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 ヨ王 23．1／11．2／． 2／3残存、色調褐色

60 4 95 H 14区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 書 ．／15．0／． 色調黄褐色

60 4 96 H 14区　　 044　 G L－1 20 cm 、黒色土 土師器 痩 ．／24．2／． 色調黄褐色

61 4 97 H 14区　 0 44　 床面土器溜まり 土師器 書 ．／20．0／． 色調灰褐色

61 8 7 4 98 H 14区　　 044　 床面土器溜まり 土師器 壷 16．1／2 4．3／13．1 1／3残存、色調橙褐色

61 4 99 H 14区　 。44　 床面土器溜まり 土師器 ∃亘 ．／12．4／． 色調橙褐色

61 8 7 5 00 H 14区　　 044　 床面土器潜まり 土師器 鉢 13．6／17．1／． 色調黄灰色

61 8 7 5。1 H 14区　 。44　 床面土器溜まり 土師器 鉢 6．8／1 1．1／． 1／2残存、色調灰相島

61 5 02 H 14区　　 044　 床面土器溜まり 土師器 鉢 6．1／2。．0／． 1／2残存、色調橙褐色

61 8 7 5 03 H 14区　　 044　 床面土器溜まり 弥生土器 痩 28．2／18．2／5．6 ほぼ完形、色調暗褐色

61 8 7 5 04 H 14区　　 044　 床面土器溜まり 弥生土器 長頸童 ．／．／． 色調灰褐色

61 5 05 H 14区　　 044　 床面土器溜まり 土師器 鉢 ．／．／5．2 色調橙褐色

61 5。6 H 14区　　 044　 床面土器溜まり 土師器 台付鉢 ．／．／． 色調淡褐色

61 8 7 5 07 H 14区　　 044　 床面土器溜まり 土師器 器台 18．。／16．0／15．0 5／6残存、色調黄褐色

62 5 08 G 15区　　 044　 G L－4 0c m 須恵器 杯身 4．7／12．1／． 7／8残存、色調明橙色

62 5 09 G 15区　　 044　 G L－5 0c m 須恵器 杯身 5．5／12．2／． 2／3残存、色調灰色

62 5 10 G 15区　　 044　 G L－5 0c m 土師器 凄 ．／23．8／． 色調橙褐色 赤焼土器

62 5 11 G 15区　　 044　 G L－4 0c m 土師器 高杯 ．／17．6／． 色調湧褐色

62 5 12 G 15区　　 044　 G L－5 0c m 土師器 高杯 ．／9．6／． 色調減褐色

62 5 13 H 15区　　 044　 G L－5。c m 土師器 手づくね土思 3．6／4．0／4．6 ほぼ完形、色調黄褐色

62 5 14 G 15区　 0 44　 東岸土器溜まり 須恵器 杯身 4．5／1 1．8／． 色調灰色
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62 88 5 15 G 15区　 0 44　 東岸土器潜まり　　　　　 NO ．13 須恵器 ハソウ ．／．／． 色調灰色

62 88 5 16 G 15区　 。44　 東岸土器溜まり 土師器 妻 27．4／15．3／． ほぼ完形、色調黄褐色

62 88 5 17 G 15区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．09 土師器 壷 12．9／10．3／． ほぼ完形、色調灰白色

62 88 5 18 G 15区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．1 0 土師器 小数 底壷 8．2／6．8／． 1／2残存、色調責橙色

62 88 5 19 G 15区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．02 土師器 4咄 壷 10．5／8．3／． 1／2残存、色調灰白色

62 88 52 0 G 15区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．18 土師器 小靴 底塵 8．2／7．7／． ほぼ完形、色調橙色

62 88 52 1 G 15区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．17 土師器 鉢 9．6／1 1．2／． ほぼ完形、色調赤褐色

62 88 52 2 G 15区　 0 44　 東岸土器潜まり　　　　　 NO ．05 土師器 鉢 8．3／12．8／． ほぼ完形、色調橙色

62 88 52 3 G 15区　 。44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．04 土師器 杯 7．2／13．3／． 5／6残存、色調明相島

62 88 52 4 H 15区　　 044　 西岸土器溜まり 土師器 坪 5．8／15．8／－ 1／4残存、色調橙褐色

62 88 52 5 G 15区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．12 土師器 鉢 6．2／13．2／．
ほぼ完形、色調黄褐色、
鹿部に木の葉の圧痕

62 88 52 6 G 15区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．07 土師器 鉢 6．3／10．0／． 完形、色調赤相島

62 88 52 7 G 15区　 0 44　 東岸土器潜まり　　　　　 NO ．06 土師器 鉢 5．3／10．0／． ほぼ完形、色調赤褐色

62 52 8 G 15区　 。44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．03 土師器 吉杯 ．／17．4／． 色調黄橙色

62 52 9 G 15区　 0 44　 東岸土器溜まり　　　　　 NO ．19 土師器 高坪 ．／．／13．1 色調橙褐色

63 53 0 G 15区　 0 44　 東岸、G L－60～7 0cm 須恵器 杯身 4．4／1 1．2／． 色調灰色

63 53 1 G 15区　 0 44　 東岸、G L－60～7 0cm 土師器 壷 ．／10．8／． 色調暗褐色

63 53 2 G 15区　 0 44　 東岸、G L－60～7 0cm 土師器 凄 ．／17．6／． 色調橙褐色

63 53 3 G 15区　　 044　 G L－60 cm 土師器 望 ．／．／． 色調赤褐色

63 53 4 H 15区　　 044　 G L－60 cm 土師器 4咄 壷 ．／．／． 色調灰褐色

63 53 5 G 15区　 0 44　 東岸、G L－60～7 0cm 黒色土器 杯 5．7／14．7／． 3／4残存、色調黒色

63 53 6 G 15区　 0 44　 東岸、G L－60～7 0cm 黒色土器 坪 －／15．0／－ 色調黒色

63 53 7 G 15区　　 044　 G L－70 cm 土師器 高杯 ．／15．4／． 色調橙色

63 88 53 8 G 15区　　 044　 G L－70 cm 土師器 手づくね土器 4．1／4．2／． ほぼ完形、色調茶褐色

63 53 9 G 15区　　 044　 G L－70 cm 土師器 手づくね土器 4．2／5．2／2．3 1／2残存、色調褐色

63 88 54 0 H 15区　　 044　 G L－60 cm 土師器 手づくね土器 2．8／3．0／． 完形、色調灰褐色

63 89 54 1 H 15区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 坪蓋 4．4／13．5／． 4／5残存、色調灰色

63 89 54 2 H 15区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 杯蓋 4．3／13．8／． 色調灰色

63 89 54 3 H 15区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 杯身 4．3／1 1．6／． 1／3残存、色調黄褐色 赤焼土器

63 89 54 4 H 15区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 坪身 4．7／12．1／． ほぼ完形、色調灰色

63 89 54 5 H 15区　 0 44　 西岸土器溜まり　　　　　 NO ．63 須恵器 杯身 4．8／1 1．6／． ほぼ完形、色調灰色

63 89 54 6 H 15区　　 044　 西岸土器潜まり 須恵器 杯身 5．0／1 1．6／． 1／3残存、色調灰色

63 89 54 7 H 15区　 。44　 西岸土器溜まり 須恵器 杯身 4．4／12．9／． 色調灰色

63 54 8 H 15区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 壷 －／－／－ 色調灰色

63 89 54 9 H 15区　　 044　 西岸土器溜まり 須恵器 療 58．7／2 3．4／． 色調灰色

63 89 55 0 H 15区　 0 44　 西岸土器溜まり　　　　　 NO ．72 土師器 甑 27．5／2 3．6／． 完形、色調沸橙色

63 89 55 1 H 15区　　 044　 西岸土器潜まり 土師器 高坪 ．／．／11．7 色調橙褐色

63 89 55 2 H 15区　 0 44　 西岸土器溜まり 土師器 小数は壷 10．1／10．8／． 1／3残存、色調茶褐色

64 55 3 G 15区　 0 44　 G L－80 cm 、黒色土 須恵器 書 ．／24．0／． 色調灰色

64 55 4 G 15区　 0 44　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 痩 ．／21．4／． 色調黄褐色、擬格子叩き

64 55 5 H 15区　　 044　 西岸、G L－10。c m 、青灰粘 土師器 書 36．3／2 1．0／．
ほぼ完形、色調薫灰色、
擬格子叩き

64 55 6 G 15区　 0 44　 西岸、G L－60～7 0cm 、黒色土 土師器 甑 ．／37．6／1 2．0 色調褐色

64 55 7 G 15区　 0 44　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 甑 ．／．／12．4 色調褐色

64

89

55 8 H 15区　　 044　 G L－80 cm 土師器 妻 ．／16．8／． 色調黄橙色

64 55 9 H 15区　 。44 土師器 壷 20．0／14．4／． ほぼ完形、色調橙相島

64 56 0 H 15区　　 044 土師器 婁 －／17．2／－ 色調黄褐色
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64 8 9 5 61 H 15区　　 044　　　　　　　　　　　　　　 NO ．109 土師器 妻 29．7／16．7／． ほぼ完形、色調淡黄褐色

65 5 62 H 15区　　 044 土師器 ヨ王 15．。／13．6／． 2／3残存、色調橙褐色

65 8 9 5 63 H 15区　　 044 土師器 壷 13．。／13．3／． 1／2残存、色調黄褐色

65 8 9 5 64 H 15区　　 044　　　　　　　　　　　　　　 NO ．105 土師器 小数 底童 11．4／9．9／． ほぼ完形、色調灰褐色

65 5 65 H 15区　 0 44　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 4哩丸底壷 10．9／9．5／． 1／2残存、色調灰褐色

65 8 9 5 66 H 15区　　 044　　　　　　　　　　　　　　 NO ．122 土師器 小数岨壷 9．6／8．7／」 口録一部欠損、色調黄褐色

65 5 67 H 15区　　 044　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 小勤は童 9．7／1。．6／． 1／6残存、色調灰褐色

65 5 68 H 15区　　 044　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 4融 壷 8．4／10．8／． 1／4残存、色調灰褐色

65 8 9 5 69 G 15区　 0 44　 G L－8。c m 、黒色土 土師器 小凱 底童 9．3／9．3／」 ほぼ完形、色調灰褐色

65 9 0 5 70 H 15区　　 044　　　　　　　　　　　　　　 NO ．111 土師器 4蜘 壷 9．8／8．9／」 ほぼ完形、色調茶褐色

65 9 0 5 71 H 15区　　 044 土師器 小靴 底童 8．6／7．9／」 1／2残存、色調黄褐色

65 9 0 5 72 H 15区　　 044　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 4哩丸底壷 ．／．／． 色調灰褐色

65 9 0 5 73 H 15区　　 044 土師器 4也 應壷 7．0／6．8ト 完形、色調黄褐色

65 9 0 5 74 H 15区　　 044　 G L－8。c m 、黒色土 土師器 小凱 底童 6．3／8．1／． 3／4残存、色調灰褐色

65 5 75 H 15区　　 044　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 4也鳩壷 5．5／6．0ん 色調赤褐色

65 5 76 G 15区　 0 44　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 鉢 17．7／17．4／． 色調橙褐色

65 9 0 5 77 H 15区　 0 44　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 甑 16．9／14．1／． 5／6残存、色調灰褐色

65 9 0 5 78 H 15区　　 044　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 鉢 9．6／14．6／． 2／3残存、色調茶褐色

65 9 0 5 79 H 15区　 。44 土師器 鉢 7．3／1 6．0／． ほぼ需形、色調茶褐色

65 5 80 H 15区　　 044 土師器 鉢 6．2／12．0／． 7／8残存、色調橙褐色

65 9 0 5 81 H 15区　　 044　 G L－8。c m 、黒色土 土師器 杯 4．4／9．4√ 色調黄相島

65 9 0 5 82 H 15区　　 044 土師器 鉢 7．9／14．0／． 3／5残存、色調黄褐色

65 9 0 5 83 H 15区　　 044　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 鉢 7．4／15．4／． ほぼ完形、色調茶褐色

65 5 84 G 15区　 0 44　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 杯 ．／14．0／． 色調暗褐色

65 5 85 H 15区　　 044　　　　　　　　　　　　　　 NO ．108 土師器 高坪 ．／17．4／． 色調灰褐色

65 9 0 5 86 H 15区　　 044 土師器 高杯 10．2／15．2／12．2 4／5残存、色調灰褐色

65 9 0 5 87 H 15区　　 044 土師器 高坪 ．／．／11．7 色調橙褐色

65 9 0 5 88 H 15区　　 044 土師器 高杯 ．／．／11．2 色調明橙色

65 9 0 5 89 H 15区　　 044　　　　　　　　　　　　　　　 NO ．107 土師器 高杯 ．／．／14 ．0 色調黄褐色

65 9 0 5 90 H 15区　　 044　　　　　　　　　　　　　　 NO ．106 土師器 高坪 ．／．／13．6 色調茶褐色

66 9 1 5 91 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 須恵器 横瓶 28．3／12．3／． 色調暗灰色

66 5 92 H 16区　　 044　 G L－5 0c m 須恵器 妻 ．／25．1／． 色調暗褐色

66 5 93 H 16区　　 044　 G L－4。c m 須恵器 奮 ．／．／． 色調灰色

66 5 94 H 16区　　 044　 西岸大木上面 陶質土器 婁 ．／．／． 色調灰白色

66 5 95 l16区　　 044　 大木 土師器 痩 ．／19．5／． 色調暗褐色

66 9 1 5 96 H 16区　　 044 土師器 書 ．／16．4／． 色調茶褐色

66 9 1 5 97 H 16区　　 044　 西岸大木上面 土師器 妻 ．／17．8／． 色調黄褐色

66 5 98 H 16区　 0 44　 西岸、G L－50 cm 土師器 ∃亘 ．／．／． 色調褐色

66 5 99 H 16区　　 044　 西岸大木上面 土師器 書 ．／．／． 色調灰褐色

66 6 00 H 16区　　 044 土師器 鉢 ．／11．9／． 色調灰褐色

66 9 1 6 01 H 16区　 0 44　 西岸、G L－20～6 0c m 、暗褐色粘 土師器 4哩丸底壷 9．5／1 1．2／． ほぼ完形、色調橙褐色

66 6 02 H 16区　　 044　 G L－4 0c m 土師器 鉢 ．／8．9／． 色調減褐色

66 6 03 H 16区　　 044　 G L－5 0c m 土師器 杯 5．6／12．9／． 1／2残存、色調淡褐色

66 6 04 l16区　　 044　 西岸、G L－20～6 0c m 、暗褐粘 弥生土器 高杯 ．／．／15 ．7 色調明褐色

66 9 1 6。5 H 16区　 。44　 西岸大木上面 弥生土器 器台 8．7／1。．8／9．3 7／8残存、色調橙相島

67 9 1 6 06 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 婁 ．／21．0／． 色調橙褐色
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67 9 1 60 7 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 妻 17．8／11．7／． 2／3残存、色調橙褐色

67 9 1 6。8 l16区　 。44　 西岸大木周辺 土師器 妻 19．0／14．3／． 3／4残存、色調明橙色

67 9 1 60 9 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 壷 29．0／17．4／． 1／2残存、色調橙褐色

67 6 10 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 翌 13．2／11．9／． 1／2残存、色調灰褐色

67 6 11 l16区　　 044　 大木周辺 土師器 壷 ．／10．6／． 色調明褐色

67 6 12 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 壷 ．／8．8／． 色調灰褐色

67 6 13 l16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 望 ．／11．6／． 色調橙褐色

67 9 1 6 14 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 4咄 壷 10．2／10．5／． 2／3残存、色調橙褐色

67 6 15 H 16区　 。44　 西岸大木周辺 弥生土器 杓子型土器 ．／．／． 色調明茶色

67 6 16 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 有孔鉢 11．1／14．9／－ ほぼ完形、色調褐色

67 6 17 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 鉢 6．4／12．8／． 2／5残存、色調橙褐色

67 6 18 H 16区　 0 44　 西岸大木周辺 土師器 鉢 ．／．／． 色調橙褐色

67 6 19 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 鉢 8．5／17．7／． 1／4残存、色調橙褐色

67 62 0 H 16区　 0 44　 G L－60 cm 、西岸大木周辺 土師器 吉杯 ．／17．5／． 色調橙褐色

67 9 1 62 1 H 16区　　 044　 G L－60 cm 、西岸大木周辺 土師器 高坪 ．／17．5／． 色調橙褐色

67 9 1 62 2 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 高杯 ．／．／14．1 色調橙褐色

67 9 1 62 3 H 16区　 0 44　 西岸大木周辺 土師器 高杯 ．／．／11．4 色調橙褐色

67 9 1 62 4 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 高坪 ．／．／12．0 色調灰色

67 9 1 62 5 H 16区　 0 44　 西岸大木周辺 土師器 高杯 ．／．／13．8 色調橙褐色

67 9 1 62 6 H 16区　　 044　 G L－60 cm 、西岸大木周辺 土師器 高杯 ．／．／12．3 色調橙褐色

67 62 7 H 16区　 。44　 西岸大木周辺 土師器 高杯 ．／．／． 色調橙相島

67 62 8 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 高坪 －／－／－ 色調橙褐色

67 62 9 H 16区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 器台 ．／．／． 色調黄褐色

68 63 0 H 16区　　 044　 G L－60 cm 須恵器 杯身 3．6／1 1．8／． 1／4残存、色調暗相島

68 63 1 H 16区　　 044　 G L－60 cm 須恵器 坪身 ．／12．5／． 色調灰色

68 92 63 2 H 16区　　 044　 G L－60 cm 須恵器 杯身 4．7／12．7／． 色調黄褐色

68 63 3 H 16区　　 044　 G L－60 cm 須恵器 坪身 4．7／12．7／． 色調瀬褐色

68 63 4 H 16区　　 044　 G L－60 cm 須恵器 高杯 ．／．／． 色調灰色

68 63 5 H 16区　　 044　 G L－60 cm 須恵器 ハソウ ．／．／． 色調灰色

68 92 63 6 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 凄 ．／18．3／． 色調褐色

68 92 63 7 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　 NO ．19 土師器 奮 19．8／14．7／． 口縁一部欠損、色調黄褐色

68 63 8 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 妻 ．／16．6／． 色調褐色

68 63 9 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 壷 ．／10．1／． 色調灰相島

68 64 0 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 婁 －／19．4／－ 色調灰褐色

68 64 1 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 療 ．／20．0／． 色調灰褐色

68 64 2 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 婁 ．／15．8／． 色調灰褐色

68 64 3 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．2 土師器 妻 ．／15．4／． 色調暗褐色

69 92 64 4 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　 NO ．5、34、37 土師器 秦 31．0／19．6／． 2／3残存、色調黄褐色

69 64 5 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 書 ．／16．8／． 色調茶褐色

69 64 6 G 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 痩 ．／17．6／． 色調灰褐色

69 64 7 G 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 書 ．／14．4／． 色調灰褐色

69 64 8 G 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 凄 ．／13．8／． 色調灰褐色

69 92 64 9 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　 NO ．8 土師器 奮 17．9／16．6／3．1 口縁一部欠損、色調橙褐色

69 92 65 0 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．25 土師器 妻 20．6／14．2／． 口縁一部欠損、色調茶褐色

69 92 65 1 l16区　　 。44　 大木上面 土師器 壷 ．／14．3／． 色調橙相島

69 65 2 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．14 土師器 婁 －／－／3．0 色調褐色
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69 6 53 H 16区　　 044　 西岸土器溜まり　　　　　 NO ．4 1 土師器 妻 19．4／13．1／． 1／3残存、色調黄褐色

69 6 54 H 16区　 0 44　 G L－6。c m 、西岸大木 土師器 秦 ．／15．8／． 色調灰褐色

69 6 55 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．0 3 土師器 書 ．／．／． 色調黄褐色

70 6 56 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 痩 ．／．／． 色調黄褐色

70 6 57 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 甑 ．／27．2／． 色調灰褐色

70 6 58 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 甑 ．／．／． 色調灰褐色

70 6 59 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 甑 ．／．／． 色調橙褐色

7。 6 60 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 甑 ．／．／． 色調灰褐色

7。 6 61 H 16区　　 044　 G L－6。c m 土師器 甑 ．／．／． 色調灰相島

70 6 62 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 甑 ．／．／． 色調橙褐色

70 6 63 H 16区　　 044　 西岸大木上面、G L－60c m 土師器 二重日録童 ．／18．6／． 色調橙褐色

70 6 64 G 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 二重日録壷 ．／18．0／． 色調暗褐色

70 6 65 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 二重日録壷 ．／21．1／． 色調暗褐色

7。 6 66 G 16区　　 044　 G L－6。c m 土師器 二重口絵童 ．／18．4／． 色調黄褐色

70 6 67 G 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 二重瑚睦 ．／．／． 色調黄褐色

70 6 68 H 16区　　 044　 西岸土器溜まり　　　　　 NO ．5 土師器 翌 ．／．／． 色調黄褐色

70 6 69 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　 NO ．9 土師器 壷 ．／．／． 色調橙褐色

71 6 70 G 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 壷 ．／14．2／． 色調茶褐色

71 6 71 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 ∃亘 ．／14．6／． 色調灰褐色

71 6 72 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．0 5 土師器 壷 ．／14．8／． 色調減橙褐色

71 9 2 6 73 l16区　　 。44　 大木　　　　　　　　　　 NO ．0 4 土師器 ∃三 24．8／12．。／． ロ線一部欠損、色調橙褐色

71 6 74 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 、西岸大木 土師器 壷 ．／13．0／． 色調暗褐色

71 6 75 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．17 土師器 翌 ．／11．7／． 色調褐色

71 6 76 l16区　 。44　 大木　　　　　　　　　 NO ．1、10 土師器 壷 15．7／9．4／． 3／5残存、色調黄褐色

71 6 77 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 壷 ．／11．5／． 色調暗褐色

71 9 2 6 78 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　 NO ．2 1 土師器 小凱 底童 9．7／8．3／」 3／5残存、色調茶褐色

71 6 79 l16区　　 044　 西岸大木上面、土器取り上げG L．6 0c m 土師器 4也鳩壷 9．2／9．6ん 1／4残存、色調暗褐色

71 9 2 6 80 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．12 土師器 小数 底童 8．4／1 1．5／． ほぼ完形、色調橙褐色

71 6 81 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　 NO ．15 土師器 4哩丸底壷 8．1／9．4／」 1／3残存、色調暗褐色

71 6 82 G 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 小数は壷 9．7／10．7／． 5／6残存、色調灰褐色

71 9 2 6 83 l16区　 。44　 大木　　　　　　　　　 N0 ．2。 土師器 小勤は童 10．。／8．5／． 口縁一部欠損、色調黄褐色

71 6 84 G 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 4也鳩壷 ．／．／． 色調茶褐色

71 6 85 H 16区　　 044　 G L－6。c m 土師器 小凱 底童 ．／．／． 色調茶相島

72 6 86 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．16 土師器 壷 ．／15．4／． 色調減褐色

72 6 87 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 翌 ．／．／． 色調茶褐色

72 9 2 6 88 H 16区　　 044 弥生土器 二重日録壷 43．7／3 1．7／． 日録一部欠損、色調灰褐色

72 6 89 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．14 土師器 壷 ．／．／． 色調減褐色

72 6 90 H 16区　　 044　 G L－6。c m 土師器 鉢 ．／19．6／． 色調暗褐色

72 6 91 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 鉢 ．／13．4／． 色調黄褐色

72 9 2 6 92 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．7 土師器 鉢 13．2／13．。／． 5／6残存、色調橙相島

72 6 93 H 16区　　 044　 西岸土器溜まり　　　　　 NO ．4 1 土師器 鉢 ．／12．8／． 色調黄褐色

72 6 94 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 鉢 ．／12．0／． 色調明茶色

72 6 95 l16区　 。44　 大木　　　　　　　　　 NO ．2 9 土師器 鉢 ．／．／． 色調灰褐色

72 9 2 6 96 H 16区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 鉢 ．／10．8／． 色調黄褐色

72 6 97 H 16区　　 044　 G L－6。c m 土師器 杯 6．3／1 1．6／． 3／4残存、色調灰相島

72 6 98 H 16区　 0 44　 土器取り上げG L－6 0cm 土師器 台付鉢 ．／．／． 色調橙色
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73 92 69 9 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．3 1 土師器 鉢 6．9／18．6／． 口縁一部欠損、色調橙褐色

73 7。0 H 16区　 0 44　 西岸土器溜まり、G L－6 0c m 土師器 杯 5．7／13．5／． 2／3残存、色調灰褐色

73 70 1 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 坪 6．2／12．8／． 1／2残存、色調明褐色

73 92 70 2 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 高杯 14．0／18．4／12．2 1／2残存、色調灰褐色

73 92 70 3 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 高杯 13．7／19．5／12．0 7／8残存、色調灰褐色

73 70 4 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 高杯 ．／16．4／． 色調橙褐色

73 70 5 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 高杯 ．／17．2／． 色調暗褐色

73 70 6 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 高杯 ．／17．5／． 色調暗褐色

73 7。7 l16区　　 。44　 大木　　　　　　　　　　 NO ．32 土師器 高杯 ．／18．8／． 色調橙相島

73 70 8 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 高坪 －／16．3／－ 色調赤褐色

73 70 9 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．28 土師器 高杯 ．／16．3／． 色調黄褐色

73 7 10 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 高杯 ．／14．8／． 色調橙色

73 7 12 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．35 土師器 高坪 ．／．／15．2 色調暗褐色

73 7 13 l16区　 。44　 大木　　　　　　　　　 NO ．22 土師器 吉杯 ．／．／11．9 色調明橙色

73 7 14 l16区　　 044　 土器取り上げG L．60 cm 土師器 高坪 ．／．／16．0 色調暗褐色

73 7 15 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．3 1 土師器 高杯 ．／．／． 色調黄褐色

73 7 16 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　 NO ．06 弥生土器 高杯 ．／．／． 色調瀬黄褐色

73 7 17 l16区　　 044　 大木　　　　　　　　　　 NO ．07 土師器 器台 8．4／8．8／9．8 3／5残存、色調茶褐色

73 7 18 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 器台 ．／．／10．0 色調明橙色

73 7 19 H 16区　 0 44　 土器取り上げG L．60 cm 弥生土器 器台 ．／．／13．4 色調淡黄色

73 72 0 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 手づくね土器 3．6／6．2／． 4／5残存、色調灰相島

73 72 1 H 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 手づくね土器 －／－／－ 色調灰褐色

73 72 2 G 16区　　 044　 G L－60 cm 土師器 手づくね土器 5．2／5．0／3．1 完形、色調灰褐色

74 93 72 3 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 須恵器 杯蓋 4．5／12．8／． 2／3残存、色調灰色

74 93 72 4 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 須恵器 坪蓋 5．1／13．1／． 2／3残存、色調灰色

74 72 5 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 須恵器 杯身 5．4／1 1．6／． 1／5残存、色調灰色

74 93 72 6 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 須恵器 ハソウ ．／．／． 色調灰色

74 93 72 7 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 痩 19．7／15．6／． 7／8残存、色調橙褐色

74 72 8 H 16区　 0 44　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 書 ．／16．5／． 色調茶褐色

74 72 9 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 凄 ．／16．0／． 色調灰褐色

74 93 73 0 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 奮 ．／15．4／． 色調黄灰色

74 93 73 1 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 妻 27．0／17．8／． 3／5残存、色調茶褐色

74 93 73 2 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 壷 ．／15．9／． 色調灰相島

74 73 3 H 16区　 0 44　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 婁 －／17．5／－ 色調明茶色

74 93 73 4 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 療 ．／16．9／． 色調黄褐色

75 73 6 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 壷 ．／．／． 色調橙褐色

75 73 7 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 壷 10．6／13．6／． 2／5残存、色調茶褐色

75 93 73 8 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 小型丸底童 9．6／12．2／． 2／3残存、色調灰褐色

75 93 73 9 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 4蜘 壷 8．9／8．0／． 9／10残存、色調灰褐色

75 93 74 0 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 4哩丸底童 9．0／10．0／． 2／5残存、色調橙相島

75 74 1 H 16区　 0 44　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 小型丸は 8．5／9．7／． 色調茶褐色

75 74 2 H 16区　　 044　 G L－10 0c m 、黒色土 弥生土器 鉢 ．／22．6／． 色調灰褐色

75 93 74 3 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 杯 5．9／13．8／． 2／3残存、色調黄褐色

75 74 4 H 16区　　 044　 G L－70 cm 、青灰粘 土師器 杯 ．／12．8／． 色調橙褐色

75 93 74 5 H 16区　　 044　 G L－80 cm 、黒色土 土師器 杯 5．2／10．1／． 3／4残存、色調灰褐色

75 93 74 6 H 16区　　 044　 堰上面、G L－8 0c m 土師器 高坪 12．9／17．2／10．6 ほぼ完形、色調灰褐色
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75 9 3 74 7 H 16区　　 044　 堰上面、G L－8 0c m 土師器 高坪 ．／17．2／． 色調黄褐色

75 9 3 74 8 H 16区　　 044　 G L－8。c m 、黒色土 土師器 高杯 ．／17．6／． 色調明橙色

75 9 3 74 9 H 16区　　 044　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 高坪 ．／18．4／． 色調橙褐色

75 7 50 H 16区　　 044　 堰上面、G L－8 0c m 土師器 高杯 ．／19．3／． 色調灰褐色

75 7 51 H 16区　　 044　 堰上面、G L－8 0c m 土師器 高杯 ．／19．0／． 色調灰褐色

75 7 52 H 16区　　 044　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 高坪 ．／20．4／． 色調橙褐色

75 9 3 7 53 H 16区　　 044　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 高杯 ．／21．4／． 色調茶褐色

75 9 3 7 54 H 16区　　 044　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 手づくh土昔 3．9／4．0／」 色調黄褐色

75 9 3 7 55 H 16区　　 044　 G L－8。c m 、黒色土 土師器 手づくね土星 3．2／4．5／」 ほぼ完形、色調茶褐色

75 9 3 7 56 H 16区　 0 44　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 手づくね土菩 4．2／4．5／」 1／2残存、色調灰褐色

75 9 3 7 57 H 16区　　 044　 G L－8 0c m 、黒色土 土師器 手づくね土思 ．／．／2．0 色調黄褐色

76 9 4 7 58 H 17区　　 044　 黒色土 陶質土器 書 ．／19．0／． 色調赤灰色

76 9 4 7 59 H 17区　　 044　 黒色土 陶質土器 妻 ．／18．0／． 色調灰白色

76 7 60 H 17区　　 044　 G L－6。c m 須恵器 高杯 ．／．／． 色調黄灰色

76 9 4 7 61 H 17区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 書 ．／15．8／． 色調橙褐色

76 7 62 H 17区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 痩 ．／17．4／． 色調暗褐色

76 7 63 H 17区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 書 ．／18．4／． 色調灰褐色

76 9 4 7 64 H 17区　　 044　 西岸大木 土師器 凄 15．4／10．2／． 3／4残存、色調灰褐色

76 7 65 H 17区　　 044　 G L－6 0c m 土師器 奮 ．／2。．5／． 色調橙褐色

76 7 66 F 17区　　 044　 黒色土 土師器 妻 ．／19．3／． 色調暗褐色

77 9 4 7 67 H 17区　　 044　 G L－6。c m 土師器 奮 ．／．／6．2 色調灰相島

77 7 68 H 17区　　 044　 G L－6 0c m 弥生土器 壷 ．／．／． 色調暗褐色

77 7 69 H 17区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 甑 ．／．／13．0 色調橙褐色

77 7 70 F 17区　 。44　 黒色土 土師器 壷 ．／．／． 色調淡褐色

77 9 4 7 71 H 17区　　 044　 西岸大木 土師器 壷 12．6／9．6／． 口録一部欠損、色調橙褐色

77 9 4 7 72 H 17区　 0 44　 西岸大木 土師器 小凱 底童 10．。／7．8／． ロ線一部欠損、色調茶褐色

77 7 73 H 17区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 杯 5．4／13．8／． 色調明茶色

77 9 4 7 74 H 17区　　 044　 西岸大木 土師器 高杯 ．／15．3／． 色調黄褐色

77 7 75 H 17区　 0 44　 西岸大木周辺 土師器 高杯 ．／．／． 色調明橙色

77 9 4 7 76 H 17区　　 044　 西岸大木周辺 土師器 手づ〈ね土着 4．3／5．5／3．8 ほぼ完形、色調灰褐色

77 9 4 7 77 H 17区　 。44　 西岸大木周辺 土師器 手づくね土景 6．9／6．6／4．4 ほぼ需形、色調黄褐色

77 7 78 H 17区　　 044　 西岸大木 土師器 器台 ．／10．4／． 色調橙褐色

77 9 4 7 79 H 17区　 。44　 西岸大木 土師器 器台 16．4／10．2／12．8 2／3残存、色調橙相島

77 7 80 H 17区　　 044　 G L－7 0c m 、暗灰粘 土師器 婁 ．／20．9／． 色調灰褐色

77 9 4 7 81 H 17区　　 044　 G L－7 0c m 、暗灰粘 土師器 杯 6．5／13．6／． 9／10残存、色調黄褐色

77 7 82 H 17区　　 044　 G L－7 0c m 、暗灰粘 土師器 杯 5．0／12．8／． 色調淡褐色

77 7 83 H 17区　　 044　 G L－7 0c m 、暗灰粘 土師器 高坪 ．／．／． 色調橙褐色

77 7 84 H 17区　　 044　 暗灰粘 土師器 高杯 ．／．／． 色調明橙色

77 9 4 7 85 H 17区　　 044　 G L－7 0c m 、暗灰粘 土師器 4也旭壷 8．6／8．9／」 3／4残存、色調橙褐色

77 7 86 H 17区　　 044　 G L－7 0c m 、暗灰粘 土師器 小数 底童 7．2／9．0／」 色調黄褐色

77 9 4 7 87 H 17区　　 044　 G L－7 0c m 、暗灰粘 土師器 4哩丸底壷 8．6／7．2／」 2／3残存、色調灰褐色

77 9 4 7 88 H 17区　　 044　 G L－7 0c m 、暗灰粘 土師器 小数は壷 8．9／7．7／」 口録一部欠損、色調茶褐色

77 9 4 7 89 H 17区　　 044　 G L－7 0c m 、暗灰粘 土師器 鉢 7．7／1 1．4／． 2／3残存、色調茶褐色

77 9 4 7 90 H 17区　　 044　 G L－7 0c m 、暗灰粘 土師器 手づくh土昔 4．5／6．5／4．3 色調灰褐色

77 9 4 7 91 H 17区　　 044　 G L－7。c m 、暗灰粘 土師器 手づくね土思 2．3／4．5／2．1 ほぼ完形、色調灰褐色

77 9 4 7 92 H 17区　　 044　 時灰粘 土師器 手づくね土菩 2．3／2．9／」 ほぼ完形、色調黄褐色
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80 1 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 須恵器 坪蓋 ．／13．6／． 色調灰褐色

80 95 2 D 2 3区　 162　 l区、黒色粘 須恵器 杯蓋 4．1／13．4／． 5／6残存、色調灰色

80 3 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 須恵器 坪蓋 5．0／12．8／． 1／2残存、色調灰色

80 95 4 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 須恵器 杯身 4．0／10．6／． ほぼ完形、色調灰色

80 95 5 D 2 3区　 162　 一区 須恵器 杯身 4．0／10．8／． 1／2残存、色調灰色

80 95 6 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 須恵器 坪身 4．2／1 1．9／． 1／2残存、色調灰色

80 95 7 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 須恵器 杯身 4．5／13．0／． 1／2残存、色調赤褐色

8。 95 8 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 須恵器 杯身 4．8／1 1．7／． 色調明橙色 赤焼土器

8。 95 9 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 土師器 痩 20．3／16．9／．
ほぼ完形、色調黄褐色、
擬格子叩き

80 10 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 土師器 婁 －／19．2／－ 色調灰褐色

80 1 1 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 土師器 療 12．7／10．6／5．6 5／6残存、色調灰白色

80 12 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 土師器 甑 24．5／2 3．8／9．3 色調瀬黄褐色

80 13 D 2 3区　 162　 黒褐色砂黄土 須恵器 坪蓋 4．9／13．0／． 1／2残存、色調灰色

80 14 E 23区　 162　 ll区、黒色粘 須恵器 杯蓋 4．1／13．8／． 5／6残存、色調黄橙色

80 15 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 須恵器 坪身 4．7／14．0／． 4／5残存、色調灰色

80 16 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　 NO ．17 須恵器 杯蓋 4．2／14．4／． 1／2残存、色調灰色

80 95 17 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　　 NO ．7 須恵器 杯蓋 4．3／14．8／． 3／4残存、色調灰色、
内面に当て員．痘

80 95 18 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　 NO ．4 須恵器 坪身 4．6／1 1．2／． ほぼ完形、色調橙褐色

80 95 19 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　　 NO ．2 須恵器 杯身 4．7／12．0／． 3／5残存、色調灰色

8。 20 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　 NO ．14 須恵器 杯身 4．7／12．2／． 2／5残存、色調灰色

8。 2 1 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　 NO ．4 須恵器 痩 ．／．／． 色調灰色

80 22 D 2 3区　 162　 －l区、黒色粘 須恵器 提瓶 －／－／－ 色調灰色

80 23 D 2 3区　 162　 －l区、暗青灰粘 土師器 療 ．／19．8／． 色調茶褐色

81 95 24 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　　 NO ．15 土師器 婁 35．5／2 0．7／． 日経一部残存、色調黄褐色

81 95 25 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　 NO ．12 土師器 妻 29．3／19．0／10．7 5／6残存、色調黄褐色

81 95 26 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　　 NO ．3 土師器 妻 20．9／17．9／． ほぼ完形、色調橙褐色

81 95 27 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　 NO ．1 1 土師器 書 33．3／2 2．7／． ほぼ完形、色調黄褐色

81 95 28 D 2 3区　 162　 黒色粘　　　　　　　　　 NO ．10 土師器 痩 26．5／2 0．1／． ほぼ完形、色調黄褐色

81 29 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　　 NO ．4 土師器 鉢 ．／15．2／． 色調橙褐色

81 95 30 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　 NO ．4 土師器 鉢 13．1／13．0／． 3／4残存、色調橙色

81 3 1 D 2 3区　 162　 －l区、黒色駕占 土師器 望 ．／．／． 色調黒色

82 32 D 2 3区　 162　 －l区、黒色粘 土師器 壷 ．／12．1／． 色調橙褐色

82 95 33 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　 NO ．1 土師器 鉢 11．5／18．6／． ロ縁一部欠損、色調橙褐色

82 95 34 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　 NO ．13 土師器 鉢 7．5／14．3／－ 2／3残存、色調黄褐色

82 35 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　 NO ．5 弥生土器 鉢 6．0／9．8／5．6 1／2残存、色調淡褐色

82 95 36 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 土師器 手づくね土器 4．9／9．7／． ほぼ完形、色調黄褐色

82 95 37 D 2 3区　 162　　　　　　　　　　　　　　 NO ．9 土師器 鉢 8．8／7．4／． ほぼ完形、色調黄褐色

82 38 D 2 3区　 162　 －l一区、暗育灰粘 須恵器 杯蓋 4．7／13．2／． 1／2残存、色調淡灰色

82 39 D 2 3区　 162　 時青灰粘 須恵器 坪蓋 3．6／13．6／． 1／6残存、色調灰色

82 40 D 2 3区　 162　 時育灰粘 須恵器 杯蓋 3．2／13．6／． 1／3残存、色調灰色

82 4 1 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 須恵器 杯蓋 ．／14．2／． 色調灰色

82 42 D 2 3区　 162　 －l一区、暗育灰粘 須恵器 坪蓋 4．2／14．6／． 3／4残存、色調灰色

82 95 43 D 2 3区　 162　 －l一区、暗育灰粘 須恵器 杯身 3．9／1 1．6／． 3／5残存、色調沸灰色

82 44 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 須恵器 杯身 ．／11．4／． 色調灰色

82 45 D 2 3区　 162　 一区、黒色粘 須恵器 杯身 ．／11．9／． 色調灰色

82 46 D 2 3区　 162　 －l区、暗青灰粘 須恵器 坪身 5．1／12．4／－ 1／2残存、色調灰色
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遺物観察表

挿図
（FlG ．）

図版
（PL．）

番号 地区 ．層位 ．遺構 遺物の
種猥

器形 法量
（器討口勧直径（cm））

特徴 備考

82 4 7 D 2 3区　 162　 黒色粘 須恵器 杯身 4．4／12．8／． 1／3残存、色調灰色

82 9 5 4 8 D 2 3区　 162　 lll区、暗育灰粘 須恵器 杯身 ．／12．7／． 色調淡灰色

82 4 9 D 2 4区　 162　 －l一区、暗青灰粘 須恵器 書 ．／2。．8／． 残存、色調灰色

82 5 0 D 2 3区　 162　 時育灰粘 須恵器 高杯 ．／．／8．7 色調灰色

82 5 1 D 2 3区　 162　 時青灰粘 須恵器 提瓶 ．／9．0／． 色調灰色

82 5 3 D 2 3区　 162　 暗育灰粘 土師器 凄 22．4／16．1／． 4／5残存、色調橙褐色

82 54 D 2 3区　 162　 －l一区、暗青灰粘 土師器 ∃亘 14．9／．／． 色調淡褐色

82 5 5 D 2 3区　 162　 黒色粘 土師器 妻 ．／．／． 色調黄褐色

83 9 6 1 D 7区　　 。。9 須恵器 杯蓋 4．3／1 6．。／． 3／4残存、色調灰色

83 2 D 7区　　 009　　　　　　　　　　　　　　 NO ．1 須恵器 杯蓋 3．9／15．8／． ほぼ完形、色調暗灰色

83 3 D 7区　　 009　　　　　　　　　　　　　　 NO ．2 須恵器 杯蓋 4．1／1 6．。／．
1／2残存、色調灰色、
天井にヘラ吉己号

83 9 6 4 D 7区　　 009 須恵器 杯身 4．5／14．2／． ほぼ完形、色調灰色

83 5 D 7区　　 009 須恵器 杯身 4．1／13．8／． 2／3残存、色調灰色

83 6 D 7区　　 0。9 須恵器 杯身 4．。／13．6／． 3／4残存、色調灰色

83 9 5 7 D 7区　　 009 須恵器 杯身 3．3／13．6／． ほぼ完形、色調灰色

83 8 D 2区　　 00 1　 時灰砂土G L－1 10c m 土師器 痩 ．／14．8／． 色調黄褐色

83 9 D 3～4間　 00 1　 ベルト4層 土師器 高杯 ．／．／17．2 色調橙色

83 10 D 3区　　 00 1　 暗灰砂土、G L－60 cm 須恵器 壷 ．／．／． 色調灰色

83 11 E 4区　　 。01　 西側整地層 土師器 手づくね土景 4．2／3．7／3．0 完形、色調淡橙色

83 12 E 4区　　　　　　 遺構面　　　　　　　　　 住居分か 須恵器 杯身 ．／．／． 色調灰色

83 9 6 14 E 4区　　　　　　 遺構面　　　　　　　　　 住居分か 土師器 小型壷 12．。／12．8／． 色調明橙色

83 9 6 15 E 4区　　　　　　 遺構面　　　　　　　　　 住居分か 土師器 蛸壷 8．9／6．6／」 1／2残存、色調淡橙褐色

83 9 6 16 E 4区　　　　　　 遺構面　　　　　　　　　 住居分か 土師器 杯 5．5／12．1／． ほぼ完形、色調橙褐色

83 9 6 17 E 4区　　　　　　 遺構面　　　　　　　　　 住居分か 土師器 小型壷 11．1／11．1／． 4／5残存、色調橙褐色

83 9 6 18 E 4区　　　　　　 遺構面　　　　　　　　　 住居分か 土師器 手づくね土着 3．2／3．6／3．2 ほぼ完形、色調淡橙褐色

83 9 6 19 E 4区　　　　　　 遺構面　　　　　　　　　 住居分か 土師器 秦 35．1／18．7／． ほぼ完形、色調橙褐色

83 2 0 E 4区　　　　　　 遺構面　　　　　　　　　 住居分か 土師器 甑 28．2／2 7．1／9．7 3／5残存、色調橙褐色

83 2 1 E 4区　　　　　　 遺構面　　　　　　　　　 住居分か 土師器 翌 ．／2。．5／． 色調橙褐色
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SX044出土滑石製臼玉計測表

N O ． 径 （m m ） 厚 さ （m m ）

1 4 ．6 2 ．4

2 6 ．2 3 ．8

3 4 ．0 2 ．7

4 5 ．0 3 ．1

5 6 ．6 2 ．1

6 5 ．5 2 ．8

7 5 ．2 2 ．3

8 4 ．8 2 ．4

9 4 ．4 3 ．7

1 。 5 ．4 2 ．3

1 1 4 ．7 2 ．2

1 2 4 ．8 3 ．0

1 3 4 ．7 2 ．4

1 4 6 ．2 2 ．2

1 5 4 ．8 3 ．0

1 6 5 ．0 1 ．6

1 7 6 ．。 2 ．7

1 8 4 ．6 2 ．5

1 9 4 ．7 2 ．2

2 0 5 ．4 2 ．2

2 1 5 ．6 3 ．8

2 2 5 ．3 2 ．6

2 3 4 ．9 3 ．0

2 4 4 ．3 2 ．0

2 5 4 ．1 2 ．3

2 6 5 ．。 2 ．1

2 7 4 ．6 2 ．7

2 8 4 ．6 2 ．6

2 9 5 ．0 2 ．9

3 0 4 ．4 2 ．9

3 1 5 ．3 2 ．1

3 2 4 ．9 2 ．1

3 3 4 ．9 3 ．8

3 4 5 ．8 3 ．3

3 5 6 ．5 4 ．0

3 6 5 ．8 2 ．7

3 7 3 ．6 2 ．5

3 8 5 ．3 2 ．7

3 9 5 ．0 2 ．8

4 。 4 ．6 2 ．1

4 1 4 ．9 2 ．5

4 2 5 ．3 2 ．3

4 3 5 ．0 2 ．5

4 4 6 ．0 1 ．7

4 5 5 ．0 2 ．7

4 6 4 ．5 2 ．9

4 7 5 ．2 1 ．8

4 8 4 ．8 2 ．5

4 9 5 ．。 3 ．2

5 0 5 ．2 2 ．8

5 1 5 ．4 2 ．6

5 2 4 ．4 1 ．1

5 3 4 ．6 1 ．8

5 4 5 ．5 2 ．。

5 5 5 ．8 2 ．4

5 6 5 ．0 2 ．2

5 7 5 ．4 2 ．1

5 8 4 ．5 1 ．8

5 9 5 ．8 2 ．0

6 0 4 ．5 2 ．6

6 1 4 ．7 1 ．9

6 2 4 ．8 2 ．5

6 3 5 ．9 2 ．0

6 4 4 ．5 2 ．2

6 5 4 ．6 2 ．5

6 6 4 ．1 2 ．7

6 7 5 ．0 2 ．8

6 8 4 ．9 1 ．7

6 9 4 ．7 2 ．5

7 。 5 ．1 2 ．5

7 1 4 ．5 2 ．0

7 2 6 ．1 3 ．1

7 3 4 ．6 2 ．5

7 4 4 ．7 2 ．2

7 5 6 ．1 2 ．7

7 6 4 ．8 2 ．4

7 7 5 ．2 3 ．6

7 8 4 ．9 2 ．6

7 9 5 ．0 2 ．5

8 0 5 ．1 2 ．2

8 1 5 ．4 2 ．6

8 2 3 ．5 1 ．1

8 3 5 ．1 2 ．6

8 4 5 ．2 2 ．5

8 5 5 ．4 2 ．5

8 6 4 ．9 2 ．8

8 7 5 ．1 2 ．7

8 8 6 ．0 3 ．8

8 9 4 ．4 3 ．8

9 。 5 ．1 3 ．9

N O ． 径 （m m ） 厚 さ （m m ）

9 1 5 ．4 3 ．2

9 2 4 ．4 2 ．0

9 3 5 ．8 2 ．5

9 4 5 ．7 3 ．5

9 5 5 ．4 3 ．4

9 6 4 ．4 1 ．6

9 7 4 ．4 3 ．0

9 8 4 ．6 3 ．2

9 9 5 ．6 2 ．6

1 °。 4 ．7 2 ．4

1 0 1 5 ．1 3 ．8

1 0 2 5 ．8 2 ．1

1 0 3 4 ．8 2 ．3

1 0 4 4 ．4 3 ．2

1 0 5 5 ．0 2 ．5

1 0 6 4 ．8 2 ．4

1 °7 5 ．0 2 ．6

1 0 8 5 ．0 2 ．5

1 °9 6 ．0 2 ．3

1 1 0 4 ．7 2 ．0

1 1 1 5 ．3 2 ．4

1 1 2 6 ．0 1 ．8

1 1 3 4 ．5 2 ．6

1 1 4 4 ．9 2 ．5

1 1 5 7 ．4 4 ．6

1 1 6 7 ．0 3 ．7

1 1 7 4 ．6 1 ．5

1 1 8 5 ．5 3 ．8

1 1 9 6 ．0 2 ．0

1 2 0 5 ．0 1 ．7

1 2 1 5 ．5 3 ．2

1 2 2 5 ．1 2 ．3

1 2 3 4 ．4 2 ．6

1 2 4 5 ．3 3 ．5

1 2 5 5 ．0 2 ．2

1 2 6 5 ．0 1 ．9

1 2 7 5 ．4 1 ．7

1 2 8 5 ．6 2 ．9

1 2 9 5 ．0 2 ．2

1 3 0 6 ．1 3 ．7

1 3 1 4 ．7 2 ．8

1 3 2 4 ．4 1 ．4

1 3 3 4 ．6 2 ．7

1 3 4 4 ．8 2 ．4

1 3 5 4 ．5 3 ．5

1 3 6 4 ．4 4 ．4

1 3 7 4 ．6 2 ．5

1 3 8 5 ．0 2 ．8

1 3 9 5 ．2 3 ．0

1 4 0 4 ．8 2 ．9

1 4 1 5 ．0 1 ．8

1 4 2 4 ．8 2 ．2

1 4 3 4 ．8 2 ．8

1 4 4 6 ．0 3 ．0

1 4 5 5 ．5 2 ．7

1 4 6 6 ．1 2 ．6

1 4 7 3 ．7 2 ．4

1 4 8 5 ．0 3 ．0

1 4 9 4 ．7 1 ．6

1 5 0 5 ．6 2 ．2

1 5 1 5 ．2 3 ．6

1 5 2 4 ．3 2 ．3

1 5 3 4 ．9 1 ．4

1 5 4 5 ．2 2 ．6

1 5 5 5 ．8 3 ．0

1 5 6 4 ．9 2 ．8

1 5 7 5 ．4 3 ．0

1 5 8 5 ．1 2 ．8

1 5 9 6 ．0 2 ．0

1 6 0 5 ．2 2 ．4

1 6 1 5 ．0 2 ．0

1 6 2 5 ．3 4 ．9

1 6 3 5 ．4 2 ．0

1 6 4 5 ．1 2 ．5

1 6 5 4 ．7 2 ．4

1 6 6 4 ．0 2 ．1

1 6 7 4 ．9 2 ．7

1 6 8 4 ．8 4 ．1

1 6 9 4 ．8 1 ．7

1 7 0 4 ．9 1 ．8

1 7 1 5 ．4 2 ．4

1 7 2 6 ．2 2 ．6

1 7 3 4 ．5 3 ．7

1 7 4 6 ．5 3 ．0

1 7 5 6 ．8 1 ．9

1 7 6 5 ．3 2 ．1

1 7 7 5 ．6 2 ．7

1 7 8 6 ．6 2 ．1

1 7 9 4 ．2 2 ．0

1 8 0 4 ．1 2 ．7

N O ． 径 （m m ） 厚 さ （m m ）

1 8 1 5 ．5 3 ．0

1 8 2 4 ．8 2 ．5

1 8 3 5 ．1 2 ．3

1 8 4 4 ．2 2 ．6

1 8 5 6 ．8 1．9

1 8 6 4 ．6 2 ．4

1 8 7 4 ．7 2 ．1

1 8 8 5 ．5 2 ．8

1 8 9 5 ．4 3 ．0

1 9 0 6 ．0 3 ．0

1 9 1 3 ．9 2 ．0

1 9 2 4 ．5 2 ．6

1 9 3 6 ．2 3 ．3

1 9 4 6 ．1 3 ．1

1 9 5 4 ．9 2 ．8

1 9 6 4 ．7 2 ．3

1 9 7 5 ．1 2 ．8

1 9 8 5 ．2 2 ．2

1 9 9 4 ．7 1．4

2 0 0 3 ．4 2 ．0

2 0 1 4 ．8 2 ．5

2 0 2 4 ．5 1．4

2 0 3 4 ．3 1．1

2 0 4 4 ．7 2 ．0

2 0 5 3 ．5 2 ．8

2 °6 4 ．3 2 ．4

2 0 7 5 ．0 2 ．8

2 0 8 5 ．4 2 ．7

2 0 9 4 ．4 2 ．4

2 1 0 5 ．3 2 ．2

2 1 1 4 ．5 2 ．8

2 1 2 5 ．0 2 ．5

2 1 3 4 ．7 2 ．0

2 1 4 5 ．2 2 ．6

2 1 5 4 ．9 3 ．0

2 1 6 4 ．8 2 ．3

2 1 7 5 ．1 2 ．8

2 1 8 5 ．4 3 ．0

2 1 9 5 ．0 2 ．2

2 2 0 6 ．0 2 ．1

2 2 1 4 ．6 2 ．2

2 2 2 5 ．0 2 ．3

2 2 3 5 ．1 2 ．3

2 2 4 4 ．8 2 ．5

2 2 5 4 ．8 2 ．5

2 2 6 6 ．7 2 ．4

2 2 7 5 ．7 2 ．5

2 2 8 4 ．8 2 ．4

2 2 9 4 ．7 2 ．5

23 0 5 ．1 2 ．4

23 1 5 ．1 2 ．7

23 2 5 ．1 2 ．5

23 3 5 ．2 3 ．2

23 4 5 ．5 2 ．8

23 5 5 ．1 2 ．5

23 6 4 ．2 2 ．0

23 7 5 ．5 2 ．3

23 8 5 ．4 2 ．3

23 9 4 ．8 2 ．3

24 0 5 ．4 2 ．8

24 1 5 ．0 2 ．5

24 2 4 ．6 2 ．5

24 3 4 ．5 2 ．2

24 4 4 ．9 2 ．3

24 5 5 ．0 2 ．3

24 6 5 ．1 2 ．1

24 7 5 ．0 2 ．2

24 8 4 ．4 2 ．5

24 9 4 ．4 2 ．8

2 5 0 5 ．3 2 ．2

2 5 1 4 ．6 2 ．5

2 5 2 4 ．5 1．7

2 5 3 4 ．7 1．9

2 5 4 4 ．3 2 ．0

2 5 5 5 ．0 2 ．3

2 5 6 4 ．9 2 ．6

2 5 7 5 ．0 1．9

2 5 8 5 ．2 2 ．4

2 5 9 4 ．9 2 ．4

2 6 0 5 ．2 3 ．0

2 6 1 4 ．6 1．5

2 6 2 4 ．6 2 ．2

2 6 3 4 ．6 2 ．7

2 6 4 4 ．7 2 ．2

2 6 5 5 ．4 1．8

2 6 6 4 ．4 2 ．3

2 6 7 5 ．8 1．7

2 6 8 4 ．1 3 ．1

2 6 9 5 ．3 2 ．0

2 7 0 4 ．3 1．8
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N O ． 径 （m m ） 厚さ （m m ）

2 7 1 5．1 2．5

2 7 2 4．8 1．6

2 7 3 5．1 2．2

2 7 4 5．5 2．2

2 7 5 4．2 1．9

2 7 6 4．9 1．9

2 7 7 5．4 2．8

2 7 8 5．1 3．0

2 7 9 4．5 2．3

2 8 0 4．8 2．1

2 8 1 4．4 3．1

2 8 2 4．2 2．6

2 8 3 4．0 2．1

2 8 4 4．8 2．5

2 8 5 5．8 1．9

2 8 6 4．9 2．0

2 8 7 4．6 2．7

2 8 8 4．5 2．0

2 8 9 4．7 2．6

2 9 0 5．6 2．2

2 9 1 4．5 2．0

2 9 2 4．6 2．3

2 9 3 4．2 2．1

2 9 4 4．3 1．7

2 9 5 5．3 1．4

2 9 6 4．3 2．6

2 9 7 3．9 2．5

2 9 8 4．7 2．5

2 9 9 5．4 2．7

3 0 0 5．4 2．8

3 0 1 4．5 2．1

3 0 2 3．6 1．7

3 0 3 6．5 2．1

3 0 4 6．7 1．6

3°5 5．0 3．0

3 0 6 6．3 2．5

3 0 7 5．3 2．8

3 0 8 4．7 2．0

3 0 9 5．6 2．7

3 10 4．6 2．5

3 11 4．5 2．5

3 12 5．0 2．2

3 13 4．9 2．5

3 14 4．0 2．0

3 15 5．3 1．7

3 16 4．5 2．5

3 17 5．4 3．1

3 18 4．5 2．2

3 19 4．6 2．2

3 2 0 5．2 2．1

3 2 1 5．1 2．0

3 2 2 4．6 2．5

3 2 3 5．5 1．5

3 2 4 6．1 2．4

3 2 5 6．4 2．7

3 2 6 6．0 2．2

3 2 7 5．0 2．6

3 2 8 4．9 2．2

3 2 9 4．4 1．8

3 3 0 5．1 2．3

3 3 1 5．5 3．2

3 3 2 5．1 2．5

3 3 3 4．5 1．3

3 3 4 4．9 2．6

3 3 5 5．2 2．2

3 3 6 5．5 2．1

3 3 7 5．2 2．5

3 3 8 6．2 2．3

3 3 9 3．9 2．1

3 4 0 5．2 2．0

3 4 1 4．8 2．5

3 4 2 4．7 2．9

3 4 3 5．2 2．3

3 4 4 5．4 2．8

3 4 5 4．8 2．0

3 4 6 5．0 2．3

3 4 7 5．2 2．3

3 4 8 5．2 2．7

3 4 9 4．7 2．3

3 5 0 5．4 2．4

3 5 1 5．1 5．2

3 5 2 5．1 2．8

3 5 3 4．4 3．6

3 5 4 5．0 1．8

3 5 5 5．2 2．1

3 5 6 6．1 3．1

3 5 7 5．1 2．5

3 5 8 4．2 2．1

3 5 9 4．9 2．4

3 6 0 4．8 2．8

N O ． 径 （m m ） 厚 さ（m m ）

3 6 1 5．3 3 ．。

3 6 2 4．。 3 ．4

3 6 3 5．。 1．8

3 6 4 4．5 2 ．2

3 6 5 5．5 2 ．3

3 6 6 5．8 3 ．4

3 6 7 5．5 2 ．。

3 6 8 4．7 2 ．3

3 6 9 4．5 2 ．4

3 7 0 5．1 2 ．9

3 7 1 6．1 3 ．2

3 7 2 5．0 3 ．4

3 7 3 6．3 3 ．4

3 7 4 4．3 2 ．9

3 7 5 5．1 2 ．5

3 7 6 4．9 1．9

3 7 7 5．2 2 ．4

3 7 8 4．8 2 ．。

3 7 9 5．7 3 ．。

3 8 0 5．4 2 ．9

3 8 1 5．1 2 ．5

3 8 2 5．4 3 ．3

3 8 3 4．8 2 ．6

3 8 4 4．7 2 ．2

3 8 5 5．1 3 ．6

3 8 6 5．7 2 ．3

3 8 7 5．5 1．6

3 8 8 6．0 2 ．2

3 8 9 5．2 2 ．3

3 9 0 5．4 2 ．2

3 9 1 5．7 2 ．7

3 9 2 5．3 2 ．6

3 9 3 5．3 2 ．3

3 9 4 4．6 3 ．2

3 9 5 5．1 2 ．2

3 9 6 4．8 2 ．2

3 9 7 4．6 2 ．4

3 9 8 4．7 3 ．。

3 9 9 4．8 3 ．5

4 0 0 4．4 2 ．5

4 0 1 4．3 2 ．3

4 0 2 5．3 3 ．2

4 0 3 5．4 1．9

4 0 4 5．2 3 ．5

4 0 5 5．。 3 ．1

4 0 6 4．9 2 ．8

4 0 7 5．6 3 ．。

4 0 8 5．。 2 ．1

4 0 9 4．8 2 ．4

4 1 0 4．6 2 ．2

4 1 1 5．3 2 ．1

4 1 2 4．8 2 ．9

4 1 3 5．6 2 ．8

4 1 4 5．2 1．8

4 1 5 5．4 2 ．6

4 1 6 5．2 2 ．1

4 1 7 5．0 2 ．2

4 1 8 4．2 2 ．2

4 1 9 5．1 2 ．8

4 2 0 4．5 2 ．3

4 2 1 4．7 2 ．4

4 2 2 4．9 2 ．4

4 2 3 5．1 2 ．3

4 2 4 4．6 2 ．2

4 2 5 5．。 2 ．1

4 2 6 6．4 5 ．4

4 2 7 7．2 6 ．。

4 2 8 6．3 5 ．2

4 2 9 6．6 5 ．1

4 3 0 7．2 6 ．2

4 3 1 6．6 4 ．2

4 3 2 7．1 3 ．9

4 3 3 7．3 5 ．7

4 3 4 6．4 4 ．8

4 3 5 6．4 6 ．2

4 3 6 6．3 6 ．6

4 3 7 5．9 4 ．9

4 3 8 6．1 4 ．6

4 3 9 6．4 5 ．2

4 4 0 6．7 4 ．5

4 4 1 6．2 3 ．4

4 4 2 7．3 4 ．4

4 4 3 7．1 4 ．7

4 4 4 7．1 4 ．1

4 4 5 6．3 2 ．0

4 4 6 6．8 4 ．6

4 4 7 7．2 5 ．1

4 4 8 6．3 6 ．5

4 4 9 6．6 5 ．4

4 5 0 6．4 4 ．6

4 5 1 7．2 5 ．2



6・小結

第20次調査は前回の報告では古代の遺構、遺物、今回は古墳時代の遺構．遺物を報告したが、未報

告の遺構、遺物も多い。ここでは古墳時代の遺構、遺物の概要を簡単に触れ、小結としたい。

古墳時代の遺構．遺物

古墳時代の主な遺構は竪穴住居跡、池状遺構、貯木遺構等である。

竪穴住居跡は周溝の一部が残るだけも含め、70軒余りを検出した。一部、8世紀代のものもあるが、

大半は古墳時代に位置づけられ、6、7世紀代のものが多い。それ以前の遺構の検出例は少ないが、

出土遺物から弥生終末～古墳初頭には集落が営まれていたと考える。竪穴住居跡の分布をみると、古

代の池状遺構SX001より北側に分布する。6～8区では竪穴住居跡は見られないが、この部分は建物

が建てられている整地層があるためで、整地層の下層には更に20～30軒の竪穴住居跡が分布すると考

えられる。整地層が削平されている11区以北では竪穴住居跡は多く見られる。特に、池状遺構SX044

周辺では南側と西側を中心に竪穴住居跡の分布が見られる。SXO44の東側は南側から延びてくる谷部

に挟まれる部分で、竪穴住居跡の分布は少ない。また、調査区西側のF～G－1～7区にあたる、丘

陵斜面を造成した部分に、竪穴住居跡が若干見られる。更に、谷部SD002を挟んで、東側にある第27

次調査でも25軒の古墳時代の竪穴住居跡が検出されており、集落域はかなり広範である。

SX044は4世紀後半から5世紀の時期に造られた池状遺構で、長さ約65m、幅約10～15mを測る。

土層の堆積状況から湧き水や天水を溜めた池と考えられる。池が造られる以前は浅い谷であったと考

えられる。池は6～7世紀頃までは利用され、8世紀には整地されたと考えられる。池が存続した4

世紀後半から7世紀にかけては、周囲に竪穴住居が造られており、この池を囲むように集落が営まれ

ていたと考えられる。池からは多数の土器類の他、子持ち勾玉や滑石製有孔円盤、白玉等の祭祀遺物

も出土している。特にH－14区の西岸では6世紀後半代の破砕した須恵器大喪等が多量に出土し、周

囲には鉄刀、馬の歯、滑石製有孔円盤、白玉等を検出した。これらは一連の祭祀関連遺物の可能性が

考えられる。6世紀以前においても、H－15～17区の西岸の大木周辺の多量の小型丸底壷、手づくね

土器や子持ち勾玉等の祭祀関連遺物が出土しており、この池は長きに亘って、祭祀の場であった可能

性が高い。時期は下るが、調査区南側で検出した8世紀の池状遺構SX001でも舟形、陽物形等の木製

祭祀具が出土しており、祭祀の場として利用されている。つまり、谷筋の水場に面したこの場所は古

墳時代から古代において、祭祀の場であったと考えられる。しかし、双方の景観は大きく異なり、古

墳時代において池状遺構は竪穴住居が立ち並ぶ集落の中に存在する。一方、古代において集落は無く、

高床倉庫群が立ち並ぶ奥に池状遺構が存在する。それぞれの祭祀の中身については検討を要するが、

古墳時代から古代にかけての祭祀形態の変遷を考える上で重要な成果と言えよう。

貯木遺構SX162は調査区北端のD－23区で検出した。この場所は調査区南端から続く谷部SDO02の

延長部にあたり、SX162はそれに合流する狭長な窪みである。長さ約18m、幅約9mを測る。谷頭部

分には杭列があるが、合流部分には杭列は見られない。深さ約50cmを測り、床面は平坦である。こ

こからは柄や柄穴が造られた柱材やネズミ返し等の建築部材が多数出土した。埋土の状態からこれら

は水につかっていたと考えられる。遺構の時期は6世紀後半代に位置づけられる。また、SXO44から

も建築部材などが多数出土しており、貯木場としても利用されていたと考えられる。時期はSX162よ

り遡り、5世紀後半代に位置づけられる。出土した建築部材はネズミ返しや扉の軸受け等、掘立柱建

物の部材と考えられる。建物構造を考える上で貴重な資料である°
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古墳時代の元岡・桑原遺跡の様相

本遺跡群ではこれまで古墳時代の遺構、遺物が多数検出されている。ここでは古墳時代の遺跡群の

様相を見ていく。

遺跡群ではこれまでに前方後円墳は7基、大型円墳が1基発見されている。周辺にある前原市御道

具古墳、泊大塚古墳を含めて、4世紀～6世紀にかけての首長墓の系譜を追うことができる°その内、

桑原金尿古墳（4世紀後半）、元岡E1号墳（4世紀後半）、元岡石ケ原古墳（6世紀中ごろ）、経塚

古墳（5世紀中ごろ）の調査が行われている。群集境は70基あまりが分布し、大半の調査が行われた。

群集境で最も多く分布する桑原石ケ元古墳群では金銅装単鳳環頭太刀や馬具、鍛冶道具等の豊富な副

葬品が出土している。鍛冶道具は桑原古墳群A群でも出土しており、製鉄工人集団の存在が注目される。

また、石ケ元古墳群等では6世紀代の陶質土器も出土しており、半島との関係も注目される°

集落遺跡については古墳に比べ、調査例は多くない。古墳時代前期では第2次調査で遺物が検出され、

第20次調査でも当該期の遺構、遺物が検出されている程度である。古墳時代中期以降になると、第20

次調査周辺で多数の住居が営まれており、隣接する第26次調査、第27次調査と合わせると、100軒以

上の竪穴住居跡が検出されている。遺跡群の中でもこれほどの集落域は検出されておらず、地域の拠

点的集落と考えられる。この集落域の東側丘陵上には金床古墳、北側丘陵上には石ケ原古墳が存在する。

また、西側の丘陵には桑原石ケ元古墳群が営まれる。特に、第20次調査では石ケ元古墳群と同様に、

輩や金鎚等の鍛冶道具や鋳造鉄斧、栄山江流域に見られる陶質土器等も出土しており、古墳群との関

連が注目される。一方、6世紀後半以降になると、20次調査のような谷の出口の平坦地ではなく、狭

長な谷部の奥で住居が見られるようになる。これらの例は第7次調査、第18次調査、第24次調査が上

げられ、斜面を造成して住居や掘立柱建物等が造られている。居住には適さない地形であり、それ以

前の遺構はほとんど見られない。遺跡の存続時期も8世紀には消滅するものが大半である。これらの

遺跡は第20次調査周辺に見られる継続的な集落とは異なり、臨時的に営まれた居住域の様相を呈して

いるが、造成に関わる土木工事の規模や出土遺物の多さ、7世紀代に木簡が出土するという特殊性を

考慮すると、分村的なものではないのは明らかである。糸島半島は6～7世紀にかけて、半島政策の

軍事的拠点であったとされるが、これらの集落もそのような情勢を考慮する必要があろう。

8世紀になると、古墳時代の拠点集落であったこの場所では住居はほとんど見られなくなる。代わ

りに「大賓元年」や「延暦四年」の紀年銘木簡や志麻都内の郷名（明敷、登志、志麻等）を記した木

簡等がもたらされる、倉庫群が立ち並ぶ官街的施設が設置されることになる。古代の集落についての

様相は不明であるが、古墳時代から古代にかけて、集落の再編成がされたことは明らかである。

さいごに

前回、今回の報告で古墳時代から古代にかけての遺跡の概要を記してきたが、旧石器時代、縄文時

代の遺物は未報告のままである。また、古墳時代の遺物で、特に建築部材などの木製品がほとんど報

告できなかった。また、古代の遺物では保存処理後判読できるようになった木簡、祭祀具を含む木製品、

墨書土器等、未報告のものが多い。次刊ではこれらの報告を含め、遺跡の変遷を含めた総括を行いたい。
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